















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　端たん的てきに言って死にかけてる。

　異世界の森の中、仰あお向むけに倒れて投げかけられる木こ漏もれ日びを受けながら俺は死にかけてるなあと思う。

　別に異世界だからって魔王的なやつと戦って傷ついたとか、そういうわけじゃない。もっと現実的に、普通に生活ができなくて死にかけているのだ。

　だって想像してみてほしい。

　突然知らない治安とかヤベー場所に飛ばされ、言葉も分からず、持ってる金も使えず、働く場所もないという状態におかれたらそりゃあ詰むでしょ。

　で、木の実でも食おうと森に入って、なんとなくそのへんに寝っ転がって、緊張の糸がほどけて、空腹で動けないという状況に人生ではじめて陥おちいって。

　このまま動かなければ死ぬのは分かってる。

　でも、身体からだに力が入らない。
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　ヤバい。

　どうしてこんなことになったんだろ。

　ちょっと貧乏な普通の高校生のはずだったのに。普通に高校を卒業して、働いて、金でも貯ためて、なんか事業でも興おこして億万長者になるのが夢だったのに。

　薄れゆく意識の中、サラサラという音が聞こえてくる。

　森を進む音。でも、さっきの俺みたいに無理やり森に分け入るガサツな音じゃない。ただ、その歩み自体が葉を揺らす風であるような、そんな清せい冽れつな音。

　誰だろう。

　俺はその音を聞くのが心地よくて、目を閉じる。

　音がどんどん近づいてくることに気付いても、怖くなんてない。

　もしかして天使的なやつ？　相棒の犬はいないけど、このまま全裸の人たちに抱えられて天に昇るパターンのやつ？

　嫌だな。

　どんだけ優しく俺を導いてくれる存在だとしても、行先が死者の国ならそいつらは俺の敵だ。

　だから──。

　俺は目を開ける。そいつをできる限りの剣けん幕まくで睨にらんで追い返すために。

「うおりゃああああ!!　天使がなんぼのもんじゃああいい!!」

「！！！」

　と思ったけど、驚いた表情で俺の顔を覗のぞき込こむ瞳ひとみを見た瞬間、なんかもうそういうの関係なく、美ビ美ビ美ビ美ビって感じで俺の思考は停止した。

　水平に尖とがった大きな耳、吸い込まれそうな目の青。永遠を具現化したようなその美しい存在。こういう人、なんていうんだっけ。その答えに辿たどり着つくまでに、俺の意識は最後の火花を散らし終えたようだった。
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　目を開けると、さっきの人が五人に増えていた。

「やっぱ天使なのか？　その割には天国じゃなさそうだけど」

　なんか、いつの間にか場所を移動している。森じゃなくて、保健室っぽい場所のベッドの上だ。そこで、俺を取り囲むように女性五人が立っていた。

　一瞬みんな同じ人に見えたが、よく見ると別人だ。顔もそれぞれに違う。でも、不思議にみんな似たような感じに見える。まあ天使感あるよね。

　そして、その特徴的な耳。

　俺はその種族の名前を思い出す。

「エルフ、だよな？　助けてくれたのか？」

「％＆＄＠×＃？」

「＄％＃＋＃＄＆％！」

　だが、目の前で話すエルフたちの言葉を俺はまったく理解できない。そうだった。俺はこの世界でたったひとりで、孤独な言葉を話していたのだった。

　俺はここ数日のことを思い出して、再び陰いん鬱うつな気持ちになる。思ったより、言葉が通じないというのは辛つらかった。マジで分からないのだ。

『それちょっと聞いたことある』みたいなレベルのヒントすらない中で、俺の言うことを誰も全然理解してくれないという状況は、相当精神的にこたえるものだった。

　だから、今回もそうなのだろう。

　俺はこの人たちが助けてくれたのか取って食おうとしているのかさえ分からないままなのだ。

　運が良かったとして、飯を食わせてもらって再び森に返されるのがオチだろう。それからは、また先の見えない生活の始まりである。

　と、そんな厭えん世せい的てきな気分でいると、なんかエルフのうちのひとりが保健室（？）の窓を開けた。

　心地よい風が通ったかと思うと、もうひとりが風に手をかざし、何かを口にする。

　言葉は分からないけれど、それが呪文の詠唱みたいなものなのだろうということは本能的に感じられた。

　呪文を口にしたエルフの手の中の空気に薄緑の色が付き、それが小さな台風みたいに回転するのが目に見えるようになる。

　そのミニ台風はエルフの手のひらを離れ、物理法則上あり得ないだろうという動きでゆっくりとこちらの口元にやってくる。

「え、何？　大丈夫？　身体からだ乗っ取られたりしない？」

　そんな俺の疑問が彼女たちに伝わるわけもなく、そのミニ台風は俺の口をこじ開けて気管の中へと消えた。食感はそう。まさに風を食べたという感じ。

「結局なんなのこれ。このまま感度が上昇して搾さく精せいされ続けたりするの？」

「うわっ、最悪」

「やっぱり拾ってこない方が良かったのではなくて？」

「森に戻してこようよ～！」

　エルフたちは汚物を見るような目で俺を見ながら言う。

「いや、冗談冗談！　聞こえてると思わなくて……」

　そこまで言って、俺は自分の言葉の意味を捉とらえる。

　聞こえて、る……？

「俺の言葉が分かるのか？」

「だからアンタの激キモ発言に反応できたのよ！　必死に何を言っているのかと思えば、ずっとそんな下品な言葉をアタシたちに投げかけ続けてたなんて。ホント最悪。せっかく協力してくれた風の精霊が泣くよ」

「いや、誤解だから！　さっきまではもっとまともなこと言ってたから！」

　俺は改めて五人を見る。

　どう見てもエルフ。完全にエルフ。

「俺の理解が正しければ、アンタたちはエルフで、俺を助けてくれた上に謎なぞの魔術的なやつを使って言葉も通じるようにしてくれた、ってことでいいのか？」

「そういうことです。魔術というよりは精霊魔法ですが……。お散歩していたら人が倒れていたのでびっくりしたんですよ？　目を開けたかと思うと叫んで気絶するし」

　口を開いたのは、今まで黙っていたエルフだった。五人の中で一番背が高く（俺と一緒くらいだろうか）、お姉さんって感じがする。

　話を聞いたからかもしれないけれど、さっき助けてくれた記憶の中の人と顔がハッキリ一致した。

「コイツ、きっとパンツ何色!?　みたいなこと言ってたのよ」

「あんなに必死にそんなことを!?」

　さっきから言いたい放題のエルフ（パーカーを羽は織おってて、エルフなのにストリート系って感じだ）の言葉を鵜う呑のみにして、お姉さんエルフが怯おびえた目でこちらを見る。

「言ってない！　断じて言ってない！　俺は生きるのにもっと必死だったんだよ！　腹が減って……」

　と言いかけたところで、自分が腹を空すかせていたことを思い出した。

　グーという気の抜けた音に普段なら恥ずかしさを感じるところだけれど、今その音は体力の限界を示すアラームにしか聞こえない。

「何か……食い物を……」

「厚かましい変態ね」

「そう言わずに。きっと倒れてたのもお腹なかを空かせてたんだよ。何か持ってくるね」

　ストリート系エルフを宥なだめ、お姉さんエルフが笑顔で言う。天使や……。天使は実在したんや……。

「ノブレスオブリージュはエルフのたしなみ。わたくしもお手伝いしますわ」

「……」

　お嬢様っぽい喋しやべり方かたのエルフ（なんかひとりだけ扇子みたいなやつ持ってるし）がお姉さんエルフに頷うなずき、先ほど精霊魔法を施ほどこしてくれたエルフも無言で頷く。この人は白に近いくらい薄い色の髪が神秘的だ。

「ララちゃんが行くならノノも行く～！」

　最後に、一番身長の低いエルフが精霊魔法の人についていく。

　結果として、この部屋からは俺を残して全員が出て行くことになった。

「少し待っていてくださいね！」

　空腹と慣れない状況で不安な俺に、お姉さんエルフの笑顔が癒いやしを与えてくれる。

　全員が部屋を出て扉がばたりと閉まると、俺はベッドに仰向けに寝そべった。

　知らない天井だ。

　石造りの建物が多いこの世界では珍しい木を基調とした部屋。

　開け放しにされた窓の外に見えるのも、木々の緑だ。

　そういえば、さっきの五人が着てた服も緑色だったな。

　思えば、みんな同じ服を着てたのか。ストリート系はパーカーを、精霊魔法の人はカーディガンをそれぞれ羽織っていたけれど、その中は同じだった。

　別にエルフだからって同じ服を着る習慣はないだろうし、ということは……。

　そんなことを考えていると、再び猛烈な眠気が襲ってくる。

　とりあえず、安全に眠れるときには寝ておこう。

　ここ数日のサバイバル生活で得た知見を活用し、俺は目を瞑つむったのだった。
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「うおー!!　ごちそうさま!!」

「なかなか気持ちの良い食べっぷりでしたわね」

　目の前に出された料理を平らげた俺を見て、お嬢様っぽい人が目を丸くする。

　死ぬほど腹が減っていたのだ。掃除機のように食べてしまうのも無理はない。めちゃめちゃおいしかったし。

　木の実と山菜をメインにした食事で、あっさりした中にも食べ応えがあった。この世界に来て久方ぶりに食べた肉も、涙が出るほど美う味まかった。

「アタシが狩ってきた火イノシシを特別に分けてあげたんだから。このくらい食べてもらわないと困るって」

　ストリート系が自慢げに言う。

「ああ。ホントにおいしかったよ。ありがとう」

「こ、今回は特別だから。アタシは自分で狩った肉しか食べないってポリシーでやってるのに、みんなが分けてやれってうるさかったからね。これからはアンタもそうしなよ」

「それはちょっと難易度が高いかもな……。火とか噴ふかれたら太た刀ち打うちできないし……」

　この世界の動物は、元いた世界の動物よりも断然おっかないことは少ない経験でも分かっていた。イノシシってだけでおっかないのに、火を吐くやつを仕留められるとは到底思えない。

「はあ？　甘えたこと言ってんじゃないよ！」

　が、ストリート系は俺の弱音に食ってかかる。怖こええ……。

「まあまあ、コトリ。この人も倒れて弱気になってるんだって」

　お姉さんエルフは優しく俺をフォローしてくれるが、弱気とかそういう問題なのかという気がしないでもない。

「で、ここって結局なんなの？」

　腹がいっぱいになったらちょっとは自分の置かれた状況について考える気にもなってくる。やっぱ食べ物って重要だな。

　先ほどまで保健室的なところで寝ていた俺が飯を食べるために連れてこられたのは、食堂的な場所だった。

　というか、奥にキッチン的なものが見えるし、いくつかの机と椅い子すが並べられたこの空間は明らかに食堂だろう。

　で、エルフたちが制服的なものを着ていることから導き出される結論はたぶんひとつ。

「学校だよー！」

　年少エルフが元気いっぱいに言う。やっぱり。

　この世界に来てはじめて学校というものに触れたが、その雰囲気は元の世界のそれとあまり変わらない。

　もちろん、俺がいた地方都市のそこそこ生徒がいる高校とはまったく違って、イメージ的にはヨーロッパの修道院？　とかそういうのに近いかもしれないけど。

「そう！　ここは由緒正しきエルフ専門の教育機関！　アルグワイス・エルフ学園ですわ！」

　お嬢様がドヤ顔で言う。

「へぇ。種族別に学校があるんだな。ていうか、ここはエルフの女子校なのか？」

　ここに来るまで、男子生徒を見ていないことに俺は気付いた。というか、この五人以外は誰も見ていない。

「そうじゃないの。今はたまたま女の子ばっかりっていうだけ。この五人が全校生徒なんだよ！」

　お姉さんエルフが丁寧に解説してくれる。

「なるほど。ちなみに人間専門の学校ってのもあるの？」

「えへへー！　あったら面白いねー！」

「アンタそれ冗談のつもり？　スベってるけど」

　えぇ……。俺、何か変なこと言ったかなあ。

「あはは……。とりあえず、自己紹介でもしよっか」

　苦笑いしながらお姉さんエルフが言う。

　それな。そろそろお姉さんエルフの名前が知りたいところだ。

「わたしはイーゼル。二年生だよ。好きな精霊は時間の精霊かな～。もちろん、全然操れないけどね」

　イーゼルはえへへと笑う。エルフの自己紹介って好きな精霊を言うのがデフォなのだろうか。納得だけど。

「コトリ。アタシも二年生」

　ストリート系のコトリはパーカーのフードに触れながら言う。

「小鳥か。良い名前だな～」

「小鳥じゃない！　コトリ！　輝く森っていうちゃんとした意味があるんだから！」

　今にも嚙かみつかんばかりの勢いでコトリが言う。最初の『コ』にアクセントを置くらしい。

「わたくしはメリル。三年生ですわ。以後お見知りおきを」

　メリルはお嬢様らしく優雅にお辞じ儀ぎをする。

「おっす～！　一年生のノノディルだよ～！　ノノって呼んでね！　そしてこちらは三年生のララちゃん！　ララルダっていう名前なんだ！」

　一番背の低いノノディルが、俯うつむき加減のララルダを紹介する。

「……」

　ララルダはこちらを見てコクリと頷いた。そういえば彼女は先ほどからあまり喋っていない。物静かな人なのだろう。

「で、アンタはなんて名前なの？」

「俺は空そら州す剛つよし。よろしく」

「ソラスツヨシ？　言いにくい名前だなあ。なんかあだ名ないの？」

「あだ名かあ……。一部にファイって呼ぶ奴はいたけど」

　俺は高校の同級生の顔を思い出す。

　数学で集合の授業があったあと、俺の名前を音読みすればクウシュウゴウになると気付いた奴がいた。それで、空集合の記号から取ってファイとなったのだ（でも正確にはギリシア文字のΦフアイと空集合の∅は違うらしい）。

　ふと、俺のいた高校の教室の匂においが鼻を掠かすめた気がする。机から飛び出た充電ケーブルとか、フックにひっかけられたコンビニの袋とか。そういうのが、遠い異世界の記憶のように思えて、実際に遠い異世界の記憶なんだと思い至る。

「ふうん。悪くないじゃん。じゃあこれから、アンタはファイってことで！」

「分かった。ファイって呼んでくれていい」

「まあ、これからそう何度も呼ぶ機会はないと思うけどね」

「ちょっとコトリ」

　イーゼルはコトリを窘たしなめるが、まあ、彼女の言うことは正しいだろう。

　この世界に来てからこっちの生活を思い出すに、ここで長く世話になれると思うほど楽観的にはなれない。

「で、アンタの種族はなんなの？　魔族っていうにはマヌケ面づらだけど」

「ああ、言ってなかったっけ。人間だよ」

「だーかーらー！　そういう冗談は要らないって！」

「冗談じゃないって！　俺は人間だ！」

　イラつきを隠さないコトリに、俺も少しムキになってしまう。

「え……。もしかしてアンタそれ、本気で言ってるの？」

　俺の本気テンションを察知したらしいコトリが信じられないという顔で俺を見つめる。

「でも、もしかするともしかするかもしれませんわよ？　最初に会ったときに話していた言葉だって、聞いたことのないものでしたから」

「まさか、そんな……」

「どゆこと!?　ララちゃん、これどゆこと!?」

　ノノディルの問いを契機に、四人の視線がララルダに集まった。

「……風の精霊に、訊きいてみる。言葉を訳せたのなら、知っているはず」

　そう言ってララルダは、さっき保健室でやったみたいに両手を正面に突き出した。咄とつ嗟さにコトリが食堂の窓を開ける。風が入ってくる環境でないとこの術は使えないらしい。

「……風の精よ、ふたつにひとつの問いを問おう。この者ファイは、人間か、否いなか」

　ララルダがそう言った瞬間、食堂に風が吹き抜ける。

　風は俺の周囲を優しく一周したかと思うと吹き上げ、赤い色を帯びる。

　そして、その赤い風は俺の頭上で綺き麗れいな丸印を形作ったのだった。

「「「「ええーっ!?」」」」

　と同時に、ララルダ以外の四人が驚きよう愕がくの声を上げる。

　いや、そこまでびっくりしなくても……。

「人間ってそんなに珍しいのか？」

「えーっと、その……」

　俺の問いに、イーゼルはあからさまに言いにくそうな表情を見せた。

「珍しいも何も、人間なんてとっくの昔に絶滅したはずでしょ!?」

　そこに、イーゼルの逡しゆん巡じゆんを無視したコトリの言葉が響く。

「え、マジ？　そういう世界観なの？」

　俺はこちらに来てから今まで出会った人々を思い出す。獣人にゴブリン、ドワーフにオーク、オーガ。

　確かに、今まで人間って見なかったかもなあ。生活するのが大変すぎて意識してなかったけど。

　というか、獣人とかオークとかを見慣れると人間がどうってあんまり気にならなくなるんだよな。

「じゃああなた、本当に一切魔力を持っていないんですの？」

　信じられないというようなメリルの問いかけに俺は頷く。

「なんてこと」

　メリルは今にも失神しそうな勢いである。

「やっぱり人間以外って、みんな魔力を持ってるのか？」

「もちろん。人間の定義にはいろいろあって一概には言えないけど、魔力を持たないのは大きな特徴のひとつと言えるかな」

　そう答えたのはコトリだった。なんか喋り方が勉強できる人のそれだ。意外に秀才なのか？

　とにかく、それで俺もやっと、さっきまでの話の微妙な嚙み合わなさの原因が分かってきた。

　この世界の住人にとって、火イノシシは俺が思うほど怖いものじゃないんだ。なぜなら、彼女たちは俺には計り知れないほどの能力を持っているから。

　そう考えて、この世界に来てからの諸もろ々もろが腑ふに落ちる。

　言葉が分からなくてもできる仕事はあるだろうと、いろいろと職を探した日があった。

　求人広告（らしきもの）を掲示しているそのへんの店に入って、それを指差しながらジェスチャーした。モップ掛けでもなんでもするから働かせてくれと、必死で伝えて、運よくそれが通じたところで、店主のオークが指を鳴らせば箒ほうきが勝手に動き出して床を掃はいていた。

　どうりで生きづらいと思った。

　この世界で魔力を持たない俺は、マジで即戦力の一番遠くにいる人材なのだ。

　え、じゃあ、俺はマジでこれからどうすればいいの？

　魔力も持たずにこの世界で生き抜く方法を考えなくちゃいけないわけだけど、実際問題、そんなのある？

　そんな壁にぶつかった俺を引っぺがすように、ノノディルが無邪気な声を上げる。

「でもでも～！　人間だとしたらどこから来たの～？」

「ノノの言う通りだよ。五○○年前に最後のひとりが亡くなってから、人間の目撃例はゼロ。そこらへんに隠れ住んでて見つからないわけもないし」

　言いながら、コトリは俺を睨にらみつけた。

　イーゼル、メリル、ノノディルの三人も──コトリのように敵意をむき出しにするわけではないにせよ──興味津々という目でこちらを見ている（ララルダはあんまり興味なさそうだ）。

　正直に言うべきかどうか一瞬迷うが、隠したところで今の俺になせることなど何もないわけで、言ってみて次の展開に身を委ゆだねた方がまだしも現状を打破できるんじゃないかと思えた。

「別の世界から来た。こことはまったく別の、人間が山ほどいる世界」

　言ってみて、やっぱ選択肢ミスったかな？　と思う。

　だって五人ともヤベー奴を見る目で俺のこと見てるからね。

　そりゃそうか。俺だって元の世界で普通に生活してて、そのへんに倒れてた人を助けたところで「自分は魔力を持ってる上に異世界から来ました」って言われたら困るもんね。非常に。

「こ、これは校長タイムだね」

　イーゼルの言葉に、他の全員が頷く。

「うへえ～。休みの日にまで校長の話聞くの嫌だな～」

「なんという意識の低さ！　エルフの叡えい智ちの結晶のお話なんて、聞いても聞きたりませんわ！」

「メリル、意識高いわりに成績はパッとしないよね」

「ぬあんですって～!?」

「ふええ～！　ふたりとも喧けん嘩かしないでよ～！　ねえ、ララちゃん」

「……ね」

　好き勝手言いながら席を立つ四人を横目に、イーゼルは俺の正面に佇たたずむ。

「ファイも一緒に来てね」

　戸と惑まどいを隠した笑みを浮かべながらイーゼルは俺の名前を呼んでくれた。

　どうやら俺はまた、別の場所に移動しなければならないみたいだった。





　　　　◇　◇　◇






「くっくっく。珍しいこともあるものじゃのう」

　異世界から来た人間、という情報とともに目の前に突き出された俺を見た校長の第一声は意外に楽しげなものだった。

　エルフ学園の校長室。

　上品な調ちよう度どに囲まれて座るエルフの女性は「校長」とか「叡智の結晶」とかいう言葉から想像していた姿よりも随ずい分ぶん若かった。確かに、イーゼルたちよりは少し大人の落ち着きを感じさせるけれど。

「じゃあ、コイツが異世界から来たのは間違いないんですか!?」

　食い気味に尋ねるコトリに、校長は頷きを返す。

「ワシも長く生きておる。人間を見たこともある。人間かそうでないか、この世界の住人かそうでないかくらいは分かろうて」

「でも、違う世界から来るなんてそんなこと……」

　いまだ信じられないという様子のコトリに、校長はニヤリと笑いかけた。

「そういうこともなくはないじゃろう。世の中には、無数の異なる世界が存在する。似たような世界の間なら、扉が開くこともあろう」

「似たような世界、か。俺にはまったく違う世界に思えるけど」

「ちょっとあなた！　校長先生に向かって口のきき方が失礼ですわよ！」

　メリルの言葉を手で遮り、校長は俺の目を真っ直ぐに見つめる。

　全部、見られている。

　その深緑の瞳を見ていると、そんな風に思える。何を小細工したところで、この人には敵わない。そんな諦あきらめにも似た確信が俺を満たした。

「もちろん、違うのは確かであろう。けれども、その違い方は少ないはずじゃ。ワシらが想像もできないくらい違う世界が、この世にはあるはずじゃからな」

「言われてみれば……確かにそうかもしれない。精霊？　の力を使ったにしても、こうして普通に意思疎通ができてるんだもんな……」

「そういうことじゃ。もしかして、そなたの世界にもエルフという概念が存在するのではないかな。実物は存在しないにしても、想像はされておるとか」

　校長は当たり前のことを確認するように言う。

　が、それが当たり前でないことに俺はようやく気が付いた。

　だって、異なる世界に行って元の世界と共通の概念を使えるというのは、よく考えればおかしなことではないだろうか。

「確かに校長の言う通りだ……。エルフも獣人もオークも、俺は知ってた。実際に会ったのはこの世界に来てからだけど」

「ならば、それはふたつの世界の間に縁えにしがあることの証拠じゃろうて」

　なるほど。校長がふたつの世界を似たような世界と言った意味は分かった。でも。それでも。

「どうして、俺はこの世界に来たんですか？　いくら似てるって言っても、俺が世界を飛び越える道理なんてないはず。ましてや、それが俺である必然性もないと思うし」

　せっかくなんかすごいっぽい人に話を聞けるチャンスなのだから、気になることは尋ねておこうと思った。

　そもそも、俺がこの世界に来た意味。学校から帰ってバイト前に家で昼寝してたらいつの間にかこんな世界にいた意味。そんなものが、あるのだとすれば。

「それは分からん」

　が、校長はあまりにあっさりと首を横に振った。

「何か、大きな意志のようなものが動いているのかもしれん。ワシにすら把握できないようなな。じゃが、ひとつだけ覚えておいてほしい」

　そう言って校長は不敵な笑みを浮かべる。

「運命というのは、いつでも必ず事後に決定するものじゃ。振り返ってみなければそんなものは分からん。そこに意味を見つけるのは、そなた以外には不可能なんじゃよ」

　そう言うと話はこれで終わり、というように校長は椅子に座り直した。

「ねえねえ校長先生！　今のってどういう意味～!?」

「ノノディル。自分で意味を考えなくては意味をなさない意味というのが、この世にはあるのじゃ」

「さすが校長先生、深いです」

「そう？」

「……（ララルダ）」

　と、好き勝手言ってる四人をよそに、イーゼルは心配そうな目をこちらに向けていた。今後の俺の扱いについて思案してくれているのだろう。なんて良い人なんだ……。

　そんな彼女の表情を見て、決心がついた。

　これ以上彼女に心配を掛けないようにと、俺は自分から口を開く。

「校長先生。あとふたつ質問があるんですけど」

「言ってみよ」

「俺が元の世界に戻れる方法って分かりますか？」

「分からん。次は？」

「今後、俺がこの世界で生きていくのは可能だと思いますか？　金銭面とか、そういう実際的な意味で」

「ふむ。正直言うと、難しいじゃろうな。そなたには魔力もなければ学歴もない。元の世界ではどうだったか分からぬがな」

　まあ同じようなものだったけど、少なくとも高校には通っていた。

「やっぱりこの世界も学歴社会なの？」

　ふたつの質問と言ってしまった手前、この質問はイーゼルにぶつける。

「そうだね。特に、あまり魔力を使わない職業は学歴が求められることが多いかも」

　なるほど。つまり、元の世界にずっと戻れないという最悪の可能性を考えた場合、俺に残されているのは学校を卒業して定職に就つくという道だけってわけか。

　ならば、この好機を逃す手はない！

「校長！　お願いします！　俺をこの学校に入学させてください！」

「はいいい!?　あなた、何を言ってるんですの!?　ここはエルフ学園だって言いましたでしょ!?　エルフ学園に人間は入れませんわ！」

「メリル、少し静かにしておれ」

「うっ……。申し訳ありません、校長先生」

　メリルはガチで落ち込んだ様子で口をつぐんだ。なんか申し訳ないな……。

「もちろん、ここがエルフのための学校だってことは分かってます。でも、俺にはもうここしかないんです。外に出ても行くあてはないし、魔力のない俺を入学させてくれる学校があるとは思えない。だからってここに入れてもらえると思うのもおかしな話ですけど、もし少しでも可能性があるなら、考えてほしいんです」

「ふむ。そなたの言いたいことは分かった。とにかく頭を上げい」

　校長は思案げな声で言う。

　それから校長がじっくりと眺ながめたのは、俺ではなくて五人のエルフたちだった。

「皆はどう思っておるのじゃ？」

「わたしは、入学を許可してあげてほしいです。ここで見捨てたら、また森で倒れちゃうかもしれないし……」

「アタシは別にどうでもいいかな。コイツが変な真似さえしなきゃ」

「わたくしは……。校長先生のご意見に従いますわ」

「ノノはさんせーい！　人が増えた方が面白いもん！　ララちゃんもそう思うでしょ？」

「……」

　ノノディルの問いに、しばらくしてララルダは頷く。なんか間があったけど、本当に思ってるのか？

「だよねだよね～！」

「くっくっく。それなら決まりじゃの。よかろう。ファイ。そなたを正式にアルグワイス学園の生徒と認めようではないか」

「ま、マジで!?　ありがとうございます!!」

　いや、マジでこの世界に飛ばされてから一番嬉うれしいのだが!?

「でもコイツ、どこに住むんですか？　ていうか、学費とか払えるの？」

「が、学費……」

　コトリが俺の浮かれテンションに水を差す。完全に失念してたけど、進学するならそりゃあ学費が必要だよな……。でも俺は文字通り一文無しだし……。

「住むのは宿直室でよかろう。男子寮を復活させるのも骨が折れるし、あそこなら誰も使っておらぬからな」

「えー、ファイちゃんも一緒に寮に住もうよ～！」

「ノノ！　何を言っていますの!?　男女がひとつ屋根の下で暮らすなんて……！」

「まあ別に、いざとなったら精霊魔法で切り落とせるけどね」

「そういう問題じゃありませんわ！」

「ちょ、ちょっとみんな……」

　イーゼルは顔を赤くして目を泳がせる。

　俺は絶対に寮には近づかないことに決めつつ、校長の話の続きを待った。

「学費は、そうじゃのう……」

　校長はそう言って、ニヤリと笑う。やべ、なんか良くないことをひらめいてる顔だ。エルフ界が誇ほこる叡智のわりに分かりやすいな……。

「よし、三年間、奨学金をやろう。給付型にするから、返さなくて良いぞ」

　が、それは俺の杞き憂ゆうだったようだ。さすがエルフ界の叡智、めっちゃ太っ腹じゃん！

「校長先生、でもそれって……」

「よし、決まりじゃ決まり！　さがってよいぞ！」

　何かを言いかけたイーゼルを遮るように、校長はしっしと手をひらひらさせる。

「ありがとうございました！　これからよろしくお願いします！」

　俺は校長の気が変わらないうちに校長室から出ることにする。

　そんな俺に続いて、他の五人も部屋をあとにした。

「いや～！　最高だな！」

　扉を出てすぐ、俺は誰にともなく語りかける。

　廊下の窓の外に見える森の緑も、俺を祝福してくれているみたいだ。さっき死にかけてた森と同じとは到底思えない。

「やっぱりエルフはすげえよ！　こんなに太っ腹だなんて！」

「もちろんですわ！　エルフは気高く心の広い種族なんですの！」

「メリル、アンタさっきはエルフ学園に人間は入れませんって言ってたじゃん！」

「そうでしたっけ？」

「アンタね～!!」

「でもさでもさ！　しょうがくきん？　って授業料を払うために貰もらえるお金のことでしょ？　三年間しか貰えなかったら、ファイちゃん困っちゃうんじゃない？」

「あー、よく考えればそうだよね。よく考えなくてもそうだけど」

　ノノディルの疑問にコトリが首肯する。

「ん？　なんで？　三年分ありゃちょうどいいんじゃないのか？」

「アンタ、この学校を三年間で卒業できると思ってんの？」

　コトリは呆あきれ顔がおで、パーカーの裾すそを整える。

「そりゃあ、魔力のない俺には大変かもしれないけど、最初から諦めてかかることはないだろ」

「それがね、そうじゃないの……。さっきも言おうとしてたんだけど……」

　イーゼルは非常に言いにくそうにモジモジとこちらを見つめた。

　そういえば、さっき校長に何か言いかけてたっけ。

「この学校は、卒業までに三○年かかるの」

　で、告げられた言葉に一瞬時が止まる。

「ん？　さんじゅうねん？」

　俺は目の前のエルフ美少女が言った言葉の意味を捉え損そこねていた。

「そう、三○年」

「え、でも、普通の学校なんだよな。さすがに長くね？」

「そりゃあ、人間からしたら長いかもね。確か、人間って長生きしても一五○年はいかなかったらしいし」

　コトリは図鑑で得た知識を披ひ露ろうするように言う。というか、実際にそうなのだろう。

「あー、そういえばエルフって長寿なんだっけ？　そんな設定もあったな」

　対して、俺はアニメで得た知識で対抗する。

　ていうか、校長が五○○年前に絶滅したとされる『人間』を見たことがあると言っていた時点で思い出しておくべきだった。

「人間からしたら長寿なのかもね。ちなみにアタシは一六○歳」

　コトリは事もなげに言う。

　一六○って！　ギネスも真っ青だ。そりゃあ学校に三○年くらい使えるよなあ。

「でもコトリ、年食ってるわりに大人げないよな」

　言った後で余計な一言だったなと反省する。俺はそういうのが多い。

「はあ!?　アタシなんてまだピッチピチだっつーの！　アンタこそいくつなの!?」

「一七だけど」

「まだ赤ん坊じゃない！　赤ちゃんの癖に生意気言わないでよ！　ばぶーばぶー」

「ふえぇ、ふたりとも喧嘩しないで～」

　ノノディルの言葉で、俺は素直に謝ろうと決意する。年下に気をつかわせるわけにはいかない、と思いきや、おそらくノノディルも余裕で俺より年上なのだろう。

「悪かったよ、コトリ」

「ふん！　まあ、アタシもアンタが赤ちゃんじゃないことくらい分かってたし。確かに大人げなかったわよ」

「えへへー。ふたりとも偉いね～。コトリは良い子だねえ」

　そう言って満面の笑みでイーゼルはコトリの頭を撫なでる。

「あー、そこそこ。そこがツボなんだよね」

　そんな感じでほのぼのムードが流れたが、俺の将来設計は全然ほのぼのしてない。

　残りの二七年分の学費、どうやって出せばいいんだ？　いや、ていうかそもそも、三○年もここの世話になるわけにはいかないだろう。

「ちょっと校長に話を聞いてくる」

「じゃあわたしも行くよ！」

「え、もうちょっと撫でてよ～！」

　校長室への廊下を戻り始めると、イーゼルが俺の横に並んだ。他の四人も迷っている様子だったが、結局イーゼルを代表として派遣することに決めたらしい。

「悪いな……」

「全然……。さっきわたしがハッキリ言ってればよかったんだよ」

「いや、そんなこと気にしないでくれ。俺がもうちょっと詳くわしく話を聞いておけば良かったんだ」

　そんな話をしながら、校長室の扉をノックする。「入るのじゃ」という声が聞こえて、俺たちは校長の前に再び並んだ。

「案外早く戻って来たの」

　そう言って校長は悪戯いたずらっぽく笑う。こちらをからかって楽しんでいるのは丸わかりなのだが、なんだか憎めないんだよな。

「校長先生……」

　校長に意見しようとしてくれるイーゼルを手で制して、俺は口を開く。

「どうしてこの学校が卒業に三○年かかることを言ってくれなかったんですか」

「それは、はしゃいでいるそなたが面白かったからじゃ。それに、詳しく話を聞かないそなたが悪い」

　いや、確かに無理言って入学しようという立場で偉そうなことは言えないけど……。

「じゃあ逆に、どうして三年だけ奨学金を出してくれることにしたんですか？」

「うむ。それが正しい質問じゃ」

　そう応える校長の目が、にわかに鋭くなる。

「まず、そなたは自分がまともにこの学校を卒業できると思っておるかの」

「それは正直、難しいと思います。魔力がない俺に、正規の課程を修了できるとは思えない」

　コトリには強がりを言ったが、冷静に考えるとまあ無理だろう。

「その通り。であるからして、そなたの入学を認めるということは、そなたに特別な卒業要件を課すということなのじゃ」

「特別な卒業要件？」

　校長の言葉に、イーゼルが首を捻ひねる。

「そう。こちらが提示する課題をそのつど完璧にこなすこと。それが卒業要件じゃ。そうすれば、一○年ごとの飛び級を認めてやろう」

　一○年ごとの飛び級！　その言葉に、俺のテンションは再び上がる。

「つまり、校長の出す課題をクリアし続ければ、三年間で卒業できるってことですか!?」

「その通りじゃ。とりあえずは、中間テストまでに五つほど課題をこなしてもらうことになるじゃろう」

「五つって！　それはさすがに多くありませんか？　わたしたち、課題ひとつだけでも大変なのに……」

「一番大変がっているのはイーゼルじゃろうて」

「ふぐっ……」

「冗談じゃ。気にするな」

　校長はそう言うが、イーゼルはこちらの様子を窺うかがいつつ顔を赤らめている。

「それに、こやつに対する課題とてそれほどの無理難題ではない。簡単にこなせるじゃろう」

　そこで校長は一瞬、言葉を切る。

「ただし……。他の者どもと協力しあえばの♪」

　協力、か。

　確かに、俺はこの世界について何も知らないに等しい。簡単な課題を行うにあたっても、イーゼルたちの協力が不可欠になるだろう。

「ちなみに、もし課題を成なし遂とげられなかった場合はどうなるんですか？」

「すぐに放校などということはない。安心せい。だが、三年以上いるならそれなりの授業料は払ってもらうぞ。こちらとて慈善事業ではないからの」

　もっともな話だった。そもそも、三年間無料で在籍させてくれるというのが破格な話なのだ。

　そこで最初の疑問に戻る。じゃあどうして、慈善事業でもないのに俺に奨学金をくれるんだ？

「それで、ワシがそなたをここに置く理由じゃが……」

　こちらの心を見透かしたかのように校長は切り出した。そしてなぜか、ちらりとイーゼルの方を向く。

「いや、ただの興味本位じゃよ。ワシもそなたと同じように、そなたがなぜここに来たのかを知りたいのじゃ。長年生きてきたが、こんなことははじめてなのでの」

　なんだか信用ならないが、校長が噓うそを言っているようには思えなかった。

「このくらいでよいかの。異議は？」

「ありません」

「では、今日はゆっくり休め。明日以降、担任が詳しいことを教えるじゃろう」

「分かりました。本当に助かります」

　俺は校長に頭を下げる。

「うむ。イーゼル、こやつを宿直室へ連れていってやってくれんか？　ベッドメイキングはされてるはずじゃ。必要なものは、おいおい寮の備品と共有するんじゃな。あと、倉庫に男子用の制服があるはずじゃから、それもやってくれるか？　その服装では勉強にも身が入らぬじゃろうて」

　校長は俺の服を見ながら言う。

　まあ、今の俺の服装といえば追おい剝はぎにでも遭あったのかっていう感じだからな（実際、頻繁に遭いかけたのだが）。

「分かりました！」

　イーゼルが元気に返事して、そんなこんなで俺たちは校長室をあとにした。

　廊下に出ると、他の四人の姿は見えなかった。

「みんな寮に戻っちゃったのかな」

　窓の外を見ると、森には夕方の影がかかり始めていた。

「夜の森は怖いよ。もしあのまま眠ってたら……」

　俺の視線の先を追ったのだろう。イーゼルが言いかけて、口をつぐんだ。

　たぶん、死んでた。そう言いたかったのだろう。

　確かにあのまま眠っていたら、俺はこの世にはいなかったはずだ。

　まあ、世界を渡って来た身からすればこの世ってどの世って感じもあるけど。

「ほんとにありがとう。俺を見つけてくれて」

「えっと……どういたしまして！」

　俺の言葉に、イーゼルはどこか恥ずかしそうに目を伏せた。

　しんと静まりかえった廊下の壁に、俺とイーゼルのふたつの影が並ぶ。

「ファイ、これからよろしくね」

　そう言ってイーゼルは、俺の頰ほおに唇くちびるを触れさせた。

「ふぇっ!?」

「ん？　どうかした？」

「いや、突然キスされたから……」

「こ、これはキスじゃないよ。ただの挨あい拶さつ。キスっていうのはもっと……」

　そう言いかけてイーゼルは顔を真っ赤にする。

「ぶ、文化の違いってやつか。俺のいた場所にはそういう習慣がなかったから……。違う国に行けばそういうのもあるらしいけど……。あれも口をつけるふりらしいし……」

「そっか。エルフは、よろしくを言うときにほっぺに唇をつける習慣があるの。あと、ありがとうのときにもするかな」

「そうなのか……。覚えとくよ」

「うん！」

　そう言ってイーゼルは自分の顔を俺に差し出す。

　しばらく考えて、俺もキス（じゃないらしいが）を返さなければならないのだと気が付いた。

　ここで照れたら負けだ。ままよ！

　思い切って、彼女の右頰に唇をくっつける。

　すぐに離すが、自分の耳が熱くなっているのを感じる。や、柔らかい……。

「こちらこそ、よろしく」

　俺はそう言って、赤くなった顔を見られないようにイーゼルの先を歩く。

「あっ、そっちは裏門のほうだよ！　宿直室はこっち！」

　後ろからイーゼルの声が響く。

　諦めて振り返ると、差し込む夕日の中にエルフの美少女が立っていた。

　そうか。これからは、帰れる場所があるんだ。そんなことを思う。

　今までは、右も左も分からない場所で迷っていた。

　自分がこれからどこへ向かうのかは、やっぱり分からないけれど。

　それでも明日は、今日よりも楽しい日になりそうだった。
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「はーい、では転入生を紹介します！　ファイ君です！」

「あ、はい、ファイです。よろしくお願いします」

　カレン先生に紹介されて、俺は教室にいる五人に向かって形式的な挨あい拶さつを送る。

　黒板と教卓と椅い子すと机で構成された、いたって普通の四角い教室。まあもちろん、謎なぞの表とか置物とか、見たことがない土地の地図とか、見慣れないものを探せばキリがないわけだけど。

　ていうか俺って転入生なのか？　まあ新入生ではないだろうけど。

　そんなことを考えて所在ない俺の横で、カレン先生はニコニコしている。

　カレン先生も女性のエルフで、見た感じの年齢は正直、他の五人と同じくらいに見える。この学校で唯一の教師らしい。

　俺がこの学校の世話になることに決まったのがまだ昨日のことなので、先生も、今朝はじめて校長から俺の存在を聞かされたそうだ。それでも特に動じずにこうやって受け入れてくれている大らかさは、おそらくカレン先生の性格なのだろう。

「よろしくね、ファイ！」

「はいはーい、よろしくー」

「よろしくお願いしますわ」

「いえーい！　よろしくよろしく～！」

「……（頷うなずく）」

　と、五人それぞれが反応してくれたので自己紹介はこれで終わりだろうと黙っていると、カレン先生が困ったような声を上げた。

「えーっ、ファイ君、もうちょっとないの!?」

「いや、昨日まあまあ話したんで、なんかわざわざ自己紹介するのもなって……」

「でもでもー！　せっかくだから！　なんか最近あった衝撃的なこととか！」

「そりゃあやっぱ一文無しになって森で行き倒れたことですかね……。あっ、それもだけど、その前に食べ物を探して街の食堂の裏にあるゴミ箱を開いたら、そのゴミ箱が生きてたんですよね！　ベロッと舌とか出てきて！　あれは参ったな～！　あはは……って、あれ？」

　なんか『あるある～ｗｗｗ』みたいな感じで笑いを取れるかと思ったのだが、この終わってる空気、みんな普通にドン引きしてるのでは？

「うう……。なんて不ふ憫びんな……」

　メリルに至っては泣き出してるし。

「そうだファイ君！　課題の件、みんなにお願いしておいたら？」

　話題を変えようとしたのか素すで思い出したのか分かりづらいテンションでカレン先生は言う。

「ああ、そうでした。ええっと、昨日校長先生と話したんですが、俺は特別な課題をこなしたら三年間で卒業させてもらえるらしいです。分かんないことがあったらいろいろと訊きいたりするかもしれないけど、そのときはよろしくお願いします」

　俺が頭を下げると、パチパチ～っと拍手が起こった。

　なんかただの挨拶上の決まり文句みたいになってしまったけど、課題に関してはマジでこの五人に手伝ってもらわないと困るのだ。

「最初の課題の内容は授業が終わったらお伝えするわね～。あとは～、あ、そうだ。コトリ、放課後は図書室にいる？」

「まあ、図書委員なんで」

　コトリはそっけない口調で言う。

　へえ、コトリって図書委員なのか。昨日から博識っぽい感じはしてたけど、ダルそうにパーカーを羽は織おった姿と図書委員という言葉の組み合わせはなかなか意外な感じがしてしまう。

「えらいえら～い！　それじゃあ大丈夫だね」

「何か用事ですか？」

「まあ、そんなとこ～」

「うへえ。本を読む時間がなくなったら嫌ですよ？」

「そう言わないで～！　えーとそれで、ファイ君の席はあそこね！　ララルダが精霊魔法で運んでくれたの」

　そう言ってカレン先生は窓側二列目の席を指し示す。席は教卓から見て、一列目が廊下側からイーゼル、コトリ、ノノディル。二列目がメリル、ララルダという順だ。

　つまり俺の席はララルダの隣ということになる。まあ、こんだけ人数が少ないと、席順とかあんまり関係なさそうだけどな。

「席、運んでくれてありがとう、ララルダ」

　俺は席に向かいつつララルダに礼を言う。

「……」

「ララちゃん、どういたしましてって言ってるよ～！」

「ホントに!?　一言も発してなかったけど!?」

「ノノは分かるんだもん！」

　ノノディルは拗すねたように頰ほおを膨らませる。

　まあ、別に疑う必要もなかったけども……。

　俺は隣の席に座るララルダを見る。

　美しく白はく髪はつにも似た髪の色と、整った顔立ちに少しの無機質さを与える無表情。

　改めて、ララルダは何を考えているのかよく分からない。昨日からの様子を見てる限り、精霊魔法とかの実践面に一番強いのは彼女なんだろうけど。

「……よろしく」

　と、その言葉がララルダから発せられたことに気付くのに時間が掛かった。

　それより先に、彼女の唇くちびるが俺の頰にぶつかっていた。

「よろしく。こちらこそ」

　なんか変な倒置法で言いながら、俺も彼女の頰に唇を触れさせる。まだ慣れないけれど、先ほどもカレン先生と挨拶したので、それほど慌てることはなかった。

　顔を離すと同時に、薬草だかハーブだかの良い匂においが俺の鼻び腔こうを掠かすめる。

　この習慣は本当にエルフ社会に溶け込んでいるらしく、俺がララルダにキスしたところで、他の生徒は別になんとも思っていないらしい。呑のん気きに先生の話なんか聞いてる。

　当のララルダも、それから俺に視線を向けることなく前を向いていた。
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「というわけで、何度も言う通り、精霊同士の相性を考えて召喚しないと大変なことになるんですよね～。あっ、そろそろお昼の時間かな～！　じゃあ午前の授業はこれで終わりっ！」

　そう言ってカレン先生はすたすたと教室を去っていく。

「ふわ～あ、終わった～！」

　コトリのマヌケな声を聞きつつ、俺は大きく伸びをして、頭をいったん空にしようと努めた。慣れない話を長いあいだ聞き続けると疲れるものだ。

　授業の内容は、言ってることは分かるけどそれがどういう意味なのか分からん、という感じだった。ひとつひとつの言葉は理解できるのだけれど、それが組み合わさると、やはり前提とする知識が違いすぎるという感じがしてくる。

　まあでも、どうにかなるだろう。そう信じるしかない。

「ファイ、お疲れ～！　って、すごい！　何これ！」

　俺の前にやってきたイーゼルが驚きの声を上げる。

　ん？　何か無意識にすごいことでもしてたか？　だとしたら異世界モノっぽいけど。

「こんな文字見たことないよ～」

　そう言ってイーゼルが指し示すのは俺がノートに書いた文字だった。

　ああ、そうだ。俺は風の精霊のおかげで先生の言葉が日本語で聞こえているから、それをそのまま日本語でノートに取っているけれど、イーゼルたちにとってはそうではないのだ。彼女たちはエルフ語を聞いて、エルフ語の文字でノートを取っている。

「イーゼルのノートはどんな感じなの？」

「えへへ。こんな感じかな」

　少し恥ずかしそうにしながら、イーゼルはノートを見せてくれる。

　おお、こっちからすれば、これはすごい。まったく読めない文字がびっしりと書き込まれている。ただ、読めなくても、きっちりと取られたノートだということは十分に伝わる。なんだかそれは、とてもイーゼルらしい気がした。

　俺もいずれ、なんとなくエルフ語が読めるくらいにはなりたいものだ。現状でも音声的には問題ないのだが、板書を書き写せないというのはけっこう問題だ。

「やっぱりファイって異世界の人なんだね」

「俺も今、同じこと思った」

「えへへ」

　わりと慣れた感じに思えても、やっぱりここは俺にとっては完全にアウェーの世界で。

　そういう、落ち着きと不安をこれからずっと繰り返していくのだろうと思うと、少し憂ゆう鬱うつになる。でもそれは、絶望とは明らかに異なる感覚だった。

「イーゼルー！　ファイー！　食堂行かないのー？」

「あ、そうだ。行こ、ファイ！」

　コトリとイーゼルに促うながされ、俺は慌てて立ち上がる。まだ何も入っていない机が、その拍子に動いて音を立てた。
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「え～、ラゴちゃん、今日も木の実料理ぃ？　肉狩ってこよっかな～」

「そんな時間ないでしょう。それに、木の実料理のどこがいけませんの？」

「別にいいんだけどさ～。毎日同じだと飽きるっていうか」

「栄養はちゃんとあるラゴ～！　我慢するラゴ～！」

「もー、コトリちゃん、ラゴちゃんをいじめないでよ～！」

「別にいじめてないって！」

　そんな会話を聞きつつ、俺は宙に浮かんでいる謎のぬいぐるみの正体をいつ尋ねようかとタイミングを窺うかがっていた。

　今の会話からすると、これがラゴちゃんだよな……。

「なあ、イーゼル。ラゴちゃんって何者なの？」

「えっとね」

「それはこっちの台詞せりふラゴ～！　お前こそ何者ラゴ～！」

「聞こえてた！」

　俺はこっちに突進してくるぬいぐるみに恐怖を覚える。

「俺はファイ。いろいろな事情があって、ここで世話になることになったんだ」

「まあ校長から聞いてるラゴけどね」

「聞いてんのかよ」

「まあ、どこの誰とも分からない奴はちょっとくらいビビらせておくべきラゴ」

　そう言ってラゴちゃんは腕を組む（組めてないけど）。

「で、ラゴちゃん……は何者なんだ？」

「ここで働いてる火の精霊ラゴ。主に掃除と料理をやってるラゴ～」

「火の精霊ってこんな姿なのか……。風の精霊とかは姿が見えなかったけど……」

「そうじゃないよ～！　ラゴちゃんが働きやすいように、ララちゃんがドラゴンのぬいぐるみに憑ひよう依いさせてるんだ～」

　ノノディルが胸を張って解説してくれる。ララルダの能力が自慢なのだろう。

「でも精霊的にそれってアリなのか？　都合の良いように使われてるんじゃね？」

「将来的に火の王になるための作戦ラゴ！　エルフにコネを作っとくのは定石ラゴね～。それに、もっとヤベー奴らに召喚されるよりはましラゴ！　土日は休みだし！」

　それで昨日は姿が見えなかったわけか。

「なるほど。それじゃあラゴちゃん、これからよろしく」

「エルフ以外に媚こびる必要はないラゴ！　お前にはキツくあたっていくラゴから、そこんとこ夜よ露ろ死し苦くラゴ！」

「えぇ……」

「もう～！　ラゴちゃん！　そんなこと言ったらめっ！　だよ～！」

「わ、分かったラゴ。普通によろしくラゴっ！」

　ノノディルに言われて、ラゴちゃんはドラゴンの前脚を差し出す。

　それを握ると、良い感じにモコモコしていた。

「そういえば、カレン先生は食堂では食べないの？」

　ラゴちゃんから手を離した俺は、木の実と、なんか小麦でできた細かいやつのスープを啜すすりながら誰にともなく尋ねる。

「まあ、先生もけっこう年が離れてるから。若者は若者で話すことがあると思ってあえて来てないんじゃない？」

「先生、ああ見えてけっこう気をつかう方だもんね」

「へえ。年が離れてるって言っても、あんま変わらないように見えたけど」

「でも、四○○は超えてるでしょ」

　コトリは事もなげに言う。ホントにエルフの年齢感覚、分かんねえ……。

「エルフからすれば、年齢って見た目で大体の見当が付くもんなのか？」

「う～ん、ノノはあんまり分かんないかも」

「……分かる」

「えーっ、ララちゃん、そうだったの!?」

　驚くノノディルに、ララルダはコクリと頷く。まあ、そのへんは人それぞれらしい。人間でも年齢当てるの上手い人っているしな。

「それにしても、人間だからって三年間で卒業できるなんてズルいよね～」

　グラスに注がれた水を飲みながらコトリが言う。

「まあ、それは自分でもちょっと思うけどな……。課題をこなせるかどうかはともかく」

「コトリはそんなに早く卒業したいんですの？」

　食事を綺麗に食べ終え、上品にナプキンで口を拭ふいていたメリルが尋ねる。

「う～ん、言われてみれば、別にそういうわけじゃないかも。図書室の本もまだまだ読みたいのがあるし」

「コトリは勉強家なんだな」

　とりあえず卒業証書がほしくて高校に通っていた俺とはわけが違う。ほとんどバイトしかしてなかったし。

「別に。ただ、自分に知らないことがあるのが悔しいだけ」

　コトリはそっぽを向きながら言う。それを勉強家と言うと思うのだが……。

「そういえば、先生が言ってた用事ってなんなんだろうね」

　イーゼルがコトリに話題を振る。そういえば、朝の会でそんな話が出たっけ。

「さーあ。新しい蔵書でも来るんじゃない？」

「ファイの課題というのも気になりますわね」

「ああ。最初はチュートリアル的な感じで終わるといいけどな。ちょっとしたエルフ語のレポートとか」

「まさか。あの校長がそんなやわな課題出すわけないじゃん。きっと、めちゃめちゃ大変で精神的負担も大きいやつに決まってるよ」

「マジか……」

「せいぜい頑張りなよ～！　あっはっはっは！」

「ちょっとコトリ～」

「もうお皿片付けていいラゴ～？」

「え～っ、まだ食べてるよ～」

「ノノはいつも遅いラゴ！　早くするラゴ～！」

「……」

「ラ、ララルダさん、失礼しましたラゴ……。ノノ、ゆっくりよく嚙かんで食べるラゴ！」

　ラゴちゃんと愉快な仲間たちのやりとりを見ながら、俺はまだ課されてもいない課題に恐怖する。

「何事も経験だよ、少年！」

　へらへらとそう言って、コトリは俺の背中を叩くのだった。
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「で、どうしてアンタがここにいるわけ？」

「それはもちろん、ファイ君の課題が図書室と関係あるからです♪」

　俺に向けられたコトリの質問は、カレン先生によって回答された。

「じゃあ放課後アタシが図書室にいるか訊いたのは、そのファイ君の課題ってやつとアタシが関係あるからなんですか？」

「もちろん♪」

「はあ～」

　デカいため息を吐ついてコトリは受付のカウンターに突つっ伏ぷす。

　アルグワイス学園、図書室。

　入った瞬間は、その迫力に圧倒された。

　森の中に出現した、それはまさに本の森だった。生徒五人に対して、桁外れな量の蔵書。円形に配置された書しよ架かが幾いく重えにも重なって俺を見下ろしている。それはそのまま、何十年、何百年と積み重なった歴史の睥へい睨げいを俺に感じさせた。

　で、そんな図書室の中心に位置するカウンターに座って、先ほどまでコトリは本を読んでいた。

「まあまあ。ため息なんて吐かずに♪　楽しくやっていきましょう～！」

　そう言いながらカレン先生は、閲覧席の椅子をカウンターの隣に運ぶ。俺も自分の分を動かして、そこに腰を下ろした。

「アタシは本を読んでるときの方が楽しいんですけど」

　コトリはカウンターに置かれていた本を撫なでながら言う。その表紙にあるタイトルは、俺にはまだ読めない。

「それってどんな本？」

「ハァ？　アンタには関係ないでしょ」

「うふふ。さっそく仲が良いのねえ」

　カレン先生、さすがにそれはポジティブすぎでは？

「で、校長先生から言い渡されたファイ君の課題なんだけど、図書室に眠るグリモア、『鏡の書』を手に入れてくるのじゃ～！　のじゃのじゃ～！　とのことでした～」

「先生、似てる～！　ウケる」

「でしょでしょ～？」

　カレン先生、それちょっとディスってない？

　とまあ、盛り上がっているところ悪いが、話を進めさせてもらうことにする。

「グリモアって、魔導書のことですか？」

「へ～。精霊魔法も使えないのに、よく知ってるじゃん」

　まだ『のじゃのじゃ～』による笑いの残った表情でコトリが言う。

「まあ、小説とかではよく出てくるからさ」

「ふうん。人間の小説ねえ」

　コトリは興味なさそうな感じを装って言うが、内心興味津々なのがバレバレだった。

「でも先生。『鏡の書』って今まで聞いたことないけど、どんなグリモアなんですか？」

「私も詳くわしくは知らないの。著者名も発行年も不明。でもこの図書室にあるらしいから、検索とかで協力してあげてね」

「うへえ……。なんでアタシがコイツの飛び級のために……」

　コトリは心底めんどくさそうに言う。

　無意識に本の表紙を撫で続けているところを見るに、続きが気になっているのかもしれない。

「本を探すのは図書委員のお仕事でしょ♪」

「うっ……確かに……。分かりましたよ～」

「じゃあよろしく～♪　ファイ君も頑張ってね♪」

　そう言って先生はそそくさと図書室をあとにした。当然、残されたのはコトリと俺のふたりである。

「……」

「……」

　き、気まずい……。

　俺が何も言えないでいる間、コトリは思い切り俺にガンを飛ばしている。

「も、もしよろしかったら『鏡の書』を検索していただけないでしょうか……」

「どうしていきなり畏かしこまってんのよ」

「いや、なんか睨にらまれたから」

「睨んでねーし」

　いや、睨んではいただろ……。

　心の中でツッコんでいると、コトリがおもむろに立ち上がった。

「こっち来て」

　そう言ってコトリは図書室の端にある小部屋へと向かう。ついていくと、そこには細かい引き出しがたくさんついた棚が所狭しと並んでいた。

「著者名が分からないから、とりあえず書名目録を探して、それでも駄目なら分類目録だね」

　コトリは引き出しのひとつを開けて、そこからカードの束を取り出す。

「そこに本の情報が載ってるんだな」

　コトリがカードをめくっていくと、エルフ語で何やらたくさんの文字が書かれているのが見えた。カードの一枚一枚が本の情報らしい。

「何驚いてんの。図書館とか使ったことない？」

「あるけど、検索は全部パソコンでできたからさ」

「え、アンタの世界、パソコンが実在すんの？　もしかしてスマホとかも？」

「どうしてスマホ知ってるんだ!?」

　エルフの口からスマホという言葉が出てきて混乱する。機械文明からしばらく隔へだてられていた俺にとっては、懐かしささえ覚える響きだった。

「すご……。スマホとか小説の中だけのものだと思ってた……」

「小説にスマホが出てくるってこと？」

「うん。ごく一部だけど、魔法のない世界を想像するっていうジャンルがあって、そこに人間が使う機械として出てくるんだよね」

　なるほど。俺がいた世界で魔法のある世界の物語が想像されるように、こちらでは逆のことが起きているということか。

「前から気になってたんだけど、スマホの中身って具体的にはどうなってんの？」

「なんか小さい機械が集まってる」

「ぼんやりしてんなあ。本を読めば仕組みとかは分かるでしょ」

「分かる奴は分かるのかもしれないけど、俺にはまず無理だな。複雑すぎて」

　よく考えれば、スマホとか完全に魔法の道具である。なんか機械的に動いているということで納得してたけど、もはや魔力で動いてると考えた方が理性的な気さえする。

「ふうん。よく分かんないの」

　コトリは呆れたように言いながらカードを捲めくり続つづける。

「てか、その本って魔法で探せないの？」

「見たことのある本なら頑張ればできるんだけど、ない本はまず無理だね。こっちに具体的なイメージがないと、精霊は動いてくれないから」

「なるほど」

　魔法も万能ではないということらしい。

「ぼうっとしてないでアンタも手伝ってよ」

「ごめん、俺、文字読めないから」

「あっ、そっか。アンタの課題なのに、アタシだけ頑張ってるじゃん」

「マジで申し訳ない」

　俺は両手を合わせながら言う。文学少女から本を読む時間を奪うなんて大罪だ。

「まあいいけど。先生も言ってたけど、本を探すのはアタシの仕事だし。でもさあ、校長がわざわざ探せって言った本が、目録カードで見つかるとは思えないんだよねえ」

　コトリの言う通りだった。課題というからには、もっと分かりにくい隠し部屋でデカい蛇とかと対決しなければ手に入らないに決まっている。

「あ、あったわ」

　俺の不安をよそに、コトリは一枚のカードを掲げて見せた。まあもちろん読めないけど、そこには何やら本の情報らしきものが書かれている。

「マジか。そんなにあっけなく見つかるもんなのか？」

「さすが無敵の図書委員ことアタシ。普通に開かい架かの棚にありそう。行ってみよっか」

　そう言ってコトリは歩きだす。俺はまたもや、彼女の後ろに従順についていく。

「さっき、元の世界の本の話してたじゃん？　やっぱり、ファイがいた世界にも小説ってたくさんあんの？」

「ああ。こういう世界を舞台にしたファンタジーもいっぱいあるし、その他にもまあ、とにかくたくさんある」

「へえー」

「興味あんの？」

「……まあね」

　文学少女は、今回は素直に頷いた。

「人間しかいない世界。魔法のない世界。本の中にしかないと思ってたそんな世界が実際にあるなら、ちょっと行ってみたいかもしんない」

　そう呟つぶやくコトリの目は、ぼうっと遠くを見ていた。先ほどまでと違うその表情に、少しドキリとしてしまう。でもその視線は、すぐに目の前の書架に移った。

「あっ、このへんかな。あとは請求番号を見ていけば見つかるはず」

　いつのまにか、俺たちは書棚の三階部分まで来ていた。

　優秀な図書委員は本の列を指で辿たどりながら確認していく。

「あれっ。ないな……。ここにあるはずなんだけど、抜けてる」

　コトリが指を止めた場所には、ちょうど一冊分の本のスペース。

「やっぱりそんなに簡単に見つかるはずないか」

「そうだよねー。これで見つかったらさすがに拍子抜け」

　そう言ってコトリは上着のポケットから目録カードを取り出して、請求番号をもう一度確認する。

　そして、先ほど指で辿ったようにその目録カードを本の背表紙の手前でスライドさせる。念のための確認といったところだろう。おそらく結果は同じ……。

　と思ったが、例の空くう隙げきの前をカードが通った、そのとき──。

「えっ……」

　その一瞬だけ、何もなかった空間に本が青白い光となって現れた。

「ファイも見た、よね」

「ああ。確かに本が見えた」

　コトリはもう一度、今度は隙間のところにピタリと目録カードを当てる。

　すると、先ほどと同じように青白い本が出現し、その空間に定着した。

「あ、怪しい……」

「やっぱエルフ的にも怪しいのか、これは」

「もちろん。こんなの見たことないよ」

[image: ]

「とりあえず、見てみるか……」

「お好きにどうぞ。アンタの課題でしょ」

「お、おう……」

　俺は光る本に手を伸ばし、それを書棚から抜き取る。

　触った瞬間吹っ飛ばされるくらいのことは覚悟していたが、本は案外素直にこちらの手元にやってきた。

「何が書いてあるんだろ。まあ、見たところで読めないけど」

「どれどれ？」

　俺が本を開くと、コトリが顔を寄せてきた。パーカーの端っこが俺の首筋に触れる。

「ん？　これって、鏡？」

　コトリが訝いぶかしげに呟く。

　彼女の言う通り、本の中身は鏡のようになっていた。触り心地は完全に紙なのに、そこにある光沢は明らかに紙のそれではなく、見開きいっぱいに俺とコトリの顔が映っている。

　で、その鏡の表面が光りはじめる。

　あ～、なんかヤバそう……。

　本能的にそう感じるも、時すでに遅し。

「きゃぅ！」

　コトリの可愛かわいらしい悲鳴を耳の端に捉とらえつつ、俺は身体からだが突然放り出されたような強烈な感覚を感じていた。





　　　　◇　◇　◇






「ぐわばっ！」

「あばっ！」

　どこかの地面に放り出されたのを感じる。

　地面というより、床だろうか。ざらざらしたような感触はないし、特に痛いとか、怪け我がをしたとかいうような感じもない。

　でも、胸のあたりがなんか重い。

　瞼まぶたを開けると目の前には、スカートに覆おおわれたコトリの尻があった。

「う～ん。何がどうなってんの？」

　コトリの声が聞こえて、目の前の尻が動いた。同時に、綺麗なプリーツのついたスカートの裾すそから、白いものが垣かい間ま見みえる。尻はそのままこちらにやってきて……。

「いや、ちょっとタンマ！」

「は？」

　座り直したコトリの尻が俺の顔に思い切り覆いかぶさる。

　ダメ！　布一枚隔ててるだけ！　柔らかい！　熱い！　重い！

「キャアアアア！　そこにいたわけ!?」

　と悲鳴が聞こえ、コトリは横になる俺の頭のそばに腰を落とした。

　いや、一回腰を上げてから移動させて!?　引きずってるから！　顔に思い切り引きずってるから！

　で、俺の顔を思い切り通過した尻はスカートの裾を俺に残す。すなわち今、コトリは俺の頭を股に挟む形で座っていて、なぜか俺の顔にはスカートが載せられたままになっているらしい。

　スカートが顔に覆いかぶさったまま、永遠に続くかと思われる時間が流れる。

　これ、俺が自主的に取ったり、起き上がったりした方が良いのか？　でも、また変なとこに触ったら問題だし……。

「嗅かいだ？」

　そう思っていると、スカートの布を通したうっすらとした光の先から、ボソリ、とコトリの声が聞こえた。

「え？」

「だからさっき、嗅いだかって訊いてんの！」

　いやこれ、どう答えるのが正解なんだ？　正直、顔を塞ふさがれたので呼吸を確保するために息を吸いましたよ俺は。そのとき、少し匂いもしましたけれどね？

　でも、正直に言ったらショックを与えるかもしれないし、かと言って噓を吐つくのもどうなんだ？

「思い出して堪たん能のうしないで！」

「いや、堪能はしてないから！　そんな余裕なかったから！」

「……ほんと？」

「本当！　マジでほんと！」

「堪能してないなら嗅いでないって答えて」

　ウェブアンケートみたいなことを言ってコトリは両ひざでこちらの肩を締め付ける。

「嗅いでないです！」

「……よろしい」

　そんな言葉とともに、世界に灯あかりが広がった。さかさまに見えるコトリの顔は赤い。

「目、瞑つむっててよ」

「あ、ごめん」

　俺が目を閉じると、よっしょ、という声が聞こえて床が鳴った。

「もういい？」

「うん」

　その言葉を聞いてから俺は立ち上がり、周囲を見回した。

「図書室、みたいだよね」

　今のことにはこれ以上言及しないという宣言のように、コトリはそう確認した。

「ああ。明らかに図書室だ」

　俺たちがいたのは、先ほどまでと同じく図書室だった。

「でも、同じ図書室じゃない」

「アタシだってそのくらい見りゃ分かるよ」

　ここにある書棚は、先ほどまでいたアルグワイス学園の図書室ほど重厚な設備ではない。安っぽいわけじゃないけど、スチール製の普通の本棚だ。

　広さもそこそこ。すなわち、日本の普通の高校の普通の図書室という感じである。

「コトリ、その恰好……」

「ほへ？　わっ、制服が変わってる!?」

　コトリは驚いた様子で自分の服装を確認する。

　彼女の服は、アルグワイス学園の緑色の制服ではなく、セーラー服に変化していた。

　俺の服も、見てみると学ランになっている。

「これは一体……」

「さしずめ、本の中の世界に飛ばされたってところじゃない？　魔導書にはそういう種類のものがあるって聞いたことがあるし」

「異世界の中でまた異世界に来ちまったってわけか……。ややこしいな」

「アタシもこんなの、はじめてだよ！」

　なぜか興奮した様子でコトリは言う。

「なんか嬉うれしそうじゃない？」

「はあ？　アンタとこんな訳の分かんない場所に来て、嬉しいわけがないでしょうが！」

　まあ、そう言うとは思ったけども。

「とりあえず、元の場所に帰る方法を探さなくちゃな……。コトリ、見当付く？」

「……」

　俺の言葉に、コトリは一瞬だけ口をつぐんだ。どうしたのだろう。

「うーん、あの魔導書がどういうものなのか分かれば楽勝なんだけどね。『鏡の書』っていう名前以外は分かんないし」

　まあ、少しぼうっとしていただけだろう。コトリは気を取り直した様子で俺の質問に応える。

「つまり、戻ろうにも戻りようがないってことか……」

「そういうことだね。とりあえず、様子を見るしかないと思う。ちょっとうろうろしてみようよ」

　やはりどこか楽しげにコトリは言う。

　俺は頷いて、コトリの後についていくことにした。

「本がいっぱいあるけど、知らない言葉だね」

「いや、俺は知ってるけどな」

　棚に並ぶ本は、なぜか日本語だ。

「アンタ、これ読めんの!?」

「ああ。俺が元いた世界の言葉で書かれてるっぽい」

「ていうことは、もしかしてここってアンタがいた世界なわけ？　知ってる本とかある？」

「いやあ、本には詳しくないから分かんないな……。図書室の構造も元いた高校と似てる気はするけど、ほとんど行ったことがないから確信が持てない……」

「なんでよ！　もっと本読みなさいよ」

「返す言葉もねえ……」

　昔は児童書とかラノベとか、わりと読むほうだったけど、高校入ってからはバイトばっかだったからな……。

　さらに書架の間を進むと、コトリは立ち止まった。

「でもやっぱ、アンタがいた世界ってわけじゃなさそうだね」

　その視線の先には、俺にはまったく読めない文字で書かれた背表紙。見覚えのあるそのフォルムは、エルフ語の文字だ。

「どうして日本語の本とエルフ語の本が混じってるんだ……」

「ふむ……」

　コトリは顎に手を当てて何やら考え込む。

「この制服も、どっかで見たことある気がするのよね。もう少し調べてみる」

　そう言ってコトリは再び歩き出す。

　コトリに続いて図書室を出た。廊下は、俺の知っている高校のそれと同じような違うような……。図書室もそうだったが、人ひと気けはない。

「なーんか緑が少なくて落ち着かないね。壁とかも木じゃないし」

　コンコン、と白い壁を叩きながらコトリは言う。

　俺も、久しぶりに白く塗られた壁を見て違和感のようなものを覚えている自分に驚いていた。一か月も異世界暮らしをしていると、それなりに適応するものらしい。

「ん？　なんか声、聞こえない？」

　コトリに言われて耳を澄ませる。確かに、廊下の奥からよく通る声が聞こえている。

「授業してる声っぽいな」

　人気がないのは、今が授業中だったからのようだ。

「行ってみよっか」

　声を潜ひそめながらコトリが言う。俺も、無言で頷く。

　足音を立てないように、ひっそりと廊下を歩いた。

　見つかったらひどいことになるとか、そんな確証もないのだけれど、念のため。

　というよりむしろ、ふたりして授業に遅刻しているような気分だ。

「あそこ開いてるよ！」

　教室の並ぶ廊下に辿り着くと、コトリは小声で言った。みっつ並んだ部屋のうち、真ん中にある教室の廊下側の窓が開いていた。

　コトリはためらわずに四よつん這ばいになって進む。手前の教室の窓に影がうつらないようにだろう。

　本人は気付いていないが完全にパンツが見えてるので後ろに続くわけにいかず、俺はコトリと横並びになって這い進んだ。

　開いた窓の下まで行くと、コトリはこちらに目を合わせて頷いた。そして、目線だけを教室の中に向ける。気付かれてはいないようなので、俺も並んで教室の中を覗のぞいた。

　おお。授業中だ。

　それは、けっこうな感動を伴ともなう感想だった。

　たくさんの、魔法とか使えなさそうな若者たちが、熱心に、あるいはダルそうに、目の前の教師の話を聞きながら机に向かっている。

　その様子を見たとき、懐かしさとか、渇望とか、なんとでも言えるような、なんとも言えないような感覚が俺を襲った。

　異世界に来てからの一か月で、俺は元の世界への未練を捨てた。そうしなければ生きていけなかった。

　だが、こうして一か月前には俺もそこに含まれていた平和な授業風景を目の前にすると、そういう理屈を抜きにして、叫び出したいような衝動が俺を捉えるのだった。

　コロコロ、と音がした。

　それは俺たちから発せられた音ではなく、教室の中にいる生徒がシャーペンか何かを落とした音だった。

　廊下側に座る彼女はそれを拾うと同時に顔を上げる。

　その顔と、目が合った。

　前まえ島じまさんじゃん。

　驚きに見開かれる目。

　あ、やばい。

「行こ！」

　俺とコトリは咄とつ嗟さに来た道を戻る。四つん這いとか考えずに、普通に走った。

　階段のところで折れて、角から廊下を見渡す。

「追っ手は来てないみたいだな」

「チクらないでいてくれたんだね」

　コトリはその階段を下り、踊り場のところにある大きな鏡の前で立ち止まった。

「ふうん。やっぱり」

　自分の可愛さに見とれているのだろうか。確かにセーラー服もよく似合ってるけど。

　鏡から視線を逸そらしたコトリは、くるりとターンして大きく伸びをする。

「う～！　疲れた～！」

　そしてそのまま腰を下ろし、胡坐あぐらをかいて座った。スカートの裾から出た太ももが際どい。

　踊り場で落ち着くのもどうかと思うが、とりあえず、授業が終わるまでは人は来ないだろう。

「靴くつで歩くとこに座るのって気にならない？」

「森で寝てた奴が何言ってんのよ」

「ほんとだわ」

　それもそうだと、俺もコトリの隣に胡坐をかく。床は冷たいが、わりと快適だ。

「さっきの教室、知ってる人っていた？」

　コトリは足首らへんを手で支えてぐらぐらと動いている。

「ああ。シャーペンを落とした人、前島さんっていう同級生だよ。他はよく見てなかったけど、全員知ってる人ってわけではないと思う」

　もしあの教室が俺の元いた世界のそれと同じなら、もっと雰囲気とかで分かると思う。先生も見たことない人だったし。

　俺の言葉に、コトリはうんうんと頷いている。何か分かったのだろうか。

「やっぱりこの世界は、アタシとアンタの頭の中が混ざり合ってできてる」

「え、何それ怖い」

　俺の反応に構わず、コトリはあくまでクールに続ける。

「別に、精神の精霊とかが関わったときにはよくあることだよ。妖精のいたずらで幻想を見たりね。今回は、その作用が本によって引き起こされたみたい。ここまではっきりした異世界が構築されるってのはアタシもはじめてだけど」

　そう言われても、分かるような分からないような。ファンタジーとかだと誰かの頭の中の世界に入るみたいなことはたまにあるけど。今回は、互いにそれが干渉しあってるって感じなのかもしれない。

「でも、コトリの頭の中の要素はどこにあるんだ？　ここって、コトリたちの世界よりもずっと俺がいた世界に近いぜ？」

「それは……」

　俺の言葉に、なぜかコトリは顔を赤らめる。

「りょーかいりょうかい。言えないようなことなら言わなくて大丈夫だから」

「はあ!?　逆に何想像してるわけ!?　マジでやめてほしいんですけど！」

「えぇ……」

　精一杯気をつかってジェントルマンな対応をしたつもりだったのだが……。

「べ、別に言えないようなことじゃないから。ただ、アタシが読んでた本の世界に似てるだけ。制服とか、学校の感じとか」

　なるほど。確かコトリは、人間しかいない世界を描くジャンル（異世界における異世界ファンタジー？）があると言っていた。それを読んで頭の中で想像した世界が、俺の記憶の中にある世界と混じり合って、この世界を作り出しているということか。

「なんだ。全然恥ずかしがることないじゃん」

「だからそう言ってるじゃん！」

　が、コトリはどこかムキになって言う。なんか恥ずかしがる要素があるっぽいが、まあここはそっとしておこう。

「で、この世界から出る方法についてはどう思う？」

「うーん、まだ分かんない。とにかく、もうしばらくこの世界に溶け込んで様子を見てみるべきだと思う。アタシたちに害を与えるような世界じゃなさそうだし」

　コトリは胡坐を組み替えながら言う。

「分かった」

　俺は移動するスカートの際から目を逸らしながら端的に答えた。

　──害を与える世界じゃない、か。

　まあ、コトリが言うからには確かなんだろうけど、エルフ学園に戻ったら何十年が過ぎてた……なんて浦島太郎的な展開も、ついつい頭の隅を掠める。

　あ、でもエルフたちは案外、何も変わってなかったりして。

　そう考えて、俺は封印していた心の裂け目がひどく疼うずくのを感じた。

　じゃあ、エルフじゃない人間たちは？

　元の世界──本の中でも異世界でもない、俺が本来存在していた日常──に帰ったとき、俺のまわりの世界はどうなってるんだ？

　そもそも俺は、元の世界に帰れるのか？

　忘れようと努めていた先ほどの感傷が心に押し寄せてくる。どうやら、教室の風景を見てから調子がおかしいらしい。

　忘れないと。

　──そうしなければ、生きていけないのだから。

　そのとき、授業の終わりを知らせるチャイムが鳴った。

「へー。鐘を鳴らす人がいるんだね」

「いや、これは機械の音がスピーカーから鳴ってるんだよ」

「すごい……。やっぱり非魔法文明なんだ……」

　変なところに感心しながらコトリは立ち上がる。

「マズいな……。休み時間になったらここを通る生徒もいるだろうし」

「そんなにずっと隠れてられないよ。さっきのマーズィマさん？　って人に話しかけてみようよ。ファイが」

「やっぱそこは俺だよなあ。でも、そこまで仲良かったわけじゃないんだよな……」

　クラスでの俺といえば、なんかバイトばっかりやってて忙しそうな奴、くらいのキャラだった。別に孤立してたわけじゃないけど、誰とも取り立てて仲が良いわけじゃないっていうか。むしろ、バイト先の知り合いの方が仲が良い説さえある。

　とはいえ、そもそも現実の人間関係がこの本の中（そして俺とコトリの頭の中）の世界にどれくらい影響しているのかなんて分からないわけだけれど。

「別に嫌われてたわけじゃないんでしょ？　じゃあ行ってみよー！」

　妙にテンション高くコトリは言う。

　そんな彼女に背中を押されるようにして、俺たちは先ほどの教室に向かった。

「あ、ソラスくんにコトリちゃん」

　廊下に差し掛かったとき、ちょうど前島さんが教室から出てきた。こちらを見つけた前島さんは、からかうような調子でにやりと笑顔を見せる。

「いやはや、これはおふたりさん。さっきはどうしたの？　揃ってサボタージュなんて」

「ちょっといろいろあってさ。先生は怒ってなかった？」

　いろいろってなんだよ。もうちょっとマシな言い訳を考えておくべきだった。

「大丈夫！　ミクちゃんたちが保健室ですとか上手く言ってさ。落おち合あい先生も適当だから、それ以上気にしてなかったみたい」

「そっか。それなら良かった」

　前島さんとの会話で、まあまあ「設定」が分かってくる。どうやら、俺とコトリは前島さんと同じクラスで、さっきの授業はふたりでサボったことになっているらしい。

　どうしてわざわざ俺とコトリのサボりを手助けしてくれる人がいたのかは分からないけど……。

「いやあ、でもコトリちゃんとソラスくんがそんな関係だったとはねえ。仲が良いなとは思ってたけどさ」

「はあ？　そんな関係って、どんな関係？」

　先ほどまで黙って様子を窺っていたコトリが、看かん過かできないというように声を上げる。

　コトリの剣幕にも慣れた様子で、前島さんは言葉を続ける。

「またまたあ。付き合ってるんでしょ、ふたり。もうみんな知ってるよ～！」

「はあ？　どうしてアタシがこんな奴と……」

「あはは～！　コトリちゃんは相変わらず素直じゃないなあ～。って、いけない！　お花を摘つみに行くんだった。じゃね～！」

　スマホで時間を確認して、前島さんは去って行った。そのスマホをガン見しつつ、コトリは前島さんの背中を見送る。はじめて本物（？）のスマホを見たのだろう。

「非魔法世界の人もお花を摘んだりするんだね。もっと機械にどっぶり浸かって、自然を愛する心とか忘れてるのかと思ってた。小説だとそういう設定が多いからさあ」

「いや、お花を摘むっていうのはトイレに行くことの隠語だよ」

「何それっ!?　じゃあほんとにお花を摘むときはどうするわけ？」

「あんまりそういう機会はない」

「やっぱり忘れてるじゃん。自然を愛する心……」

　不満げにコトリは言う。が、次の瞬間にはコトリはバッとこちらを振り向いた。

「それで、あれってどういうこと!?　アンタとアタシが、つ、付き合ってるって！」

「いや、全然分からん……」

　完全に付き合ってる前提で話が進んでいたが……。

「ていうかこの世界って、俺とコトリの頭の中なんだよな？　それってどっちかの頭の中で俺たちが付き合ってるってことか？」

　言ってから、完全に墓穴を掘ったと思った。

　もしそうだとして、コトリが俺と付き合いたいと思っているはずがない。

　ということは、コトリには俺がそう思ってると思われてしまうということだ。

　いや、実際どうなんだろう。

　はっきり付き合いたいって意識してるわけじゃもちろんないけど（出会ってまだ二日だし）、深層心理？　では思ってんのか？

　いずれにせよ、先ほどの俺の発言によってコトリから汚物を見るような目で睨まれるのは間違いない。

「は、はあ……？」

　が、コトリの反応はなんか思ってたのと違った。

　照れてる？　いや、さすがにそれはないだろうけど、キレてるというのでもない。

　まあ、よく分からんけどとりあえず話題を変えよう。

「教室、入ろうか。席はあるみたいだし」

「そうだね。本の中でまで授業受けるのは嫌だけど、異世界の授業ってのも面白いかも」

「意外と大変だぜ？」

「あっ、そっか。アンタはそれをやってるんだもんね」

　そんなことを言いつつ、教室に入る。ちょっとばかし俺たちを囃はやし立たてるような声が聞こえてきたけれど、まあ適当に流しておく。幸いにして、すぐにチャイムが鳴ってそれ以上の会話をする必要がなくなる。

　そして前島さんは、チャイムが鳴り終えてから悠々と教室に入って来たのだった。
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「うえ～！　授業、全然何言ってるのか分かんなかったんだけど。あの積分？　っていうのどういう意味なの？」

「いやごめん、分からん」

「はあ!?　非魔法世界に生きてるんだったら、そのくらい分かりなさいよ！」

　耳が痛いてえ……。

　俺たちのそんな会話を掻かき消けす放課後の教室は、ボリュームバーを一気に右に引っ張ったみたいに騒がしかった。俺たちが加わったのは本日最後の授業だったらしく、一時限だけで放課後がやってきて少し得した気分だ。

「いや～。放課後もお熱いね～」

　と、前島さんが鞄かばんを肩に掛けながら近づいてくる。

「どう？　ミクちゃんと遊びに行くんだけど、コトリ夫妻も一緒に行かない？」

　出た！　夫妻！

　校内で認知度の高いカップルを指して夫妻って呼ぶのウゼーって思ってたけど、まさか自分が呼ばれることになるとは……。

「だからそういうのじゃないから！」

　コトリ、本気と書いてマジで言ってるのだろうけど、いかんせんその必死さが微妙な可愛さを生み出してしまっているため、前島さんに効かないのは必至だった。

「はいはい。それで、行く？　まあ、まだ何するか決まってないけど」

「も、もちろん行く！」

　意外にもコトリは即答する。逆にインドア派だと思い始めてたのに、やっぱりストリート系だったのか？

　いやむしろ、コトリにとってこれは小説の中のイベントの再現。超リアル脱出ゲームなのかもしれない。だとすれば、オタク的熱意がインドア願望を越えるのも納得できるか……。

「ソラスくんはどうする？」

「いや、俺は……」

　と断りかけて、考える。

　なんかこれ以上カップルだと誤解され続けるのも気まずいし、いったん別行動でも良いかと思ったけれど、やはりそれはそれで心配だ。

　この世界に慣れていないコトリが勢いだけで行動すれば、なんかやらかしてショックを受けること必至（お花を摘む場所を教えてくれって言われて花畑を教えたらそいつとは喧けん嘩かになるだろう）。

　別にどうでもいいっちゃどうでもいいけど、頭の中を共有する者のよしみ、ここはコトリが快適に非魔法的スクールライフを楽しめるようアシストしようじゃないか。

「俺も一緒に行くよ。な、コトリ！」

「はあ？　馴れ馴れしいんだけど。別に来なくていいし」

　と、俺の慮おもんぱかりも知らずにコトリはガン睨みしてくる。

「じゃあ決まりだね！　ミクちゃーん」

　前島さんはミクちゃんを呼ぶ。やって来たのはちょっとギャルっぽい少女だった。この人は知らないな。コトリの読んでいた本の登場人物なのかもしれない。

「おっすコトリ～！　ソラス～！　どこ行く～？」

「ん～、やっぱ狩りとか？　今夜のおかずを手に入れなきゃだし」

「えぇ……」

「ボーイハントは爛ただれすぎでしょ……。それともそういうプレイなの？」

　前島さんが困惑した目で俺を見てくる。そんなわけねーだろ。

「いや、モ○ハンのことじゃね？」

　すかさずフォローを入れる。

「マ？　コトリ、Ｐ○４持ってんの？」

　頭の上にはてなマークが浮かびまくるコトリ。ヤバい。余計ややこしくなりそうだ。

「いや、違った。コトリ、クレーンゲームのこと狩りって呼んでるんだっけ？　な！」

　俺は必死にコトリに目を合わせながら言う。

「う、うん」

　俺の意図を悟さとったのか、コトリは困惑しつつも頷いた。

「おけ～！　じゃあゲーセン行くしかねえ」

「あたしマジでミ○ッキュ狩るから」

　前島さんとミクちゃんはそう言いつつ並んで歩き始める。

「ゲーセンってゲームセンターだよね？　どうして狩りがそうなったわけ？」

　歩きながら、小声でコトリが訊いてくる。異世界の小説にもゲーセンは登場しているらしい。

「こっちだと高校生はあんまり狩りってしないから。別の狩りに思われたんだよ。で、それだとマズいからゲーセンってことにしたわけ」

「別の狩りって？」

「いや、だからボーイハント……」

「ボーイハントって？」

「それはその、ボーイを狩るわけで……性的に……」

「性的にっ……？」

　コトリは真っ赤になる。先ほどの会話を思い出しているのだろう。

「いや、誰も気にしてないから大丈夫だって」

「でもアタシ、そんなことしそうに見えるのかな……」

「いや、ミクちゃんの思考回路がそうなだけだから、きっと……」

「そこは断言してよ！」

　そう言って睨まれる。

「いや、ミクちゃんの思考回路がそうなだけだから、大丈夫だ」

「だよね～！」

　それでコトリに笑顔が戻る。

　けっこう、いろんなことを考えるタイプなんだよな、コイツ。

　俺はふたつの世界で同時にクラスメイトをやってるエルフの少女を眺めつつ、彼女のことが少しずつ分かってきたような気がしているのだった。
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「うお～!!　コトリクレーン上手すぎ太郎じゃね？」

「ふふん。動かして獲るだけなんだから簡単じゃん」

　得意げな顔でコトリは言う。

　確かに、コトリのクレーンゲームの上手さは尋常ではなかった。普段、狩りで鍛えている動体視力とかタイミングとかが物を言ってるのかもしれない（分かんないけど）。

「次プリ撮ろ～！」

　クレーンゲーム熱がおさまったところで前島さんが言う。

「いってらっしゃい」

「ソラスくんも撮るんだよ！」

　しれっと抜け出そうと思ったのだが、そうもいかないみたいだった。ああいう、無表情以外を強しいられる写真撮影ってめちゃめちゃ苦手なんだよな……。

「あっ、そうだ！」

　と、前島さんが何かを思いついたような表情を見せる。そしてそのまま、ミクちゃんの耳元に口元を近づけて何やらコソコソ言い始めた。

　ぜってーなんか悪いこと考えてんじゃん……。

「その前に、二組に分かれてマ○カー（超人気レースゲーム）しない？　で、負けた方はプリを撮るときに勝った方の言うことを何でも聞く！」

　いや、絶対に何らかの策を仕込んでるでしょこれは。

「（マ○カーって何？）」

「（あの機械でやるレースゲームだよ。かけっこの機械版だと思えばいい）」

　俺はマ○カーの筐きよう体たいを指し示しながらコトリに説明する。マ○カー知らない奴と組んだら絶対に負ける。間違いない。

「面白そう！　やるやる！」

　が、無邪気にもコトリは首肯する。まあ負けるけどな。

「よっしゃー！　じゃあマジでグッパするから！　ぐーぱーで、じゃす！」

「いや、ちょっと待って、グッパって何!?」

　手を振り上げていたミクちゃんにコトリが慌てて尋ねる。

「マジかコトリ!?　今までどんだけ争いのない生活を送って来たんだ!?」

　目を丸くする前島さんとミクちゃんに隠れて、俺は慌ててコトリにグッパの仕組みを教える。とりあえず、こぶしか手のひらかさえ出せばなんとかなる。

「分かった。ありがと」

　そう言って、コトリは振り返った。

「大丈夫。やろ！」

「おっしゃ！　ぐーぱーで、じゃす！」

　再びミクちゃんが威勢の良い掛け声をかける。

　俺はグー、コトリはパー、前島さんとミクちゃんはグーだった。

「じゃす！」

　次は、俺とコトリがグー、前島さんとミクちゃんがパーだ。

「おし、コトリ夫妻とあたしたちの勝負だね！」

「いや、絶対仕組んだだろ！」

　ついつい前島さんに突っかかってしまう。ふたりで共きよう謀ぼうしてグーパーの順に出し続けたら、絶対にこの組み合わせになるのだ。

「はあ!?　あたしがいつそんなことしたんですか!?　何時何分何秒地球が何回廻まわったとき？」

「小学生かよ！　その文句久々に聞いたわ！」

「え……地球って廻ってるの!?」

「ややこしいから今コペルニクス的転回を起こさないで!?」

　そんなことを言ってるうち、俺の抵抗も虚むなしく四人並んで操縦席に座る。

　でまあ、詳細は省くが当たり前にボッコボコに負けた。

「というわけで、あたしたちからコトリ夫妻に出すお題は、ふたりでちゅーぷりを撮ること！」

「いえーい!!」

「「ちゅーぷり？」」

　盛り上がってる前島さんとミクちゃんに、俺とコトリは二重奏で尋ねた。

「もしやふたりともちゅーぷり知らない!?　ちゅーして撮るプリのことだよ！」

「ああ、なるほど」

　言われてみればそれ以外にないか。

「なんで納得してんのよ！　そ、その、ちゅーしろって言われてんのよ!?」

「まあまあ、コトリちゃん。そう照れずに」

　俺たちはふたりの勢いに押され、ブースの中に追い込まれる。

「ここは初ちゅーぷりを記念してあたしたちからお祝いね」

　そう言って前島さんとミクちゃんは、素早い動きで二○○円ずつを投入口に入れると垂れ幕の外に出て行った。

「謀はかられたな……」

　いや、グッパのときから気付いていたけれども。

「ちょっとちょっと！　これどうすんのよ！」

　コトリは目をぐるぐるさせながら俺に突っかかる。狭い空間なのだから、もう少し距離感というものを意識してほしい。

「いや、どうせ本の中の世界なんだし、別にそこまで本気にならなくてもいいと思うけど……。しばらくしたらこのまま何もせずに出て行って、適当に言い訳すりゃあいいんじゃないか？」

「本の中だからって適当にしていいわけないでしょ!!」

　俺はお互いニコニコ笑顔で納得の妥当な意見を述べたつもりだったのだが、コトリはなぜか激げつ昂こうする。逆げき鱗りんに触れたらしい。

「ごめん……。でもアタシ、どうせお話だからって適当に書かれた本が一番嫌いだからさ……。自分で、そういう風に考えたくはない……」

　目の前の文学少女はこちらを見上げながら言った。その目はどこまでも切実だ。

　確かに俺も、前島さんやミクちゃんを「本の中のキャラクター」と捉えることはできない。

「でも別に、前島さんやミクちゃんの言うことに従う必要はないだろ」

「ま、まあね。約束を破るのは申し訳ないけど、こんな罰ゲームが待ってるって最初から聞かされてたらやんないし」

「罰ゲームはひでーなー」

「あ、ごめん……」

　俺は気軽にツッコんだつもりだったのだが、コトリは自分の発言を真剣に受け止めたらしかった。しまったというように、俺から目を逸らす。

「別に……罰ゲームとまでは……言わない、かな……」

　いや、そんな真剣に考えた末の結論として言うなよ！　意識しちゃうから！　よくよく考えたらアリだったのかなとか思っちゃうから！

　それに……。

　──なぜかさっきから、コトリと目が合っている。

　周囲を埋め尽くすゲーセンの爆音の中、それでも狭い箱に閉じ込められた俺たちは、なぜかお互いの鼓こ動どうが聞こえるような気がしている。

　このままではいけないような気がして、下に目を逸らした先に彼女の唇があって。

　うっすらと艶つやめくそれを見ていたら、俺は──。

「……いいよ？　アタシたち、付き合ってるんだし」

　コトリが何か言ったような気がするが、もはや俺にはその音が意味をなさない。

　はじめに彼女たちと出会ったときのように、言葉は耳に入ってきても意味を結ばない。

　──って、なんかコトリの顔、近くない!?

「いつまでかかっとるんじゃーい！　こちとら落書きの案五○○○兆個出たわ！」

　と、垂れ幕を開けて顔を出した前島さんの大声で俺とコトリは我に返った。

　お互いに磁石が反発するみたいに顔を遠ざけ、俺は危うく壁に頭をぶつけそうになる。

「ちゅーくらいさっさとしちゃいなさいよ！　別に明日の朝黒板にシール貼はっとくって言ってるわけじゃないんだから！」

　いや、その発想がある時点で怖いわ。

「ちょいまちマエジー。もしかして、このふたり、キスしたことないのでは？」

　後ろから顔を出し名推理を披露するミクちゃんに、コトリとふたりでコクコク頷く。

「マエジーそりゃあダメだって！　やっぱはじめてはもっとムードってものがないと！」

「けっ！　初うい々ういしいオーラ出しやがって！　若人わこうどが！」

　謎の上から目線で言いつつ、前島さんはブースに入ってきた。ミクちゃんもそれに続く。

「じゃあ普通に撮るべ」

　あとから来たふたりは画面を迷いなく操作し、一瞬でキメ顔とポーズを作る。

　続いて機械音が撮影の開始を知らせ、パシャパシャと俺たちの姿を切り取っていく。

　そして画面には、四人の写る画像が並んだ。

「はい最高に映ばえた～！」

「ミクちゃんエモで～す！　それに比べてこのふたりは……」

　前島さんは手前で硬直している俺たちを見てため息を吐く。

　その後の落書きで、「ちゅーぷり失敗！」と散々書かれたのは言うまでもないのだった。
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「じゃね～！」

　ゲーセンを出た俺たちは、そのあとマックでダラダラし、帰路についた。

　なんのコメントもなくバイバイを言ってふたりが別の方向に立ち去ったことを考えると、俺とコトリの家は同じ方向らしい。そう、らしいのだ。

「楽しかったね。向こうの学校のまわりはあんなお店なんてないから、新鮮だった。ポテトもおいしかったし」

　上機嫌で言いながらコトリは歩く。

　そんなことより、と切り出すのは悪い気がした。

　たぶん、コトリにとっては「そんなこと」ではないから。憧あこがれていたお話の世界で遊ぶ、夢のような体験だから。

　でも、それでも。

　俺たちの目の前にはあまりにも重大な問題が立ちはだかっていた。

「なあコトリ。俺たち、どこへ帰ればいいんだ？」

「ええっ、アンタの家とかあるんじゃないの!?」

「なんで同居する前提なんだよ！」

「そ、それは確かに……」

　居心地悪そうにしているコトリに朗報。

「そもそも、俺にもこの世界に帰る家はない。なんか、元いた世界と微妙に同じようで違うから、どうやれば家に帰れるのか分からない。それに──」

「それに？」

　適切な言葉を探す俺の顔をコトリが覗き込む。

　俺は意を決して話を続ける。コトリにそれを伝えるのは微妙に気が重かった。

「ここは、俺たちが本来いるべき場所じゃない。もし俺の家みたいな場所が見つかったとしても、それはどう考えても俺の家じゃないニセモノなんだ。原理的に」

　そう。たとえそこに俺の家族がいたとしても。

　いや、家族だからこそ、俺はそれがニセモノだという事実に耐えられないだろう。

「でも、ここはアタシたちの頭の中。頭の中って、もっと自由なんじゃない？」

　あるいはそうなのかもしれない。そこにあるニセモノは、頭の中でだけホンモノなのかもしれない。

「でもやっぱり、俺たちは戻らないといけないと思う」

　俺の言葉に、コトリは何も言わなかった。

　その様子を見て、前々からうっすら思っていたことを言ってみる気になった。

「なあコトリ。もしかしてコトリは帰り方を知ってるんじゃないのか？」

　俺の言葉にコトリは顔を上げる。開いた口をきゅっと閉じて、彼女は諦あきらめたように笑った。

「どうして分かったの？」

「だって目録カードに、明らかにタイトル以上の情報が書き込まれてたから。文字は読めないけど、大体どのくらいの範囲にどのくらいの情報が入るのかは、一日授業を受けてれば分かるさ。そこにこの『鏡の書』の詳細が書かれてたんじゃないかって思っただけだよ」

「なるほどね。やっぱアタシ、アンタを馬鹿にしすぎてたかも」

「そりゃどうも。で、帰るための方法はどんななんだ？」

「どうして隠してたか訊かないの？」

　ったく。質問を質問で返さないでほしいもんだね。

「コトリなら、そのうち教えてくれるかと思ってさ」

「……あっそ」

　なぜかコトリは顔を赤くして俯うつむいた。俺の広すぎる心に畏い敬けいの念を抱いたのだろう。

「アンタに帰る方法を教えなかったのは、アタシの気が済むまでこの世界で遊びたかったから。だから、帰る方法はまだ教えない」

「そんなこと言わずに帰ろうぜ？　今夜をどうやって越すかも分からないんだからさ」

「嫌だよ。こんなに遠くに来られたのに……」

「確かに遠くまで来たけど、ここから先へは行けないんだよ。だから、本当に遠くへ行きたいんなら、今は帰らなきゃなんない」

　そんな言葉が、すらすら俺の口から出てくることに自分で驚く。

　ちょっと前の俺なら、こんなこと言えなかったし、思ってもみなかったはずだ。

　でも、異世界に飛ばされて、そこからまた異世界に飛ばされて。どうやら俺はそんなことを考えていたらしい。

「……分かった」

　コトリは素直に頷いた。その目は、たぶん俺の心をちゃんと見ようとしてくれていた。

「でも、あと一日だけこの世界にいたい。学校へ行って、前島さんとミクちゃんにありがとうって言いたい。放課後になったら、ちゃんと元の世界に戻れるようにするから」

　コトリの言葉に、俺は大きく頷く。

　彼女の気持ちに対して、一切の反発の念がないことをちゃんと示すために。

「分かった。じゃあ、眠れる場所を探さないとな」

「……ありがと」

　そう言ってコトリは右手のこぶしを俺に差し出した。俺は自分のこぶしを軽くそれに当てる。電撃でも飛びそうなその感覚が、どこか心地よかった。
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「いや～、まさかカップル揃って泊めてくれと言われるとはね。どんな事情があるのか分からないけど、ホントにいろいろ大丈夫なんだよね？」

　豪邸と呼んで過言ではない家を背に、前島さんは小声で俺に確認する。

　住宅街の中心で、夜の闇やみは決して俺たちを完全には隠してくれない。

「ああ。本当に突然申し訳ない！」

「ごめん！」

　俺とコトリは前島さんに手を合わせた。

「別にあたしに迷惑が掛からないならなんでもいーよー！　ただ、さすがに年頃の男女を一緒に泊めるって言ったら親は反対するだろうから、電話で言った通りでお願いね」

　俺は頷く。それを合図に、前島さんは声を出さずにこちらを手招いた。

　前島さんが開けてくれた玄関から、そろそろと家の中に入る。

「おし、大丈夫。お母さんはまだお風呂に入ってるみたい。こっち来て！」

　案内されるまま、俺たちは階段を上る。

「ここ、お母さんとお父さんの寝室」

「なんか本当に悪いな……。夜にズカズカと……」

「今更だね～！　気にすんなよ思春期！」

　その寝室にロフトがあり、唐突に扉がついている。そこを開けて辿り着いたのは屋上だった。

「テントは設置してあるし、寝袋もふたつ入ってる。明日の朝は、七時にはあたし以外出て行ってるから降りてきていーよ」

　そう言って前島さんはふふんと俺たちふたりを見み遣やる。

「あんまり汚さないでね？」

「汚さねーよ！」

　俺のツッコミに、コトリは非難めいた目を向ける。

「何その自信。気を付けるに越したことはないでしょ？」

「いや、そりゃそうなんだけどそういうことじゃなくて……」

「じゃあどういうこと……って……」

　コトリは前島さんの下ネタに気が付いたのか、睨む相手を俺からにやにや笑いの少女に移行する。

「もう！　汚すわけないでしょ！」

「あははー。はいはい。じゃあおふたりさん、おやすみー！」

　どのくらい本気なのか、俺たちのことをどう思っているのか。そんな機き微びをおくびにも出さずに、前島さんはひらひらと手を振って屋内に消える。

「油断ならない人だね」

「まったくだ……」

　屋上は広い。こんな場所が家にあれば、休日にバーベキューしたり、洗濯物を一気に干したりと、使い勝手が良いだろう。

　で、そんな広い屋上の中央にテントがひとつ。

　そう、ひとつ。

「やっぱりこうやって見ると、小さいね」

「ああ。この中で寝るのか……」

　恐る恐るテントに近づき、中を覗く。

　中には、乾電池で作動するタイプのランタンと、赤い寝袋がふたつ。それと小さな折り畳みの椅子（映画監督とかが使ってるようなやつだ）が二脚置かれていた。

　それらが悠々と入るくらいだから、キャンプ用としては、ほどほどに大きな部類のテントだと思う。だが、この中でふたりで横になるとなれば、話は別だ。

「すまん。前島さんにも訊いてみたんだけど、テントはひとつしかないらしくって」

「仕方ないね……。お互い、あまり意識しないようにするしか」

「コトリ、いいのか……？」

「いいわけがないでしょうが！　変な気を起こしたら本当にコロスからね！」

「分かってるよ……」

　とはいえ、すぐにふたり並んでテントの中に寝転がる気にはなれない。

　俺はテントから椅子をふたつとも取り出して、屋上に広げた。

　そこに座ると、夜空を見上げる。

「星……。けっこう見えるけど、元の世界ほどじゃないな」

「どれどれ？」

　コトリも俺に並んで座り、夜空を見上げる。

「うーん。確かに全然だね。本当の世界だったら、もっとすごい星空が見られる。ここはなんていうか、夜なのに明るすぎる」

　コトリは同じく不満げだ。

　このあたりは都会とはいえないにしても普通の住宅街である。電灯や街灯りで、真っ暗とはいえない。この屋上は周囲に光源が少なく、比較的星が見えるとはいえ、元の世界でふと見上げた夜空の美しさとは比べ物にならない。

　元の世界──本当の世界──か……。

　俺は暗闇の中、少しだけ苦笑する。

　元いた場所に限りなく近いこの世界で、それでも俺はあの異世界のことを元の世界と思っている。あまつさえ、この星空では物足りないとさえ感じている。

　なんなのだろう。この感覚は。

　自分自身の輪郭が世界に溶けていくような……。

　少しだけ恐ろしく、少しだけ甘美な感覚。

「元の世界──エルフ学園がある世界に迷い込んで、最初に夜空を見上げたときは感動したよ」

　俺はふとそう口にしていた。

　あのときの、クソみたいな日々。

　蹴けられ、飢うえ、嗤わらわれ、自分自身がこの世界に存在していないのではないかと疑っていた日々。透明になってしまったような感覚に慣れようとしていた毎日。

「休む場所なんてなくて、襲われないように、死なないように、歩きつづけてた。本当に最悪な気分だった。でも、そのときふと見上げた星空があまりにも綺麗で、俺は救われたんだ。生きていかなきゃって思った。死んじゃいけないって思った」

　俺の独白を、コトリはじっと聞いている。横を見なくても分かる。

　彼女は、きっと真剣に聞いてくれている。

「だから俺は、あの世界に戻って、それから元の世界に戻るよ。俺にとっての、本当の元の世界に」

「そっか……」

　コトリはボソリとそう呟く。

　大変だねも、頑張れもない、それだけの言葉が、俺は嬉しかった。

「アンタの話に比べればたいしたことないけどさ。アタシも星を見るの好きなんだよね。パパもどこかで同じ夜空を見てるだろうって思えるから。きっとアタシもいつか、広い世界のどこか違う場所で、同じように夜空を見上げるんだろうって思えるから」

　そう言って、コトリは星空に手を伸ばした。

「アタシのパパは、いわゆる旅人でさ。エルフは長寿だからかけっこう多いんだけど、世界各地を放浪するのが生きがいってタイプ。だから、家にも十年単位で帰ってこないわけ」

　コトリの言葉には、寂しさがにじんでいた。きっとお父さんっ子なのだろう。なんとなく、そんな気がする。

「アタシはそんなパパに、世界の広さを見ろって言われて育った。だから、そうしなきゃと思ってきたし、今も思ってる。でもやってるのは、本で世界の広さを想像することだけ。図書室に閉じこもって、夢を見ているだけ」

「でも、本を読むのも大切なことだろ？　俺が言っても説得力ないだろうけどさ。きっと、知識がないと見えてこない景色ってのはいっぱいあるはずだよ」

　たぶん、今いるこの世界がこんな解像度で以もつて俺たちを受け入れているのも、コトリの頭の中が、本で作り上げたその世界が、めちゃめちゃたくましいからなのだ。

「でもアタシは、怯おびえてる。この世界の広さに。パパがもう帰ってこないんじゃないかっていう妄想に。自分がいつまでも一歩踏み出せないんじゃないかっていう不安に」

　コトリは掲かかげた手をフラフラとさまよわせ、空を摑つかんだ。

　そして彼女は手を広げる。

「でも、この夜空をパパは見ていない。だからやっぱり、アタシは戻らないといけない」

　俺は、いつの間にかコトリの横顔をじっと眺めている自分に気が付いた。

　その長い睫毛まつげを。潤うるんだ瞳を、いつまでも見ていられる気がしていた。

「な、何!?　馬鹿にしてんの!?」

「してないよ！　ただ、俺とコトリは同じ夜空を見てるなって思ってさ」

　実は夜空ではなくコトリを見ていたことへの照れ隠しのつもりだった。

　コトリは俺をジト目で睨む。

「何？　夜空にかこつけて適当なこと言っときゃ口く説どけると思ってるわけ？」

「そんなんじゃねーよ！」

「ふふっ。でもまあ、悪くない台詞だけどね」

　聞こえるか聞こえないかくらいの声で、コトリはそう言った気がした。

　俺は自分が良からぬ勘違いをしそうなことに気付いて、その言葉については深く考えないことに決める。

　風が吹いた。

「ちょっと涼しくなってきたね。テント入ろっか」

　そう言ってコトリは立ち上がる。

「アンタ、先に入って寝袋にくるまりなよ。先に手足の自由を奪っておきたいし」
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「分かったよ」

　素直に従い、テントの中に入る。電気ランタンを点つけ、苦労して寝袋に収まった。ついでにテントの奥に転がり、コトリのスペースを空けておく。

「入ったよ」

「おっけー」

　コトリがテントの入口を開けると、緑色の無機質な世界に風穴が開いたように感じられた。ポリゴンでできた世界がそこから崩壊するような、そんな感覚。

「ちょっと向こう向いててよ」

「すまん」

　かがんだ膝ひざとその奥の太ももの残像とともに、俺は身体ごと反対側を向いた。

　後ろで、コトリが寝袋にくるまるガサゴソという音が響く。

「もういいよ、上向きに戻って」

「わざわざ言ってくれるんだな、それ」

「別にそのままでいいならそれでいいけど」

「いや、この体勢けっこう疲れる」

　言って俺は身体を元に戻した。

　その反動で──というのは言い訳で、視線は意識をしっかりと通してコトリを捉える。

「こっち向いて良いとは言ってないけど」

「ごめん、上向いとく」

　俺は秒で仰あお向むけに移行した。

「別に、ガン見しないなら良いけどね。上だけ向きながら話すのって、なんか変な感じするし」

　それでもまだ話し相手になってくれるつもりなんだな。

　そう思うけど、たぶん嫌がられるだろうから言わないでおく。

「でも、このままにしとくよ。そっち向いたら、けっこう照れたし」

「ハァ？　そういうこと言う？」

　だって顔近ちけーんだもん。

　それからしばらく沈黙が続いてマジでキモがられたっぽく不安だったが、クスリ、とコトリは笑ってくれた。

「ほんと、なんなんだろ、この状況」

「分からんな。どうしてこんなことになったのか。ていうか、コトリが明日まで帰らないって言ったのが直接の原因だけどね!?」

「まあそうだけど。もうちょっとマシな夜の過ごし方ってのもありそうだけどね」

「でも、こんなの俺があっちの世界で過ごした夜よりかはかなりマシだぜ？　鍵の開いてたボロボロの納な屋やで寝たこともあるけど、あの底冷えと臭さったらなかったよ」

「そういう極端な例を出されると反論できないけど、そういう話でもないんだよねえ。はあ……」

　コトリはひとつため息を吐き、その息に続くように小さく笑い始めた。

「あはは。アンタってホント、変な奴だよね」

「そう？　あんまり言われたことのない評価だけどな」

「友達いないからじゃないの？」

「なんでそんなこちらの傷つく解釈を速攻で繰り出すの!?」

「ごめんごめん。でも、やっぱりちょっと変わってるって。エルフの学校に平気で転入してきて、図々しく居座ってさ。アタシをこんなところまで連れてきて、芋虫みたいな恰好で隣で転がってる」

「好きでやってるわけじゃないし、芋虫みたいなのはコトリも同じだけどな」

「そういう可愛げのないところも、わりと気に入ってるよ」

　ん？　今のって賞賛？

　意外な言葉を聞いて、俺はついついコトリの方を向いてしまった。

　コトリと目が合う。

　向こうもこっちを向いてたってことか。

「で、電気消すから！」

　コトリは寝袋から手を出して、電気ランタンのスイッチを切った。

　ほぼ完全な暗闇が辺りを支配する。

　その一瞬前、コトリの顔が赤かったような気がしたのは、たぶん赤い寝袋に光が当たって反射していたからだろう。

「一回しか言わないからよく聞いてほしいんだけどさ」

　暗闇にコトリの声が響く。

「うん」

　次の言葉を、俺はゆっくりと待つ。コトリの息遣いがハッキリと聞こえて、その胸が微かすかに上下する様を俺は想像する。

「今日は、いろいろアシストしてくれて、ありがと。アンタのおかげで、楽しく遊べた」

「どういたしまして。まあ、慣れない奴がいたら手伝うのは当然だよ」

「まあ、そうだよね！」

　コトリは照れ隠しか、強気な声でそう言った。よし、言げん質ちが取れたな。

「じゃあ、元の世界に戻ったら俺のことも手伝ってくれるんだよな？」

「ハア？　そういうことを言ってるんじゃ……いや、これはさすがにそういうことを言ってたね。分かりました分かりました！　手伝わせていただきますよーだ！」

「ありがと。マジで助かる」

「……」

　これ以上話を続けてもドツボにハマると判断したのか、コトリからの返事はなかった。

　静けさの中に、再びコトリの息遣いが聞こえてくる。

　たぶんこのまま眠ってしまって、朝になるのだろう。

　そんな確信にも似た気持ちと安らぎが、俺を満たした。

「……ねえ」

　と思ったのも束つかの間ま、コトリはこちらに呼びかけた。

　何？　意外とラ○ンの終わりどきに会話を続けたがるタイプなの？

「……トイレってどうすればいいと思う？」

　が、問われた問いはめちゃめちゃ切実なものだ。

「そりゃあ前島家のを借りて……って、俺たちがいることは秘密なのか……。朝まで我慢は……できねーんだよな？」

「……」

　無意味な質問をしてしまったことを後悔しつつ、俺は闇に慣れた目でなんとかランタンを探してとりあえず灯りを点けた。

　そのまま起き上がり、まさかと思ってテントの隅っこを確認すると、あった……。

「これを……使う……のか？」

「何それ」

「簡易トイレだよ。まあ、どれだけ技術が進歩しても袋にジャーっとやるのは変わらんわな」

「そ、そんなのにするわけ……？　まあ、仕方ないか……。ちょっと行ってくる」

　そう言ってコトリは寝袋から抜け出すと、俺の手から簡易トイレを奪ってテントの外に出ようとする。

「ちょっと待って！　行ってくるって、どこでやるんだよ!?」

「そりゃあ屋上のそのへんで……。森じゃないのは落ち着かないけど、まあ暗いし大丈夫でしょ」

「いや、明らかにマズいって！　俺が出て行くから、テントの中ですべきだって！」

「でもそれじゃあその……においとか……」

「気にするポイントそこなの!?」

「何!?　悪い!?」

「じゃあ俺が先にここで用を足すから！　それなら気になんないだろ!?」

「えーっと、ちょっと待って。それはどうなの？　気になんないか一旦考える。ちょっと待って」

　と、俺たちの頭がかなりの混乱を見せたところで、ガチャ、という音が聞こえた。

　音の近さから言って、明らかにロフトと屋上を隔てる扉が開いた音である。

「まさか……」

「気付かれた……？」

　いちおう声は潜めていたが、こんなやり取りをずっとしていたら聞こえていてもおかしくない。

　しくじった……。前島さんの両親が来たら、どう説明すればいいんだ？

　俺とコトリは顔を見合わせる。外から見れば屋上の真ん中にドカンと置かれたテントの中からランタンの灯りが漏れているわけで、もう今からどこかに隠れることは到底できない──。

「おふたりさーん、お楽しみ中？　大丈夫？　いいとこだったらここで正座して聞いてるけど」

「なんでだよ！」

　が、外から聞こえたのは前島さんの気の抜けた声だった。ついついツッコみながらテントを開く。

「あれ？　ホントにいいとこだった？」

「そんなわけないでしょ！　服着てるし！」

　コトリもツッコむが、なんかそれを言うとリアルになるのでやめてほしい。

「それはそうと、なんか困ったことない？　お父さんは納期直前で明日の昼まで帰らないみたいだし、お母さんはコンビニにアイス買いに行ったから。トイレとか行けるよ」

「前島さんに精霊の祝福を……」

「え、何それ。アニメ？」

「とりあえず、行ってくる！」

「はいはーい。連れてくよ～」

　そう言ってコトリと前島さんは連れ立って歩き出す。

「悪い。いちおう俺も借りとく」

「はーい。一回一○○円ね」

「マジで!?」

　そんな会話をしつつ、三人で屋上を歩く。

　ふと振り返ると、先ほどより少しだけ輝きを増した星々が俺たちを見下ろしていた。
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「ふあ～。今日も参ったよ」

　翌日の放課後。学校での一日を終えたコトリは机に突っ伏した。

　昨日の夜はあんな感じだったので疲れが完全に取れるわけもなく（とはいえ、あのあとは無事に寝て起きて登校することができたが）、続くこちら側の学校生活もコトリにとっては慣れないことばかりで落ち着かなかっただろう。

　その上、コトリは今日の一日中、前島さんやミクちゃんとはしゃぎまわっていた。それで疲れないはずがない。

「コトリ～！　ソラス～！　今日もどっか遊びに行く？」

　各おの々おのの場所へ散ってゆく生徒たちの喧けん騒そうの中、ミクちゃんと前島さんが俺たちに近づいてくる。

　コトリはガバっと顔を上げると、ふたりに目を遣やった。

　その瞳は、どこまでも真剣で、覚悟を感じさせるものだ。

「ごめん。ふたりとも。アタシとコイツは、行くところがあるから──」

　そう言ってから、コトリは首を横に振る。

「ううん。そうじゃない。アタシとコイツは、帰らなくちゃいけないから」

　コトリの言葉に、ふたりの動きが少しだけ止まる。

　だがふたりは、優しくコトリに頷いた。

「そっか。じゃあ、さよならだね」

「またいつでも会えるし」

「そうかなあ……」

「そうだよ……」

　そう言って、三人はしっかりと抱き合う。

「ありがとう。ふたりとも。ほんとありがとう」

　コトリは目が潤んで、泣くのを我慢しているのが丸わかりだった。

「ソラスくんも、またね」

　抱ほう擁ようを解いた前島さんが俺に向かって言う。

「ああ。いろいろ世話になった。ありがとう」

　俺は前島さんとミクちゃんと握手を交わす。

「それじゃあ！」

「バイバイ！」

　ふたりはバッグをつかむと、こちらに手を振って教室を出た。

　俺とコトリは、並んでその後姿を見送る。

　思ったよりあっさりしていたけれど、それは俺を安心させた。

　これが本当に俺とコトリの頭の中だけの世界なら、この別れはもっと感動的なものになっていたような気がする。

　逆にそうでないことが、これがただ鏡の見せる夢ではないしるしのように思えた。

「じゃあ、アタシたちも行こっか」

「ああ。帰ろう。元の世界に」

　俺とコトリは廊下に踏み出す。

　そこには誰もおらず、ただ時間の蓄積だけが感じられた。

　窓から差す光が舞う埃ほこりを輝かせ、俺たちが歩くとそれは空気の流れに揺れる。

　外の景色は妙に現実感がなく、この廊下だけが宙に浮いて存在しているような想像が頭に浮かんだ。

　俺たちが上履きで奏でる靴音はぺちゃぺちゃとまぬけに響き、階段のところで止まる。

　コトリは飛ぶように軽やかに階段を下り、踊り場に降り立った。

「鏡、か」

　俺はコトリに並んで、踊り場の大きな鏡に自分の姿を映す。

　学校の七不思議の題材になりそうな、立派で、年季を感じさせる鏡。下部に印字された時計店の屋号も味を出している。

「帰り方はとっても簡単だよ。鏡に全身を映して、戻りたいと願うだけ」

「そりゃあ本当に簡単だな」

　帰り方を黙っていたことをネタに皮肉のひとつでも言おうと考えていると、コトリが唐突に俺の手をつかんだ。

「いちおう、ね」

　何より、その手の柔らかさにマジでビビる。

　えっ、こんなに手、柔らかいんですか!?　以外の感情が滅亡しかかったが、気合で止めた。滅亡を。

「ひとりだけ残されたりしちゃ困るでしょ」

「確かにな」

　俺は深呼吸して、目の前の鏡を見る。

　そこに映るのは、手をつないだ俺とコトリだ。

「……行くよ！」

　コトリは目を閉じた。俺も目を閉じる。

　そして、願った。
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　気が付いたときには、元の図書室にいた。

　書架の前。俺の手の中には、『鏡の書』がある。

「課題、クリアできたっぽいな」

　でも、そんなことを素直に喜んではいられなかった。

　なんだか途と轍てつもない経験をして、俺の脳はキャパオーバーになっている。

「うっうぐっ……」

　そんで、隣で泣いてるエルフもいるし。

　別れはさみしいよな。やっぱ。

「肩でも貸そうか？」

「うぐっ。アンタの肩なんていらないからあ」

　コトリは腕で豪快に涙を拭ぬぐって顔を上げる。

「でも、もう少しだけあの世界の思い出話に付き合ってもらうのは、悪くないかもね」

　そう言うと、コトリは目録カードをひらひらと揺らして歩き出すのだった。
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「いやー、本当にびっくりしたよ。突然いなくなっちゃうんだもん」

「神隠しにでもあったのかと思いましたわ」

「でも、校長先生に言ったら気にするなって言われたんだよね～」

「……（頷うなずく）」

　昼休みの食堂。

　今日の話題は、昨日の夜に帰ってきた俺とコトリのことで持ち切りだった。

　どうやら、グリモアに入っていた二日間、こちらの世界でも同じだけの時間が経たっていたらしい。

　今朝、登校して事情を話すと、俺とコトリ以外の四人は目を丸くしていたのだった。

　とはいえ、普通に「まあそんなこともあるか～」くらいのノリで受け入れられたところをみると、やはりエルフ学園だなと感心してしまう。

「でも、どうして帰ってくるのに二日もかかったラゴ？　帰り方が分かってたなら、さっさと帰ってくれば良かったラゴ～！」

「そ、それは……。ちょっとした観光だし。観光」

　ひらひらと舞っているぬいぐるみ──もといラゴちゃんの言葉に、少し気まずそうにコトリは返す。

　事情を説明したとはいえ、俺とコトリが付き合っているという謎なぞ設定だったことなど、細かいことまではまだ話していない。まあ、そのあたりのことは話したければコトリがおいおい話すだろう。

「それより、何かこの二日間であった？　まあ、二日くらいで何も変わらないだろうけどね」

　明らかに話題を変えようとコトリが言った。

　確かに、エルフにとっての二日間と言えば人間にとっての半日くらいだろう（たぶん）。それほど変わったことがあったとは思えない。

「あったよ～！　なんと、遠足の開催が発表されたんだよ～！」

「へ～。まあ、どうでもいいね」

「どうでもよくないよ～！」

　ノノディルはそう言って頰を膨らませる。初夏といえば遠足の季節なのはこの世界でも変わらないらしい。

「メリル、今回はどこ行くの？」

「もちろん、森でピクニックですわ！」

「えー、またあ～!?　いつもそうじゃん！」

　メリルの言葉に、コトリは不満の声を上げた。

「メリルは遠足係なんだよ。企画とか、当日の引率とか、いつもしてくれてるんだ」

　イーゼルが俺に解説してくれる。なるほど、遠足が生徒任せとは、かなり自主性を重んじているというか、放任主義というか。まあ、自分たちで行きたいところを決められるのは良いことだ。

　だが見ていると、それはそれで揉もめ事ごとの種となっているようだった。

「エルフの遠足といえば森でピクニックしかないでしょう!?　これは伝統！　そういうものなんですの！」

「森なんてほとんど毎日行ってるじゃん！　お弁当持ってって食べるのも休みの日はよくやってるし！」

「遠足のときはちょっと遠くの森まで行くでしょう！　何か不満でもあって？」

「森なんてどこも変わんないって！」

「まあ！　エルフにあるまじき言葉！　微妙な植しよく生せいの違いを楽しむのがエルフのたしなみでなくて!?」

　コトリとメリルは顔がくっつきそうなほど近づき、お互いに睨にらみ合あう。

「あはは……。いつものことなんだよね……。まあ、恒例行事みたいなものだし、本当に喧けん嘩かになることはないから……」

　苦笑しながら、イーゼルは小声で俺に言う。

　まあ、コトリとメリルがそれほど仲が悪くないというのはなんとなく分かってきている。そう思えるのはもしかすると、昨日までの一件で俺がコトリのことを多少なりとも理解したからなのかもしれない。

「どうせ先生たちも森が良いって思ってるラゴ～！　コトリ、諦あきらめるラゴ！」

「ラゴちゃんは黙ってて！」

「ひえ～怖いラゴ～！」

　ラゴちゃんはそう言ってノノディルに抱き着く。

「よしよし、怖かったね～」

「……」

　ララルダは黙ってノノディルに近づき、ラゴちゃんを取り上げてそのへんに滞空させると、ノノディルの肩に顎あごを載せた。なんなんだ……。

「まあ、俺ははじめての遠足だし、どこでもついてくよ。好きに決めてくれ」

「当たり前でしょ！」

「やっぱり最初の遠足といえば森ですわ～！」

　そんなふたりのいざこざを他ひ人と事ごとのように眺めつつ、俺は干しキノコがふんだんに入ったパスタ（美う味まい）を平らげるのだった。
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　放課後、校長室に呼び出されていた。

　俺は片手に『鏡の書』を持ち、重じゆう厚こうな扉を叩く。

「おう、来たかの。お疲れさまだったのう」

　校長は何食わぬ様子で俺に告げる。

「いったい、どういう課題だったんですか？　コトリに本の場所を訊きいて、持ってくるだけって」

　俺は校長の机に『鏡の書』を置きながら尋ねる。

　コトリが帰り方をすぐに教えてくれてさえいれば、一瞬で終わる課題だったのだ。

「ふふ。簡単すぎて拍子抜けしたか」

　そう言って笑う校長だが、次の瞬間、その眼光はハッとするほど鋭くなる。

「コトリの様子はどうであったかの？」

「どうって……。なんか、アイツもいろいろ悩んでるみたいでしたけどね。まあ、すぐにこっちに戻る気になったみたいっすよ」

　あまり向こうの世界でコトリが話してくれた内容を伝えるのも気が引け、そんなところではぐらかしておく。

「ふふっ。そうかそうか。そなたもなかなか見込みのある人間かもしれんのう」

　調子のいいことを言ってくれるものだ。まあ、今回の課題はほんのお試しだったということだろう。

「では、次の課題の発表といこうかの。あ、この本は適当に返却しておいてくれ」

　そう言って校長は本をこちらに押し戻す。特に必要だったわけではないらしい。

「さっそくですね……」

「ぬふふ。エルフ学園は厳しいぞ……。はて。そろそろあやつも来る頃だと思うのじゃが……」

　あやつ？　俺の他に呼ばれている生徒がいるのだろうか。

　そう思ったのも束の間、部屋にノックの音が響いた。規則正しく、きっぱりとした音のノックだ。

「入ってたも」

「失礼します」

　そう言って姿を見せたのはメリルである。

「あら、あなたも来てらしたのですわね」

　俺の姿を認めて、メリルは目を丸くする。

「うむ。そなたらふたりに用事があるゆえ」

「わたくしたちふたりに？」

　メリルは事情がよく飲み込めないらしく、首を捻ひねって俺の横に並ぶ。もちろん、俺も事情は分かっていない。

「メリル。次の遠足の計画はどうなっておるのじゃ？」

「はい。まだ詳くわしくは決めていませんけれど、森にピクニックに行く予定です」

「ふむ。別に森でなくてもよいぞ？　せっかくだから、別の場所に行ってはどうじゃ？」

「そんな……。校長先生も以前、エルフといえば森とおっしゃっていたじゃないですか」

「それはそれ、これはこれ。まあ、別に森でもよいがの。重要なのは、こやつと一緒に遠足を成功に導いてほしいということなのじゃ」

「ファイと……？」

　メリルは俺をまじまじと見つめながら言う。そんなに見られても、俺も初耳だ。

「それが俺の次の課題ってことですか？」

「そういうことじゃ。メリル、こやつに遠慮する必要はないぞ。そして、そなたもメリルに遠慮する必要はない」

　そう言われても、具体的に何をすればいいのだろうか……。まあ、それも考えろってことなんだろうけど。

「何か質問は？」

「その……お言葉ですが校長先生。遠足の行程はだいたいいつも通りでいこうと思っていますし、特に手伝ってもらう必要もないのですが……」

「それもまたよかろう。分かったな？」

「……はい。承知しました」

　校長のゴリ押しにそれ以上反論するつもりはないらしく、メリルは素直に頷いた。

　確かに俺が一緒だとやりにくいこともあるかもしれないけれど、悪いが今回は諦めてもらうしかない。なんといっても、俺の進級がかかっているのである。

「では、楽しみにしておるぞ」

　そう言って校長は机の上にあった書類にわざとらしく目を落とす。もう下がれということなのだろう。

　失礼します、と丁寧に挨あい拶さつをするメリルに倣ならいつつ、俺は『鏡の書』を手に校長室をあとにする。廊下に出ると、メリルは気まずそうに俺の方を見た。どう話を進めればいいか迷っているようだ。

　そういえば、メリルと一対一サシで話すのってはじめてか。

　お嬢様キャラかつ、規律とエルフの矜きよう持じを重んじている、という勝手なイメージは形成されているが、俺はメリルのことをほとんど何も知らない。

「ちょっと打ち合わせでもどう？　そんな大層なもんじゃなくて、遠足について軽く教えてほしくてさ」

　俺が言うと、メリルはほっとしたような表情で頷いた。

「分かりましたわ。では、寮の談話室に行きましょうか」

「それは困るな……。近づいたら切り落とすってコトリに言われてるし……」

「逆に、人ひと気けのない場所でふたりきりになる方が問題でしょう。わたくしが許可したと言えば、切り落とされませんわ。たぶん」

「たぶんって……」

　まあ、メリルの言うことももっともである。

　俺は頷き、彼女の後を歩いたのだった。
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「へ～。寮ってこんなふうになってんだな」

　校舎から少し離れたところに寮はあった。俺は校舎の宿直室で寝泊まりしているから、来たのははじめてである。

　木造の立派な建物で、玄関を入ってすぐに談話室があり、その奥と二階が各おの々おのの部屋になっているらしい。

「みなさん部屋にいるようですわね。宿題でもしてるんでしょう」

　メリルの言う通り、談話室には誰もいなかった。

　雰囲気は食堂に近いが、ちょっとした飾りやメモなどが生活感を出している。

「お茶でも淹いれますわ。座って待っていてください」

　そう言って備え付けのかまどに向かうメリルの後を追う。

「どうかしまして？」

「いや、お茶の場所とかを確認しとこうと思ってさ。俺も淹れられるようになりたいし」

「ふふっ。殊勝な心掛けですわね」

　そう言ってメリルは笑った。

　はじめて彼女に笑いかけられて、少しドキリとしてしまう。どことなく硬い印象のあったメリルだが、その笑顔はとても優しかった。

「茶葉はここにありますわ」

　メリルはかまどの脇に置かれていた壺つぼの蓋ふたを開ける。すぐに爽さわやかな香りが鼻び孔こうをくすぐった。ハーブを乾燥させたものらしい。

「で、やかんはこれで、水はこの甕かめに入っています。あとは火の精霊を呼び出してかまどに火を点つけて……」

「ちょっと待って。急に難易度高くなった」

「そうでしたわ。あなたは精霊を使えないんでしたわね。では、自分なりのやり方で火を点けてください」

「自分なりのやり方って言われてもなあ」

　見たところガスが通っている気配はなさそうだし……。マッチとか存在すんのか？

「元の世界ではどうしてましたの？」

「なんか、捻ると火が出るやつとかがあった」

「それは便利ですわね。どういう仕組みですの？」

「たぶん、地面の下に管が通ってて、そこから火が点つく物質？　がそれぞれの家に出てくるんだと思う」

「なんだかよく分かりませんわね。すっごく非効率的な気がしますけれど……」

　そう言われても、火の精霊とか使えないんだから仕方ない。

「まあ、火がおこせないのなら仕方ありませんわ。お茶はわたくしたちの厚意に甘えていただいてけっこうですよ。もちろんわたくしたちの厚意が続けば、ですけれど」

　なんだか怖いことを言いつつ、メリルは器用にハーブティーを淹れてくれる。

　俺は手持ち無ぶ沙さ汰たになり、とりあえず座ることにした。

　遠足のことなど考えつつぼうっとしていると、メリルが俺の正面に座った。

「どうぞ♪」

「ありがとう」

　俺はカップを手に取って、ひとくちハーブティーを啜すする。

　おいしい……。自然な香りが口の中に広がり、心がスッと安らかになる。

「それで、遠足の話でしたわね」

「ああ。とりあえず、いつもはどんな感じなのか教えてほしいんだ」

「簡単ですわ。朝早くに起きてみんなでサンドイッチを作り、少し遠くの森に出かけますの。それで、木々を見たり歌ったりお花を摘つんだりして帰るんです」

「なるほど。かなりエルフっぽいな。イメージそのまんまというか」

「もちろん。エルフですもの」

　そう言ってメリルは胸を張る。

「でもさ。コトリも言ってたけど、それって普段と一緒ってことはない？」

「普段と違うことをしなければいけないというわけではありませんわ。エルフとして、エルフに相応ふさわしいことをするまでです」

　まあ、そう言われてしまえばこちらとしては口出しできない。こちとらエルフ社会にやってきて一週間も経っていないのだ。意見する立場にはないという気がする。

　でも、せっかくの遠足なんだから普段と違うことをすりゃいいのにとは思うんだけどな……。

「エルフっぽいことで、森に行く以外のことってないの？」

　まあ、無理にこちらの意見を主張することはないけど、いちおう幹事のひとりとしてそのくらい話題を広げるのはアリだろうと判断し、少し探りを入れてみる。

「なっ!?　あなた、エルフを侮ぶ辱じよくしますの!?」

　が、メリルは気け色しきばんだ。

「悪い悪い、馬鹿にするつもりはなかったんだよ」

　俺はすぐさま謝ることにする。確かに、自分が誇りにしてるものに対してそれ以外ないのとか言われたら気に障さわるよな。

「ゴホン……。こちらこそ大きな声を出してごめんなさい。あなたはこの世界に来たばかりなのだから、あまりキツくあたるべきではありませんでしたわね」

　そう言ってメリルも頭を下げる。

「ですが、エルフには長年にわたる森との絆きずながあります。森と触れ合い続け、森の声を聞き続けるのがエルフの務めですの」

「なるほど。じゃあ、行先は森で良いと思う。で、俺は具体的に何を手伝えばいい？」

「えーっと、そうですわね……。サンドイッチ作りとか……まあ、これは全員でやるんですけれどね。あとは、現地での点呼とか……」

「それってもしかして、俺が手伝えることが特に何もないってことじゃ……」

　現地での点呼って言ったって、先生とラゴちゃん（来るのか？）を含めて一○人もいないのだ。一瞬で確認できる。

「そういうことですの。先ほど校長先生にも言いましたけれど、特に手伝っていただくことはなくて……。正直、校長先生が何を考えてらっしゃるのか分かりません……」

　メリルは申し訳なさそうに言った。

「でも、こちらとしてもそれじゃあちょっと困るかもしれない。ぼうっとしてるだけだったら課題にならないかもしれないし……。もし落第にでもなれば俺の将来が危ういからさ……」

「そう言われましても……」

　心底困ったようにメリルは言う。

「ちなみに、校長って形式的な課題でお情けを掛けてくれるようなタイプじゃ……」

「ないですわね」

　即答だ……。まあ、それは俺も分かっていることだったが。

　そこで、ふと思い浮かんだ考えがあった。

「じゃあ、遠足を二部制にするってのはどう思う？」

「二部制？　どういうことですの？」

「たぶん、サンドイッチの材料っていつもはどっかから送ってきてると思うんだけどさ」

「そうですわね。行商の方が来て、ラゴちゃんが仕入れてくれているはずですわ」

　あのぬいぐるみ、そんなことまでできるのか。優秀なんだな……。

「それを、街にみんなで買いに行くんだよ。その他にも、森で遊ぶゲームとか、森で読む本とか、とにかくなんでも。それを街まで仕入れに行って、その後で森にピクニックに行くんだ」

　そうすれば、俺のやることも増えるっちゃ増えるだろう。この際、役割は荷物持ちでもなんでもいいのだ。

「ま、街ですって？」

　名案だと思ったのだが、メリルはあからさまに嫌そうな顔をした。

「街なんてそんな恐ろしい……」

「もしかして、行ったことない？」

「もちろんありますわ。でもあんな場所、人が多くて自然が少なくて……。わたくしは運よく大丈夫でしたけれど、普段は歩いているだけで身ぐるみ剝はがされるんでしょう？　積極的に行きたい場所ではありませんわ」

　ここよりは人が多くて自然が少ないのは確かだが、メリルの街のイメージにはいささか偏見が含まれているような気がする……。

「大丈夫だって。俺でも一か月はサバイブできたんだから」

「でも一か月後には森で行き倒れていたじゃありませんか！」

「返す言葉もねえ！」

　でもまあ、それは俺が言葉すら分からぬ新参者だったというのもあるわけで……。

「なになに～？　面白そうな話してるね」

「ノノも混ぜて～！」

「……（ノノディルの手を取って頷く）」

「あっ、ファイ！　アンタ、切り取られたくて来たわけ？」

　と、そこに他の四人が玄関から続々とやってきた。どうやら部屋にいたわけではなかったらしい。

「切り取られたいわけではない。遠足の相談だよ」

　鼠そ径けい部ぶに肌寒さを感じながらコトリに応答する。

「ん？　どうしてアンタがメリルと相談してるの？」

「まあ、事情があって俺も遠足の企画を手伝うことになったんだ。よろしくな」

「ファイちゃんすごい！　メリルちゃんに信頼されてるんだね～！」

「へ～。あの、遠足にこだわりを持つメリルがねえ」

　ノノディルとイーゼルは感心したように俺を見る。なんか校長に言われただけって言い出しにくくなってきたな……。

　で、それはメリルにしても同じだったようだ。

「信頼というか、その……」

「あれれえ？　メリル、ファイのこと信頼してないのお？　エルフがそんなに疑い深くっていいのかなあ？」

　コトリはメリルの顔を覗のぞき込こみながら言う。どの口が言うんだそれ……。

「も、もちろん信頼しているからふたりで遠足の計画を練ることを承諾したのですわ！　わたくしは、ファイの言うことも取り入れて素敵な遠足にするつもりですもの！」

　メリル、なんか墓穴掘ってねえか？　俺が心配することでもないんだけど……。

「マジで!?　じゃあファイ、行先は森以外にしてよね！」

「いや、森には行くよ」

　俺が言うと、コトリは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「なんで～!?　ファイはエルフじゃないんだから、別に森とか興味ないんでしょ？」

「せっかくエルフ学園に来たんだから、森のことも勉強しなくちゃなんねーだろ？」

「ファイ、勉強熱心なんだね……！」

　イーゼルはニコニコ笑顔を俺に向ける。なんだか親戚のお姉さんに褒められたみたいでくすぐったい。

「で、イーゼルたちはどこ行ってきたの？」

「そうそう！　森でキノコを採ってきたんだよ！　今から台所に行って、ラゴちゃんと夕飯つくるんだよ～！」

「メリルたちも来る？」

「えーっと、そうですわね……。わたくしたちはもう少し遠足の相談をしておきますわ」

　メリルは少し迷った末にそう言った。

「分かったよ～！　すっごく楽しみにしてるからねっ！」

　そう言って両手を大きく広げるノノディルの二の腕を、ララルダが後ろから無言で摑つかむ。なんなんだ……。

「じゃあね～！」

　そう言って、イーゼルたちは玄関から校舎の方へ向かっていった。

「なんでこっちに顔を見せたんだろ」

「わたくしたちを置いてけぼりにしていったから、様子を見に来てくれたんじゃないですか？　みなさん、優しいですから」

「なるほど。良い奴らだな」

「もちろんですわ」

　少し気恥ずかしそうにしながらも、メリルは首肯する。彼女が頷いた「良い奴ら」の中にはもちろんコトリも入っているわけで、やはりイーゼルの言う通りなんやかんや仲は良いのだと微笑ほほえましい気分になる。

「それにしても、先ほどはどうして街に行くという考えを言いませんでしたの？」

　改まった口調でメリルは尋ねた。俺はコトリに、「森には行く」としか言っていないのだ。

「あのタイミングで言ったら、コトリが真に受けて既成事実みたいになっちゃうからさ。別に俺はメリルに無理を言いたいわけじゃないし、最終判断はメリルにしてほしい」

「そういうことですか」

　メリルはそう言って目を瞑つむった。

　それからほんの一、二秒ほどの沈黙のあと、メリルは目を開く。

「街へ行くという考え、前向きに検討してみましょうか。もちろん、本当にその後に森に行くのなら、ですけれど」

「もちろん森には行くつもりだけど、いいの？　どういう風の吹き回し？」

「別に。みなさんの言っていた通りですわ。わたくしはあなたを信頼することになったのですから、連名の幹事として、あなたの意見を尊重するまでです」

「そっか。ありがとう」

　まあ、意地を張ってる感はひしひしと感じるけれど、いちおう信頼するつもりでいてくれてるっぽいのは素直に嬉うれしい。あまりにも信頼できない人に対しては、そういう態度すら取れないだろう。

「礼には及びませんわ。ちゃんと働いてください」

「承知した」

　とはいえ、具体的には何をするべきなのだろうか。

　ぼんやりとそう考えていると、メリルはやれやれというように肩をすくめた。

「こうなったら、行くしかないようですわね」

「行くってどこへ？」

「もちろん、遠足の幹事に必須の行為──下見ですわ!!」

　目の前の少女は、そう言って人差し指を力強く掲かかげるのだった。





　　　　◇　◇　◇






「やはり街は人が多すぎますわ」

　次の休日、俺とメリルは早朝から街に遠足の下見にやってきていた。

　最近分かったのだが、エルフ、基本的に朝が早い。まあ、夜型のエルフってのもあんまりイメージに合わないもんな（コトリはけっこう夜更かししてるみたいだけど）。

　さっそく人ひと混ごみ（とはいっても俺が元いた世界のそれと比べればかわいいもんだが）にうんざりした表情のメリルだが、いつも通り背筋はピンと伸ばされている。

「でも、メリルが街に来るのに積極的になってくれたのは嬉しいな。それもわざわざ下見に来るなんて」

「ちゃんと下見しておきませんと、どんな危険がみなさんに迫るか分かりませんもの。ノノディルはもちろん、イーゼルだってああ見えて相当ぼんやりしているのですからね」

　若干ディスってないか……？　とは思えるものの、もちろんメリルは本気でみんなのことを心配しているのだろう。まあ確かに俺の経験からいっても、街の治安はエルフ学園のある森と比べれば良くはない。

「それで、最初はどこに行きますの？」

「あ～、そのへんは俺に委ゆだねられてるのね」

「あなたが言い出しっぺなのですから、当たり前ですわ」

　確かに。

　でも、特に何も考えてこなかったんだよなあ。そもそもぶっつけ本番でも良いだろうくらいのノリでした提案だし。

「ちょっと待って。考えるから」

　そう言いおいて、目抜き通りを歩く。

　なんだか、前にいたときと随分印象が違う。

　まあ、今日のおまんまもままならない状況でうろうろしていたときと比べるともちろん印象は違うだろうけど、もっと根本的に……。

「あっ、そっか。言葉が分かるんだ」

「突然どうしましたの？」

「ララルダに精霊魔法を掛けてもらってからはじめて街に来たんだよ。今日は歩いてる人の言葉がほとんど分かるから、情報量が全然違う……」

　すげえ。なんか、見えてくるものまで違うみたいだ。

「それは良かったですわね。あまりどういう感じなのか、実感は湧きませんけれど……」

「日本語パッチが配布された洋ゲーを二周目やったときみたいな……」

「？？」

　たとえが完全に悪かった。

「とにかく、わりとテンションが上がっている」

「あなたでもそういう顔を見せることがありますのね」

　意外、というよりは微笑ましいといった様子でメリルは言う。

「そんなに俺っていつも怖い顔してるかな……？」

「怖いってわけじゃありませんけれど、なんとなく硬い気はしますわ」

　そんなことを言われるのははじめてだったので、少し驚く。俺ってもっと愉快な性格だった気がするんだが……いつの間に変わってしまったのだろう。

　あと、メリルがそんなに俺の表情を見ていたということもなんだか恥ずかしかった。

「別に、いつもの顔が悪いというわけじゃありませんわ！」

「お、おう。ありがとう」

「これも別に、その顔が好きと言っているわけでは……！」

「大丈夫だメリル。特に気にしてないから、気にしなくていい」

　この前の談話室のときも思ったけど、メリルはわりといろいろと気にして墓穴を掘り続ける性格らしい。

「別に気にしてません！」

　というダメ押しの一言で、メリルはむすっと黙ってしまった。まあ、これ以上フォローしても同じ展開になりそうだし、仕方ないよな……。

　と、そんなとき。美お味いしそうなパンの香りが鼻孔をくすぐった。

　ふと横を見るとあったのはもちろんパン屋さんだ。石造りの店構えで、小さな窓からはカゴに入れられたたくさんのパンが見える。この店、なんか見覚えがあるようなないような……。

「パン屋って街にいっぱいあるのかな」

「主食にしている人も多いですから。けっこうたくさんあると思いますわ。ここはいたって普通のパン屋さんという感じですわね」

「ちょっと入ってみない？　サンドイッチ用のパンがどのくらいあるか見てみたいし」

「もちろん構いませんわ」

　メリルがそう言ってくれたので、俺は重い扉を開けて中に入った。酵こう母ぼの香りが、さらに濃く漂ただよってくる。

「いらっしゃーい！　あら？　あなた……」

　カウンターのところに立っていた女性が俺を見て首をかしげる。頭に小さな角の生えた特徴的な外見。その姿を見て、俺はこの店のことを一瞬で思い出した。

「す、すんません！」

「どうしたんですの!?」

　急いで店を出ようとする俺にメリルが驚きの声を上げる。

「ちょっと待って待って！　別に取って食べたり生地に練りこんだりしないから！」

　なんか「しない」ことの例が怖いのだが……。

　とはいえ、何を言っているのかが分かるようになると、この前のときよりは随分と印象が違うことに気が付いた。

　こうなったら、ちゃんと謝っておくべきだろう。

　俺は開きかけていた扉をゆっくりと閉じ、オーガのお姉さんに対面する。

「その節は申し訳ありませんでしたっ！」

　で、腰を九○度に曲げて謝罪。

「いいのいいの。というか、全然悪いことしてないじゃん。むしろ、驚かせちゃって心配してたんだよ？」

「いったい何がどうなっていますの？」

　目を丸くしているメリルに、俺は事情を話すことにする。

　街を彷徨さまよって、空腹に耐えかねていた夜。

　俺はこの店の裏側のゴミ箱に入れられた大量のパンの耳を見つけたのだ。

　一言声を掛けてから貰もらえばいいと分かりつつ、店の灯あかりが消えていたことと、あまりにも腹が減っていたことで、そのまま耳を貪むさぼり食くった。

　そのとき、どこからともなくやって来たオーガのお姉さんに怒られて、そのまま逃げ去ったのだった。

「そんなことがありましたの……」

「あれって、別に怒ったわけじゃないんだよ。耳が必要ならもっと良いやつをあげるって言いたかったんだけど、その前にキミが逃げちゃったからねえ」

「そうだったんですか……。でもほんと、勝手にすみませんでした」

「気にしない気にしない。それにしてもよく喋しやべれるようになったねえ。あのときは意味不明なことを言って走っていったのに……」

「あはは……。ちょっといろいろありまして……」

「その彼女に助けられたとか？」

「まあ、そんな感じです」

「ちょっと何を言ってますの!?　そうではないでしょうそうでは！」

「いや、その彼女（を含むエルフたち）に助けられ（てエルフ学園に世話になることになっ）たんだから同じだろ」

「その詳細をちゃんとお言いなさい」

　メリルに言われ、俺はお姉さんにこれまでの経緯を説明した。

「へえ～。エルフがそんなことをするとはねえ」

「エルフだから人を助けるのですわ」

　意外そうに目を丸くするオーガ姉さんに、メリルは胸を張って応える。

「オーガも助けようとしたんだけどねえ。キミも気をつけなよ。エルフはきっちりしてる分、相応の対価を求めてくるからね」

　が、オーガ姉さんがふと放った一言に、メリルの表情が一変した。

「エルフを侮辱しますの!?」

「ごめんごめん、余計な一言だったね。お詫わびにパンを一個あげるよ」

「結構ですわ！　失礼します！」

　メリルは明らかに気分を害した様子で、扉を開いて立ち去った。

　俺もお姉さんに会え釈しやくして店をあとにする。

「本当に失礼ですわ！　オーガはやっぱり野蛮です！」

　ぷんぷん言いながら歩くメリルは相当に立腹しているようだ。まあさっきの言われようだと、腹の立つ気持ちも分からなくはない。

　とはいえ、メリルはメリルでオーガに偏見があるようだが……。

「ていうか、エルフってそんな計算高いイメージなの？」

「そういう風に思っている人は多いですわね。打算に満ちているのではなく、自然に合理的なだけですのに……」

　そのへんの機き微びは俺にはまだよく分からない。この世界にはこの世界で、この世界が培つちかってきた独特のなんやかんやがあるのだ。

「まあ、ちょっと他にもパン屋さんとか探してみるか。メリルはどっか行きたいとこないの？」

「そうですわね……。ハーブティーのお店には、少し行ってみたいですけれど……。森で採れない茶葉が入荷しているかもしれませんし……」

「いいじゃん、行こう行こう」

　良かった。メリルにもやはり行きたいところがあるのだ。

　マジで街に興味がないのなら付き合ってもらって悪かったと思っていたが、ちょっとでも行くところがあるのならこちらの気も軽くなる。

　そんなこんなで歩いていると、あちこちから商品を宣伝する声が聞こえてきた。いろいろな人が、ゴザを敷いてその上で物を売っているのだ。フリーマーケットに近いけど、もっと自由というか、勝手にやっている感じがある。

　なるほど、こういうのがあるのか。

「どうかしましたの？」

「いや、こうやってお金を稼ぐのもありだなと思って。俺って食事とかは完全に世話になってるから生きてはいけるけど、自分で必要なものとかがあるときに買えないんだよ。稼ぐあてがなくてさ」

「そうでしたの!?　それはちょっと校長先生に掛け合ってもよいのではなくて？」

「いや、さすがにこれ以上は言いづらいからな……。何か商品を作れないか考えてみるよ」

　俺がそう言うと、メリルは顎に手を当てて少し考えるような様子を見せた。

「でしたら、キノコなんかは、売れるかもしれませんわね。食べられるかどうかは、ララルダが詳しいから訊くとよいと思いますわ」

「マジか。最高の情報だ……。ありがとう」

「別に。ちょっとした助言ですわ」

　メリルはそう言って、わざとらしくそのへんの建物の屋根などを眺めていた。





　　　　◇　◇　◇






「ふう。やはり美味しいですわね。さすがエルフのお店ですわ」

　メリルは料理を口に運びながら満足げに頷く。

　ハーブティーの店にも無事に行き（メリルは今日一番のハイテンションを見せていた）、その後やって来たのはエルフの店長がやっている家庭料理の店だった。エルフの家庭料理ということはつまり、いつも食堂で食べているような料理である。食堂のものより少し濃いめの味付けだったが、こちらも美び味みだ。

　ラゴちゃん、みんなの健康を考えて塩味を薄くしてるのかもしれないな……。

　あのぬいぐるみがそんなかいがいしい努力をしてくれているのかと思うと、もっと感謝しなければという気持ちになる。

　で、感謝しなければいけないのはメリルに対しても同じで、一文無しの俺は彼女から昼食を奢おごってもらえることになっているのだった。

「マジで悪いな……」

「それはさっきも聞きましたわ。転入祝いということで、気にしないという話に落ち着いたでしょう」

「ホントにありがとう！」

　俺はメリルに頭を下げ、サラダの最後の一口を頰張る。

「あなたはわりと、律りち義ぎな人ですわよね。でも、他人に迷惑をかけることを恐れるのは良くないことですわ。世の中、お互い様なのですから」

「なんだか、メリルがそういうことを言うのは意外だな。他人に迷惑をかけちゃいけないって言うタイプかと思ってた」

「ふふ。もしかしたら、今のは自分への言葉だったのかもしれませんけれど」

　そう言って、メリルは残っていた飲み物を飲み干した。

「ふう。ごちそうさまでした。そろそろ行きましょうか」

「賛成。日が落ちないうちに帰りたいし」

　メリルと一緒とはいえ、夜の森を通るのは避けたい。余裕を持って動くのが良さそうだ。

　メリルに会計をしてもらって、通りに出る。すると、なんだか外が騒がしかった。

「あら、どうしたのでしょうか」

　見ると、街の掲示板みたいなところに多くの人が集まっている。

「どれどれ？」

　俺は文字が読めないため、メリルが読んでくれるのを待つしかない。

　メリルは目が良いらしく、かなり遠くからでも掲示板の文言を確認できたようだった。

「これは困ったことになりましたわね……」

「なんて書いてあった？」

「森に高魔法スモッグ注意報が発令されたようですわ」

「なんじゃそりゃ」

　光化学スモッグってのは聞いたことあるけど……。

「この世界は、あらゆる種類の魔法の力の均衡が微妙に保たれて成り立っているんですの。その均衡が何らかの理由で崩れると、生物に悪い影響を及ぼす靄もやのようなものが発生することがあるんです。それが高魔法スモッグですわ。森は特に微妙な力学で成り立つ土地。他の場所よりもスモッグが出やすいんです」

「それって、もしその中を通ったらどうなるの？」

「歩くたびに体力が削られるような状態になります。あまりにスモッグの濃度が濃いと、命に関わることもありますわね……」

　ＲＰＧでいうところの「どく」みたいなもんか。

「そりゃ厄介だな……」

「ええ。大抵はすぐに収まるんですが……。少し森に様子を見に行きましょうか。たいしたことがなさそうなら、突っ切ってしまいましょう。帰ってから治ち癒ゆ魔ま法ほうを施ほどこせば、あまり影響はないはずですわ」

「分かった。そうしよう」

　そういうわけで、俺たちは森の入口あたりまでやってきた。

　が、事態はメリルが予想していたより悪いようだった。

「不覚でしたわ。これは相当厄介なことになりましたわね……」

　木々を眺めながらメリルは顎に手を当てる。

　森は、俺たちが朝方通ったときとはまったく違う様相を呈していた。

　紫色の瘴しよう気きが目に見えて漂っている。明らかに「入ったらヤバい」というのが俺にも感じられた。

「ここまでひどいスモッグはあまり見たことがありませんわ。どうしましょうか……」

「エルフ学園に戻るには、ここを突っ切るしかないんだっけ？」

「ええ。回り道をしたところで、どうせ学園は森の中にありますから」

「というか、それだったら学園にいるみんなは大丈夫なのか!?」

　こんな空気がエルフ学園を取り囲んでいると思うと気が気ではない。

「問題ありませんわ。あの一帯はそもそも次元のあり方が少し違いますし、校長の力で何重にも結界魔法が掛けられていますから」

　それを聞いてほっとする。そんな俺の表情を見てか、メリルは優しく微笑んだ。

「みなさんのことを心配してくれましたのね」

「ああ。クラスメイトだし。当たり前だよ」

「あなたは信頼できる人かもしれないと思いました。たった今」

「今!?　今まで信頼してなかったの!?」

「人には事後的にしか気付けないことというのがあるのですわよ？」

「全然フォローになってないな！」

　まあ、結果として信頼してくれてるんならいいんだけどさ。

「それはともかく、スモッグが晴れるまで待つしかないようですわね」

「それって、どのくらいかかりそう？」

「分かりませんわ。この濃度からしても、少なくとも明日の朝までは無理でしょうね」

　わりと大変なことだったが、メリルは落ち着いた様子でそう言った。

「つまり、今日はエルフ学園に帰れないってことか……。街に戻るしかないな」

「そういうことになりますわね。森の近くにいるのは危険だと思います」

　ここから街まで戻っていたら夕方になる。そして、じきに暗くなってしまうだろう。

「どこか泊まるあてってある？」

「街で泊まったことなどないですもの。もちろんありませんわ」

「そうかあ……」

　まあともかく、暗くなるまでに街に戻るしかない。

　俺とメリルは少し重くなった空気を伴ともなって、来た道を戻ったのだった。
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「やはり、気軽に泊まれるところはなさそうですわね……」

　街に戻ってそこそこちゃんとしていそうな宿屋（なんといっても、安全は金で買う街なのだ）を回ったが、どこも予算をガッツリオーバーしていた。

　そして案の定、世界はすぐ宵よい闇やみに包まれてしまったのだった。

「そもそも、あなたが無一文というのも問題ですわ！　先ほどは気前よく奢っておいてこんなことを言うのも申し訳ないですけれど！」

「その件に関してはほんとごめん！」

　確かに、俺にそこそこの予算があればもう少しどうにかなったかもしれない……。

　ここはやはり、俺がどうにかして良いところを見せたい。申し訳なさから、そんな殊勝な心掛けが生まれていた。

「あのあたりにも宿屋があるんじゃないか!?　行ってみよう！　ギリギリ治安が大丈夫かもしれないし！」

　というわけで、大通りから少し逸それた方面にあるボロボロの宿の方へ向かってみる。

「あっ、ちょっと！　そちらはダメです！」

「ん？　どうして？」

「それらはその、おそらく、とにかくダメなんですわ！」

　メリルがそう言い終わるかどうかくらいで、宿の入口から獣人の怖そうなお兄さんが出てきた。耳とかもっふもふで触り心地よさそうだけど、その表情は全然もふもふしていない。

「あん？　ここはお前みたいなガキのくるところじゃねーんだよ。それとも、そこの女の子を売りに来てくれたのかな？」

　男は舌なめずりしながらメリルを見て言う。

　ああ、了解。そういうとこね。

　サバイバルのときはあまりこのあたりに来なかったから分からなかったけど（そもそも宿屋に泊まるという発想がなかった）、そういう場所もあるらしい。

「行こう」

　俺はメリルの手を取って元来た道を戻る。不安と、メリルに対する男の視線への怒りで心臓が狂暴に脈打っているのを感じる。その鼓こ動どうが、手を伝ってメリルに届いているような気がして。

　緩めそうになる手を、それでもぎゅっと握る。

　幸い、男が追いかけてくることはなかった。

「悪い、メリル。怖い思いさせて」

　大通り沿いの広々した場所まで戻り、俺は手を離しつつ言う。

「別になんということはありませんわ。その……あなたも一緒でしたし」

　メリルは解放された方の手をさするようにして言った。

　別に、頼りにされたいとか、誰かを守りたいとか。そんなだいそれたことなんてわざわざ思ってないけど。その言葉が、俺はとても嬉しかった。

「とか言って、魔法も使えねーけどな……」

「ふふっ。本当ですわね」

　そう言ってふたり、小さく笑い合う。

「って、笑っている場合ではありませんわ！　泊まるところを本当に探さないと！」

　いや、そんな一瞬で素すに戻られても！

　と、ツッコむのを堪こらえる。メリルの言うことがあまりにその通りだったからだ。

「だな。思ったんだけど、最初に行ったパン屋さんに行ってみない？　オーガのお姉さんがやってるとこ。なんとなく、あそこなら泊めてくれるような気がするんだよな」

　なんといっても、路頭に迷っていた俺に手を差し伸べようとしてくれた恩人である（俺はそのヘルプの意味が分からず逃げ出したわけだが）。悪い人じゃなさそうだったし、一日くらい泊めてくれるのではないだろうか。

「でも、あの方はエルフを馬鹿にしましたわ。そんな方の家に泊まることはできません」

　が、メリルはきっぱりと言う。

「でも、背に腹は代えられないって。頼んでみる価値はあると思うんだけどな……」

「うーん……」

　理屈では分かっているけど、心情的に。

　そんな葛かつ藤とうが、分かりやすいくらい顔に表れている。

「とにかく行ってみようぜ！　様子を見るだけでもさ！」

「分かりましたわ。それなら……」

　俺のゴリ押しに、メリルはしぶしぶというように頷いてくれた。

　──までは良かったのだが、少し道に迷ってから辿たどり着ついたパン屋にはまったく人の気配がなかった。ロウソクの灯りすら漏もれていない。

「すみませーん！」

「ちょっと！　様子を見るだけじゃありませんでしたの？」

「これも含めて様子見だって！」

　そんな屁理屈をこねつつ、ノックをして呼んだところで誰の返事も聞こえない。

「いずれにせよ無理ということですわね。まあ、わたくしはここに泊まらなくてよくなったのでほっとしていますけれど……」

「でも、こうなると最悪野宿だな……。コトリと泊まったときみたいに屋上にテントを張ってくれる知り合いもいねえし」

「ちょっと待ってください！　コトリとテントで一晩を過ごしたんですの!?」

　俺の言葉に、メリルは激しく反応する。

「あ、それはその……」

　そういえば、この前の『鏡の書』の中での詳細は、なんとなくはぐらかしていたのだった。別にコトリとの間でそういう約束をしたわけではないのだが、暗黙の了解というやつである。

「破は廉れん恥ちですわ！　本の中でのことについてあまり話をしないと思ったら、そういうことでしたの!?」

「そういうこともどういうこともないって……。ただ泊まる場所がなかったから成り行きでそうなっただけ。別にやましいことはないよ」

　とは言うものの、意識的にせよ無意識的にせよコトリとのことを黙っていたのは事実で、なんとなくやましい感じが漂っているのは否定できない。

「そういうことでしたら、まあ、仕方ないとは思いますけれど……」

　なんとなく煮え切らない態度でメリルは口をつぐんだ。

　真面目な性格だから、若い男女が同どう衾きんするなんて（してないが）容赦できないのだろう。

「そのことはもういいとして、野宿のことについて考えましょう。野宿って、するとしたらどこでするんですの？」

「そりゃそのへんだよ。建物の裏とか、河岸とか……」

「む、無理ですわ～！　せめてベッドがありませんと！」

「野宿の理想が高すぎる！」

　とはいえ、お嬢様にいきなりその辺で寝ろって言っても無理な話か……。

「でも、エルフって森で寝たりするんじゃないの？」

「森はわたくしたちのベッドですから」

　それも偏見だって言って怒られるかと思ったが、森で寝ることは珍しくないらしい。

「でもその森ベツドには進入を拒否されてるってわけか……。仕方ない。野宿が嫌なら、あそこに行くしかないな……」

　俺はついに最終手段をメリルに提案することにする。

「あそこってどこですの？」

「街はずれに、人の住んでない家があるんだよ。一度泊まったことがあるけど、誰も寄り付かないからそこは安心できる」

「それは素晴らしいじゃありませんか！」

　無邪気にメリルは言う。が、世の中そう甘くないんだよな……。

　メリルもそのことに気付いたらしい。彼女はまだ表情に無邪気さを残したままで口を開いた。

「でも、そんなに良い場所があるならどうして一度しか泊まったことがないんですの？　野宿をするよりずっとマシでしょう？」

「それがさあ。明らかに人以外の者が棲すんでるんだよな……。信じられないかもしれないけど……」

　別に実害が及ぶわけではなかったからなんとか一晩耐えたものの、あのポルターガイスト三ざん昧まいの夜のことは、正直思い出したくない。

　メリルもこれには怖おじ気けづくかもしれないな。それならそれで、また別の場所を考えないと。

「ああ、ゴーストの人がいますのね。まあそのくらいなら大丈夫ですわ」

「そんな軽いノリなの!?」

　予想外の反応に驚く。

「あなたこそ、ラゴちゃんを見ても平然としているのにどうしてゴーストが怖いんですの？　精霊とゴーストはちょっと違いますけれど、まあ同じようなものですわ」

「そんなこと言われても怖いものは怖いんだよ。大抵のことにはビビらない自信があるけど、幽霊だけは別なんだ」

　それに、ラゴちゃんのファンシーな見た目はまったく恐怖を呼び起こすようなものじゃない。「ラゴ！」とか言ってるし。

「もし気になるようでしたら、ゴーストと話し合って大人しくしていてもらいますから。その廃屋に行ってみましょう！」

「マジ？　それなら俺の精神衛生がすごく助かる……」

　それは願ってもない提案だった。幽霊はいないと証明できないから怖いのであって（もちろん「科学的」にはいないんだろうけど）、メリルみたいなプロ（？）にいないと証言してもらえれば安心して眠ることができる。

　上手く話がまとまり、俺たちはゴーストの廃屋へと向かう。

　今日一日でかなり歩いたので、俺はけっこうへとへとだった。対して、メリルはまだまだ元気そうだ。

　弾はずむように歩くメリルに追い越され追い抜きしながら歩いていると、街外れの荒野に佇たたずむ廃屋が見えてきた。

「かなり立派な建物ですのね」

「そうなんだよ。これがこのまま放置されてるなんて、逆に不気味だろ？」

「ゴーストを嫌う人は案外多いですから」

　やっぱり異世界とはいえ、ゴーストはそういう扱いなんだな。それで誰も寄り付かないわけか。

「逆に、エルフはゴーストを嫌わないもんなのか？」

「もちろんです。あらゆるものに精神スピリツトはあるのですから。目に見えるかどうかだけで扱いを変えるなんてナンセンスですわ」

「そういうもんか。そうかもしれないな」

　俺なんかは目に見えるものしか信じない、みたいな世界にずっといたわけだけれど、この世界に来てみると、確かに目に見えるものが全部じゃないよなという気がしてくる。

　そもそも、俺の頰に吹き付けているこの風だって、目には見えないけれどそこにあるものなのだから。

　そんな話をしているうちに、俺たちは屋敷の手前に辿り着いた。

　俺は両開きの大きな扉の片方のノブを両手で握り、力を込める。

　前と同じで、重い。が、鍵は掛けられていない。

　ギィィという音を立て、扉はゆっくりと開いた。

「ありがとうございます。お先に失礼しますわ」

「どうぞどうぞ」

　レディーファーストを気取って先にメリルを通したが、普通に俺が怖かっただけだしマジでごめんって感じだ。

　中に入って手の力を緩めると、扉は再びギィィという音を立ててゆっくりと閉まり、周囲は真っ暗になる。

「そうそう。この前はこの暗さにも参ったんだよな」

「光の精霊を呼びますわ」

　近くからメリルの声が聞こえた。

「雲に隠れて消える者よ、その灯りを灯とぼせ」

　そんな詠唱と同時に、周囲に灯りがぼうっと点いた。

　よく見ると、メリルの手のひらの上で炎とも電流ともいえない何かがざわついている。

「そういうのもあるんだな……」

「エルフ学園で一番最初に習う精霊魔法です。みんな、その前に家でできるようになってるんですけれどね。というか逆に、ファイは普段どうしていますの？」

「宿直室の灯りは暗くなると勝手に点いてるから、特に困ってないかな。消灯時間になると消えるから、そのときは寝るまでだよ」

「学校の灯りは校長先生の力で操作されていますからね。でも、ちょっと夜更かししたいときは不便ですわね」

　校長の力か。電気も通ってないのに夜が明るいのは不思議だったが、そういう仕組みになってたんだな。

　そして、コトリとかが夜更かししているときに灯りをどうしているのかという疑問も解決した。自分で手元を光らせられるんだから、そりゃあ問題ない。

　そんな会話をしているとき、どこかでゴトッ、という音が聞こえた気がした。

「い、今、何か聞こえなかった!?」

「聞こえましたわね。ゴーストでしょうか」

　呑のん気きにそんなことを言うメリルに応えるように、ゴトゴトッと不可解な音が響く。

　続いて、複数の笑い声。

　甲かん高だかい声から、低い声まで。

　様々な声が、こちらをからかうように笑う。

　笑ったような鳴き声を出す珍しい種類のネズミが大量に踊っているのでなければ、明らかにゴーストの仕業である。

「ちょっとちょっと！　メリルさん！　さっきの件、よろしくお願いしますよ！」

「分かりましたわ」

　そう言ってメリルは灯りを点した手を上に掲げる。

「ゴーストさん、ゴーストさん。どうぞおいでください」

　それと同時に、メリルの手の上にあった灯りがふたつに分かれ、浮遊し、大きく膨らんだ。そして、それがなんとなく顔の形を成す。

　俺は普通にビビってメリルにしがみつきそうだったけれど、全力で精神を集中させてそれを我慢した。

「なんかこの人が怖がっているみたいですので、今日だけ大人しくしておいていただけませんか？」

「それはできぬ相談。我らは人を驚かすのが生きがい。死んでるけど」

　地の底から響くような声でゴーストは言う。内容は意外とユーモアあふれる感じだが、暗い中でこの声を聞くと実際すげー恐い。

「そこをなんとか」

「では、差し出せるものを差し出せ」

「それはたとえばどんなものでしょうか？」

 　俺はゴクリ、と唾を飲む。命とか言われた日には必死で逃げなければならない。

「それは、羞しゆう恥ち心しん。我らが持たぬもの」

「それを差し出すにはどうすればいいのでしょうか？」

「耳を舐なめ合うことだ」

「そ、そうですか。分かりましたわ」

　仕方ない、という風にメリルは頷く。

「今のってどういう意味？　なんかのことわざとかなんだろ？」

　足を洗うとか首を揃そろえるとか、そういう言い回しの異世界バージョンなのだろう。

「いいえ。おそらく、そのままの意味ですわ」

　そう言って、メリルはこちらの耳に口元を寄せた。淡い吐息が耳に掛かり、身体からだの芯がぼんやりと震える。

「失礼しますわ」

「えっ、ちょっと……!?」
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　俺が疑問を呈する前に、メリルの口がぱっくりと俺の耳を包んでいた。

　じゅ、くちゅ、ちゅ……っぱ──

　柔らかい舌が耳の稜りよう線せんをなぞるように這はい、それと同時に今まで聞いたことのないような音が俺の脳を満たす。

「んっ！　ちょっと待って。これってなんか意味あんの？」

　俺は漏れ出そうになる声を抑えながら、ゴーストに問いかける。

「我々の趣味だ」

「なんか歪ゆがんでんなあ！」

　ちゅぷっ、ちゃぱ、じゅぶっ──

　メリルの舌は、別の生物のようになおも動き続ける。俺はその細長い形を容易に想像することができた。

「ダメだからっ！　奥に入って来てるからっ！」

　俺が震えた声を出すと、メリルは俺の片腕をぎゅっと抱いて身体を押し付けた。そして──

　ちゅぽっ！

　俺の耳は解放される。メリルの口内に含まれていた耳が外気に触れ、冷やされると同時にジンジンと脈打つ。

　ヤベえ。変な声出しちまった。恥ずかしい……。

「ハァ……ハァ……」

　俺から身体を離したメリルは、手の甲で口を拭ぬぐいながら肩で息をしていた。

「いや、なんというか、本当に耳を舐めてくれるとは……」

「恐怖におびえる同級生を放置するなんて、エルフの誇りが許しません。ゴーストを静かにさせるという、あなたへの約束を破ることも」

「メリル……」

　そこまで俺のことを思ってくれていたなんて……。

「それに、あなたにもよがってもらわないと、わたくしの立場がないというか……」

「ん？」

　メリルの言葉の意味を考える前に、ゴーストが口（？）を開いていた。

「さあ。次は男の番だ」

「いや、でもさすがにそんなことできないって！」

「わたくしの努力を無駄にする気ですの!?」

「いや、そんなつもりじゃ……」

「さあ、ちょっと舐めるだけですわ！」

　そう言ってメリルは、大きな尖とがった耳をこちらに差し出す。

「……分かった」

　俺は頷いて、口元をメリルの耳に近づける。ふっくらとした耳の先端は、とても滑なめらかで美しい。

　俺はとりあえず、その先端を少しだけ口に含んで、舌先で舐めた。

「あんっ！」

　と、そんな湿った声が聞こえて、俺は急いで口を離す。

「そんなえっちな舐め方しないで、もっと普通に舐めてくださいっ！　弱いんですっ！」

「普通の耳の舐め方って何!?」

「それは自分で考えることですわ！」

「わ、分かったよ」

　俺はもう一度メリルの耳に向き直り、口を大きく開いてそれを咥くわえた。

「……んあっ！　ああんっ！」

　俺の口はメリルの耳で埋まる。彼女の耳の先端が俺の喉のどの奥を押すのが分かった。

　舐めてないという判定が出ないように、俺は舌で大きくメリルの耳をなぞる。その意外に複雑な造形を味わっていると、いつまででも舐めていられそうな気がする。

　が、俺は適度（？）なところでメリルの耳を口の外に出した。

「んぁっ！　うう……変な声が出てしまいましたわね。森があったら入りたい……」

「いや、声が出るのは仕方ないって！」

　俺の実体験によるフォローに小さく頷いて、メリルはゴーストに向き直った。

「これでよろしくて？」

「よかろう、我々は大人しくしていよう。ゆっくり休むのだぞ」

　そう言い残して、ゴーストの顔は消えた。

「いったいなんだったんだ……」

「ゴーストというのはああいうものなんです。イタズラ好きで、人をからかっては喜んでいる」

「とにかく、ゴーストはいなくなったんだよな。本当にありがとう」

　本当に、なんとお礼を言って良いものか分からない。

「いなくなったわけではありませんわ。大人しくしている、というお願いを飲んでくれただけなので、彼らはこの屋敷に遍へん在ざいしています」

「怖いこと言わないで！」

「事実ですもの。諦めてくださいまし♪」

　言いつつ、メリルは制服のポケットからハンカチを出して広げた。そして俺が舐めた方の耳を拭い、続いて俺の耳も拭ってくれる。その案外おおざっぱな拭い方が、なんだか頼もしかった。

「さて。行きましょうか」

　メリルは、この話はこれで終わり、というようにハンカチを畳みながら歩き出す。

　灯りが限られているため、俺はその後ろにぴったりと付き従った。

「この前はどこで寝ましたの？」

「その玄関のとこ。中に入るの怖くてさ」

「呆あきれましたわ……。このくらい大きな屋敷なら、もっとリラックスできるところがあるでしょうに」

「そりゃそうなんだけどさ……」

　幽霊が跋ばつ扈こしている手前、いつでも逃げられるという安心感が欲しかったのだ。

「とにかく今日は、それぞれ部屋を決めましょう」

「ということは、俺は真っ暗な中で寝ないといけないわけ？」

　もちろん俺に灯りを点ともす能力はないわけで、メリルと別の部屋になってしまったらそこに待つのは真の暗闇である。まあ、月明りくらいはあるかもしれないけど……。

「寝るときはいつもそうしているでしょう？」

「それもそうなんだけどさ……」

　こうなったら腹をくくるしかない。ゴーストは騒がないと約束してくれたのだ。眠れば朝は来ると思ってやり過ごすしかないだろう。

　そう決意した矢先、メリルはちらりとこちらに視線を向けた。

「……仕方ありませんわね」

「ん？　何が？」

　屋敷の二階。メリルはふと立ち止まって、小さくため息を吐つく。

「あなたがベッドに入るまでそばにいてさしあげます」

「いや、今のはそういう……いや、悪い。助かります」

　恥ずかしさや情けなさが頭の中で渦巻いて飛び出そうになるのを感じつつも、そうしてもらえると普通に助かるという事実が厳然と目の前に立ちはだかっていることに気付き、俺はメリルに甘えることにした。

「では、ここの部屋を見てみましょうか」

　メリルはひとつの部屋の前に立ち、やすやすと扉を開けて中を覗く。

　いや、初期バ○オハザードだったらめっちゃ緊張するところだぞ……。

「やっぱり寝室ですわね。間取り的にそう思っていました。ちなみに隣は……と」

　すぐに廊下に戻ったメリルは隣にある部屋の扉も同様に開けた。

「こちらも同じですわ。入りましょうか」

　促うながされ、メリルに続いて部屋に入る。

　うっすらと浮かび上がるそこは確かに寝室だ。ベッドは掛け布団こそないものの、マット的な物は残っている。

　俺は恐る恐るベッドに近づき、その様子を確かめた。

　うむ。多少埃ほこりっぽいのは仕方ないとして、眠るのに問題はなさそうだ。

　と、そのとき。ガラッ、という音がした。

　ビビって音の方向を見るが、メリルが書き物机に付属した小さな椅子を引きずっているのが目に入り、安心する。

　椅子をベッドの脇まで持ってくると、メリルはちょこんとその上に座った。

「では、さっさと横になってください」

「あ……うん……」

　俺は上着を脱いでベッドに横になり、掛け布団代わりにそれを身体に載せる。

　寒くもないし、これでちょうどいいだろう。路上で生活していたときと比べれば、ほとんど完璧な寝床である。ポルターガイストも起こらない（らしい）し。

「ありがとう。もう行ってくれて大丈夫だよ」

　俺は横目でメリルの方をちらりと見て、言う。

　暗い部屋に座る少女はその手のひらにある灯りに照らされ、ぼんやりと輝いていた。

　さらけ出された腿ももは複雑な陰影に彩られ、俺は見てはいけないものを見てしまったと思って、視線を上にずらす。

　そのとき、たぶんはじめて彼女と目が合った。

　本当ははじめてじゃないんだろうけど、なぜかそんな気がした。

「大丈夫です。ものはついでですから、ファイが眠るまで待っていますわ」

　俺がそれを否定しないことは、度を越して厚かましい行為に思えた。でも、俺は何も言えなかった。

　そんな必要はないとか、恥ずかしいから早く自分の部屋に行ってくれとか、後から頭の中にいくらでも文章は浮かんだのに、俺はその言葉を発することをあらかじめ忘れてしまっていた。

「そういえば、あのときもこうして俺は横になってたっけ。森で倒れて、保健室に連れてこられたとき」

　あのときは、目を開いたらイーゼルが五人になってる気がして驚いたっけ。

「それを今ここで言うのは無粋ですわ。ここにはわたくししかいないのですから」

　そう呟つぶやくメリルの目は、なんだか神秘的な光を湛たたえている気がして。

「ん……？　それってどういう……？」

　でもそれに気が付く一瞬前に、俺はそんな言葉を口にしていた。

「な、なんでもありませんわ！」

　メリルはぶんぶんと首を振りながら言った。俺は摑みかけていた彼女の感情を、捉とらえそこなったような気持ちになる。

　さっきの目は、なんだったんだろう。そう思うけれど、それについてゆっくり考える前にメリルの声が聞こえた。

「さあ。目を瞑ってくださらない？　寝てくれなくては、わたくしが眠れませんわ」

「ごめんごめん、そうだよな」

　俺は目を瞑って、なるべく眠ろうと意識する。

　でもまあ、意識すればするほど、隣に座る少女に意識が持っていかれるのは仕方のないことだろう。

　彼女は今、俺を見ているのだろうか。

　それとも、手の中の灯りを見つめているのだろうか。

　それとも、ベッドの脇にある小さな窓の外に、星を探しているのだろうか。

「眠りましたか？」

「まだ」

「エルフの子守歌でも歌ってあげましょうか？」

「うん」

　ぼんやりとはっきりを繰り返す意識の中で、気が付いたときにはメリルの綺き麗れいな歌声が聞こえていた。
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　歌詞は分からない。それが本当に聞こえていたのかも分からない。

　ただ、とにかく優しくて綺麗だった。

　いつのまにか歌は終わっていて──頰に冷たい感触を感じた。

　ギィィ。

　同時に、遠くから聞こえたその異音に目を開く。

　ほんの近くにメリルの顔があって、俺は今が夢なのか現実なのか分からなくなる。

「エルフは子守歌を終えると、必ず頰にキスをするんです」

　落ち着いた声でメリルは言う。

　ならばたぶん、その通りなのだろう。

「何か物音がしましたわね。扉が開いたような」

　メリルは体勢を戻して、後ろを振り返りながら言った。

「メリルの立てた音じゃないのか？」

「ええ。わたくしは音を立てないように細心の注意を払っていましたから。その……もちろん、あなたを起こさないために。起こさないと言っても、それはファイが快適な眠りを享受できるようにでして……」

　またメリルの墓穴掘りらしきものが始まる。

　でも今回はどんな墓穴なんだ？

「じゃあ、ゴーストの仕業なのかな」

「それはあり得ません。些さ細さいなことでも盟約は盟約です。エルフとの約束を破る霊がそんじょそこらにいるとは思えませんわ」

　話す間にも、メリルの声はどんどん小さくなっていく。

「ということは……」

　それに従って、俺も声を潜めた。

「ゴースト以外の何者かがこの屋敷の中にいる、ということですわね。あるいはもしかすると、先ほどの音は誰かが入ってきた音かもしれません」

　メリルは真剣な表情で言う。

　俺はやっと自分が寝ている場合ではないことに気が付き、上体を起こして上着を羽は織おった。

「でもそれってマズくね？」

「少なくとも、わたくしにとって幽霊が浮いていることよりは怖い状況ですわ」

　ガサッ。

　また、遠くで音が鳴る。

　次いで、カタ、カタ、と規則的な音が響いた。

「これ、足音だよね？」

「ええ。しかも、少しずつ近づいてきていますわね」

　心臓の鼓動が段々と早くなってくるのを感じる。

　俺は腰掛けていたベッドから降りて、足音を立てないように注意しながら扉に近づいた。

　こちらを見るメリルに向けて、首を横に振る。ダメだ。鍵は付いていない。

　俺はそっとドアに寄りかかった。内開きだから、もし相手がドアを開けようとしてもこれですぐには開かない。運が良ければ鍵が掛かっていると勘違いしてくれるかもしれない。

　俺の意図を悟ったのか、メリルもこちらに来てドアに寄りかかる。そしてそのまま、ゆっくりと俺の方に近づいてくる。

　もちろん、なるべくドアノブ側に体重が寄った方が扉を閉める効果が高いからだ。だからというのは分かるのだが、こう近いと意識するなと言う方が無理である。

　向かい合う形で、メリルと目が合う。

　俺より小さいメリルは少しだけ上目遣いに俺を見上げている。

　沈黙が支配する中、扉の外から聞こえる足音だけが物質的に響いた。

　俺とメリルはなぜかずっと目を合わせたまま、その目を離せずにいた。

　外を歩く謎の足音に怯おびえて早はや鐘がねを打っていたはずの心臓が、その鼓動の意味を取り違えてしまったみたいな気分になる。

　光が漏れるといけないと思ったのだろう。メリルは手のひらの中にずっと持っていた灯りを消した。

　ほとんど完全な闇が周囲を支配する。

　俺は片方の肩に当たる硬いドアの感触だけで世界とのつながりを感じていた。

　が、それに温かな柔らかさが加わる。

　メリルが、俺の胸に手を置いたのだ。

　俺を安心させようとしてくれているのだろうか。それとも、自らの怯えを減らそうとしているのだろうか。

　いずれにせよ、俺はいつのまにか、先ほどまでメリルの肩が見えていた場所に手を差し伸べていた。

「んんっ」

　が、耳の大きさを計はかり損そこねていたらしい。俺の手は肩に届く前に、一瞬だけ彼女の耳の先端に触れてしまう。

「（ごめん！）」

　俺の小声での謝罪には何も答えず、メリルは胸に置いていた手を動かして宙に浮いていた俺の手を取った。

　このまま関節技でもキメられるのかと覚悟したが、彼女はそのまま、俺の手を自分の耳に押し当てた。ぷにぷにというその柔らかさに、つい指を動かしてしまう。

　そして彼女は、反対側の手で俺の耳に触れる。

　……。

　なんで俺たちは、こんな状況で互いの耳を触り合ってるんだ……。

　でもなんだが、彼女の耳を触っていると不思議と落ち着いてくるのも事実で。

　熱い耳に、俺は生命を感じる。

　ほとんど永遠に生きるというこの種族の、それでも今ここにしかない命の温かさを。

　足音は、どんどんその大きさを増した。先ほどまでは一階の玄関ホールに音が響いている感じだったが、今は明らかに二階に移動している。

　足音が近づくと同時に、メリルの耳の熱さはどんどん上がっていくように感じられた。

　その口元から発せられる息の荒さも、同じように。

　きっとそれは俺も同じなのだろう。そう思うと、なんだか笑い出したくなるような場違いな気分になる。

　だが一段と大きくなった音は、俺のそんな気分を一瞬で拭い去った。

　足音は、俺たちの部屋がある廊下まで移動してきたようだった。

　カタリ、カタリとその音は今まで以上にはっきりと聞こえる。

　お願いだから、素通りしてくれ。誰か分かんないけど。俺はそう願う。

　もしかすると、何も問題はないのかもしれない。

　それこそ近所の人が、物音がしたから様子を見に来たとかで、逆に俺たちの方が不審者なのかもしれない。

　でも、そうではなかった場合のことを考えると血の気の引く思いがした。

　周りに誰も助けを求める人のいないこんな小さな部屋で、俺たちに危害を与えるつもりの奴と対たい峙じしないといけないような状況になったら──。

　俺の祈りを嘲あざ笑わらうかのように、足音は俺たちのいる部屋の前で止まった。

　扉を隔へだてて、謎の存在と俺たちふたりはすぐ近くにいた。

　恐怖から声を上げそうになったが、なんとか息を吸い込んで堪えた。

　それはたぶん、耳に当てられたメリルの手が勇気をくれたからだった。

　どうか、このまま通り過ぎてくれ。

　俺のそんな願いも虚むなしく、ドアノブがガチャリと動く。

　次いで、扉に力が加えられた。

　俺とメリルは全体重を扉に預ける。

　扉は少しだけ浮いて、戻る。

　ガチャガチャガチャガチャ。

　そんな音とともに、扉は何度も俺たちふたりを押した。

　明らかに、こちらに誰かがいると分かってやっている行動だった。

　と、そのとき。今まで断続的に響いていた音が、急に止やむ。

　諦めてくれたのか？

　そんな俺の楽観的な予想を打ち砕くかのように、メリルが俺の耳から手を離した。

「下がって！」

　その言葉を合図に、俺も手を引っ込めて後ろに下がる。

　と同時に、ものすごい爆音が室内に響いた。

　俺はその音によろけつつも何とか体勢を立て直し、周囲の状況を確認する。

　先ほどまで俺たちがいた場所に、メリルのものではない人影があった。

　その奥、暗くてよく見えないが、メリルも倒れずに立ったままその人影を見ているのは分かる。

　人影はタックルでドアを打ち破り、部屋に入って来たようだった。

　その頭には、二本の角。

　いよいよ万事休すかと思われたが……。

　うん？　角？

「オーガのお姉さん？」

「よっす。異世界少年」

　メリルが灯りを点したことで、その姿をはっきりと視認できるようになる。

　そこに立っていたのは、パン屋のお姉さんだったのだ。

「どうしてあなたがここに？」

　警戒を解かない口調でメリルは問う。そうか。このお姉さんが何らかのヤバい人という可能性もまだ残されているわけか。

　ついつい見知った顔を見てほっとしてしまったが、なかなか世せ知ち辛がらいものである。

「はい、これ♪」

　しかしながらオーガ姉さんは、敵意も何もない表情で、紙に包んだパンを俺たちに差し出したのだった。





　　　　◇　◇　◇






「いやー、なんか森で高魔法スモッグ注意報が出てたでしょ？　それで、きっとキミたちが帰れなくなってると思ってさ。パンを持ってきてあげたってわけ」

　ドアの破壊された部屋。

　ベッドに腰掛ける俺とメリルに相対して、椅子に腰かけたオーガ姉さんはパンを齧かじりつつ言う。

「それにしてもよくここが分かりましたね」

「まあ、伊だ達てにこれが付いてるわけじゃないからね」

　そう言ってオーガ姉さんは自分の角を指し示した。レーダー的な機能でも付いているのだろうか。

「で、どうして扉を壊したんですか？」

「なかなか開かなくてキーってなっちゃって。よく考えれば声を掛ければよかったんだよね♪」

　よく考えなくてもそうだと思うが……。まあ、豪快な性格なのだろう。

「その……ありがとうございました……」

　俺とオーガ姉さんの話を聞いていたメリルが、気まずそうに口を開いた。

「いやー、なんか、朝は適当なこと言って気を悪くさせちゃったじゃん？　それで余計に気になったのもあってさ。ごめんね。エルフは計算高いとか言っちゃって」

「こちらこそ、話も聞かずに出て行ってしまって……ごめんなさい。それにわたくし、店を出てからオーガを侮辱するようなことを言いましたわ。でも、あなたは良い人です。申し訳ありませんでした」

　そう言ってメリルは頭を下げた。そういえば店を出てから、オーガはやっぱり野蛮だと言っていたっけ。

「あはは。そんなの言わなきゃ分かんないのに。良い子だねえ、キミは」

　オーガ姉さんはそう言ってカラカラと笑う。

　メリルも、少し恥ずかしそうに微笑んだ。

「ひとつお願いがあるんですの。今度、エルフ学園の遠足のとき、そちらのお店でサンドイッチ用のパンを買っても良いですか？」

　メリルはそう尋ねて、両手で持ったパンを齧る。

　オーガ姉さんの返事は、聞くまでもなくＯＫだった。
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「今回の遠足はなかなか良いね～」

「うん！　みんなで街に行くのも楽しかった！　パン屋のお姉さんも優しかったし！」

　コトリとノノディルが、サンドイッチを齧りながらそんな会話を交わす。

　遠足第二部（於・森）の日。

　俺は遠足係としての役目がもうすぐ終わることに対して、少しの寂しさと安心感とほどよい疲労を感じながら、森の空気を吸っていた。

「……おいしい」

　ララルダもサンドイッチを食べながら頷く。

　良かった……。

「それにしても、あのときは大変だったね。こっちも、メリルとファイが帰って来られないらしいって大騒ぎだったし」

「まったくです。パン屋のお姉さんに泊めていただいて、本当に感謝していますわ」

　イーゼルの言葉に、メリルはそう言って扇子を揺らす。

　あの後、結局俺たちはオーガ姉さんの家に泊めてもらった。

　朝には高魔法スモッグは晴れており、無事に森を抜けてエルフ学園に戻ることができたのだった。

「メリル、お花摘みに行こ～！」

「何を言っていますの、コトリ。お花はさっき摘みましたでしょ？」

「ふっふっふ。そっちのお花じゃなくてだね……」

　そんな会話をしながらメリルとコトリは森の奥に消える。

「先生！　ちょっと飲みすぎラゴ～！」

「はい～!?　ラゴちゃんは黙ってなさ～い！」

　少し遠くで、カレン先生とラゴちゃんが揉めているのが見える。

　対して、こちらの一角は牧歌的だ。

「……（ノノディルの膝に頭を載せて横たわる）」

「あれ、ララちゃん眠くなっちゃったの？　それじゃあ、子守歌歌ってあげるね！」

　そう言うとノノディルは、美しい声で子守歌を歌った。

　普段とは違う大人っぽい美声に聞きほれる。

　ララルダはその子守歌を聞いてか聞かずかくらいの速さでいびきを立てていた。

「ふっふふ～。ゆっくり休んでね♪」

　そう言って、ノノディルはララルダの髪を優しく整えてやる。

「あれ？　キスしないんだ」

「ふぇっ!?」

　何気なく思ったことを呟くと、隣にいたイーゼルが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「俺、何かおかしなこと言った!?　エルフって子守歌を歌ったときにもキスするんじゃなかったっけ？」

「そんな習慣ないよ～！　もちろん、場合によってはお母さんとかお父さんが子どもにちゅーすることはよくあるけど、別に必ずってわけじゃないし」

「そうなのか……」

　そもそも、俺はどうしてそんな習慣がエルフにあると思ってたんだっけ？

　寝ぼけて夢で聞いたことを現実と思ってしまったのだろうか。

「まあいいや」

　俺は大きく伸びをして、森の空気を吸い込む。

　そのまま後ろに倒れても、今回は空腹で気を失うことはなさそうなのだった。





　　　　◇　◇　◇






　談話室に入ると、メリルがひとりで座っていた。

　というよりむしろ、メリルがひとり談話室で座っているタイミングを見計らっていた。

「あなたも普通にここに入るようになりましたのね」

　俺の登場に気付き、メリルが顔を上げる。

「各々の部屋に入らなければ切り落とさないってコトリに約束してもらったからな」

「ふふっ。あの子も甘いですわね」

　そう言うと、メリルは立ち上がる。

「少し待っていてください。お茶を淹れますわ」

「いや、今日は俺に淹れさせてほしいんだ。メリルは座っていてくれていい」

「でも、あなたは火をおこせないんではなくて？」

「ふふふ。それが、おこせるようになったんだよ」

　俺は懐から取り出した火打金をメリルに見せつけつつ言う。

「あら、そんなものが。お金はどうしたんですの？」

「この前、遠足の第一部で街に行ったとき、キノコを売って稼いだんだ。ララルダに手伝ってもらったら、なんとかなったよ」

　ララルダは相変わらず無口だったが、特に嫌がりもせずに助けてくれた。

「へえ。ちょっと用事があるって言っていなくなってましたけど、そんなことをしてましたの」

　俺は返事の代わりに火打金と火打石を打ち合わせ、出た火花を火ほ口くちに移して、それをかまどの薪まきに移した。ラゴちゃん（保護者）に見てもらいつつ、こっそり練習した甲か斐いがあるというものだ。

　火が大きくなって水が沸ふつ騰とうするまでにけっこう時間が掛かる。精霊魔法なら、すぐに火力が強くなるのでわりとすぐなのだが……。

「この前はありがとう。遠足の幹事、メリルのおかげで無事に終えられたよ」

　手持ち無沙汰になり、俺は後にとっておいた話題を早々に振る。

「こちらこそありがとうございました。はぁ……」

「ため息!?　もしかして懲こりごりだった!?」

「ち、違うんですの！　今のため息はその……。エルフの文化をダシにしてしまったことへの自己嫌悪というか、どうしてあんなことをしたのか分からないけどとにかく自己嫌悪というか……。その……ファイは特に気になっていることはありませんか？　この前の夜のことで……」

「そ、そりゃあまあ、ちょっと大胆だったなとは思うけど……。耳のこととか……」

「なるほど、そっちですか……。そちらはまあ、別にいいんですけど」

　そうなのか……。じゃあ逆に、メリルは何を気にしているんだろう。

　そんな会話をしているうちに、ふたり分のハーブティーが完成した。

「はい、どうぞ。よく分かんないけど、とりあえずハーブティーでも飲もうぜ」

「良い心がけです」

　メリルはカップを手に取り、口をつけた。

「少しお湯の温度が高かったかもしれませんわね」

　厳しい意見だ……。

　そしてメリルは椅子から立ち上がり、こちらに近づいてくる。なんだろ……。中途半端なハーブティーを淹れた罰でシバかれるのだろうか。

「でも、おいしいです。ありがとうございます」

　メリルはちょこんと腰を曲げると、俺の首筋に唇を触れさせる。

「それは、良かった」

　俺は先にハーブティーに口をつけておけばこの顔の赤さを熱い飲み物のせいにできたのにと少し後悔しながら、やっとのことでそう言ったのだった。
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「ラゴちゃんが消えたあ？」

「そうなんですわ！　さっきからどこを探しても見当たりませんの！」

「心配だよ～！　こんなこと今まで一度もなかったのに……」

　朝食に向かうとメリルとイーゼルがソワソワしていて、事情を訊きくとどうもいつもなら朝食を準備してくれているはずのラゴちゃんがいないらしい。

「おっはよー！」

「……おはよ」

　そこへ、元気なノノディルといつも通りのララルダが入ってくる。ララルダは挨あい拶さつだけは声に出して言うので、偉いと思う。

「ノノ！　大変なの！　ラゴちゃんがいなくなっちゃって！」

「ええーっ!?　ララちゃん、何か聞いてる？」

「……」

　ノノディルの問いに、ララルダは首を横に振る。

「おっはよー。どしたの？　みんなして突っ立って」

　最後に入って来たコトリが俺たちの様子を見て首を傾かしげた。

「ラゴちゃんが見当たらないのですわ」

「ええーっ！　それじゃあ朝ご飯食べられないじゃん～！」

「そういうお話じゃないでしょう！」

「冗談だよ、冗談。でも、焦あせったって始まらないよ。アイツも精霊なんだからさ。滅めつ多たなことにはなってないって。誰か心当たりのある人っていないの？」

「ラゴちゃんがいなくなっちゃったの、もしかしたらノノのせいかも……」

　コトリの問いに、ノノディルは深刻な表情で呟つぶやいた。

「昨日のこと？　あんなの気にするかな～」

　コトリは腕を組みながら考える。昨日のことってなんだっけ。

　俺は昨日の夕食のときのことを思い出してみる。
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「ふあ～ぁ。ラゴちゃん、お腹なかすいたよ～！」

　食堂に入るなりノノディルが言う。ララルダもうんうんと首を振っている。

「もうちょっと待つラゴ！　今できるラゴ～♪」

　奥の調理場にいたラゴちゃんはそう言ってフライパンをひっくり返すと（ぬいぐるみの身体からだなのにどうやってるのか、いつ見ても謎なぞだ）その中身を皿に盛った。

「今日のメニューは野菜炒めとリンゴのサラダラゴ～」

　ラゴちゃんは器用に皿を持ってこちらに飛んでくる（これもどうやっているのか謎だ）。

「え～、ラゴちゃん、またサラダにリンゴ入れちゃったの!?　リンゴはデザートなんだから、サラダに入れないでってこの前言ったのに～！」

　珍しくノノディルが、ラゴちゃんに不満を漏もらした。

　そういえば前も同じことを言っていたっけ。まあ、気持ちは分からないでもないが、どうでもいいと言えばどうでもいいことである。

「ごめんごめん、でもこっちのほうが洗い物が楽なんだラゴ～！　気に入らなかったらリンゴだけ除けて最後に食べてラゴ～！」

「む～っ！」

　その横でララルダはさっそく、リンゴのサラダを頰ほお張ばっていたのだった。
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　回想終わり。

「いや、あれで家出する!?　そりゃあ、ラゴちゃん的にはちょっと気分が悪かったかもしれないけどさ」

「ううっ……やっぱりそうだよね……」

　涙ぐむノノディルを庇かばいながら、ララルダが俺をガン睨にらみしてくる。

　いや、泣かせるつもりはなかったんだけどさ……。

「ノノだけじゃないよ。わたしたち、ちょっとラゴちゃんに甘えすぎてたのかも。わたしも、夕飯は何が良いって訊かれてもなんでも良いとしか答えてなかったし……」

「わたくしも、せっかくラゴちゃんが作ってくれた料理に、もっとエルフっぽいのにしてほしいと注文を付けたことがありますし……」

「うーん。アタシも、泥まみれの靴くつで帰ってきて、ラゴちゃんが掃除したばっかりの床をめちゃめちゃ汚してそのままこっそり放置したりしてるなあ……」

　それはひでえな……と若干引いていると、アンタはどうなのよ、という風にコトリから睨まれる。

「そういや俺も、このあいだ火の点つけ方かたを教えてもらって、何かお礼するって言ったきり忘れてたなあ」

「へえ。どうして火の点け方なんて教えてもらったの？」

「そりゃあ、お茶を淹いれるためとか、いろいろ」

　別にメリルにハーブティーを淹れたことを言っても良かったのだが、なぜかメリルからじっと見られている気がして口ごもった。勘違いかもしれないけれど。

「とにかく話を聞いてる限り、ラゴちゃんがエルフ学園に嫌気がさして家出しても、それほどおかしくないような気がするな」

「確かに……」

　俺の言葉に、イーゼルが不安そうに首肯する。

「……校長に、言ってくる」

　そこで、沈黙を保っていたララルダが急に動き出した。

「ララちゃん！　ノノも行く！」

　涙声のノノディルがそれに続く。

　ふたりが出て行くと、沈黙が部屋を満たした。

「ラゴちゃんを召喚したのはララルダだから。ああ見えてかなり心配してるんだろうね」

　誰に言うでもなく、イーゼルが呟く。

　俺は先ほどのノノディルの涙に少しの責任を感じていた。別に間違ったことを言ったつもりはないが、彼女を泣かすのなら、俺もそれなりにこの件に関わらなければならないような気がしていた。

「俺も行ってきていいのかな……」

「勝手にしなさいよ」

　片目でちらりとこちらを見み遣やって、コトリが言う。

「あはは……。行ってきてあげなよ。あのふたりだけだとちょっと心配だし……」

「朝食は特別にわたくしが作ってさしあげますわ！」

「みんな……」

　俺は感無量で三人を見渡す。バトル漫画のラストシーンで仲間たちが次々に背中を押してくれるやつじゃん……。

「ありがと！」

　礼を言って、俺は食堂を飛び出す。

　小走りで校長室に向かうと、前を歩いていたふたりにすぐ追いついた。

「ノノディル！　ララルダ！」

「ファイちゃん！」

　ノノディルは俺の声に目を丸くして振り返った。

「俺も一緒に行っていい？」

「もちろんだよ！　ね！　ララちゃん！」

　ノノディルの言葉に、ララルダは首を縦に振った。なんかちょっとウザそうな顔をした気もするけど、まあ気にしないことにした。
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「くっくっく……。それは一大事じゃのう……」

　ノノディルたちから事情を聞いた校長は、特に一大事とも思っていない様子で笑う。

「それで、そなたたちはどうすれば良いと思うのじゃ？」

「はい！　探しに行きたいです！」

　手を挙げながらノノディルは言う。ララルダも無言ながら、そっと手を挙げた。

「そなたは？」

　ふたりからぬるりと視線を移した校長が俺に尋ねる。

「俺も行きます」

　乗り掛かった舟である。ふたりを追いかけて廊下に出たときから、こうなる覚悟はしていた。

「よかろう。特別サービスじゃ。次の課題は、ラゴちゃんを見つけてくる、ということで良いぞ」

「えっ、（そんな適当で）いいんですか？」

「もちろんじゃ。ラゴちゃんがいなければこの学園はマジで崩壊してしまう故ゆえ。あやつを連れ戻してくるのは大切な任務じゃ」

「ら、ラゴちゃんってそんなに重要な役目を担っていたんですか？」

　やっぱり、学校の霊的な要かなめとかそういう感じなのだろうか。

「当たり前じゃ。ラゴちゃん以外に、誰が食材の仕入れのやり方を知っておるのじゃ！」

　そういうことか……。

　確かに、ラゴちゃんがいなければいろいろなことが立ち行かなくなりそうだ。

　ラゴちゃんがやってくれていたことの偉大さを嚙かみしめると同時に、やっぱり、そういうすべてをこなさないといけないというプレッシャーがラゴちゃんを押しつぶしてしまったのではないかという気になる。

　それなら、その責任の一端は俺にもあるのだ。

「探し出すあてはあるな、ララルダ」

「……」

　校長の言葉に、ララルダは頷うなずいた。

「ならばさっそく行くがよい。必ずや、ラゴちゃんを見つけ出すのじゃ！」

「よーし！　ララちゃん、ファイちゃん、頑張ろうね！」

　ノノディルがララルダにハイタッチしながら言う。

　俺もハイタッチを求められ、手を差し出した。

　パチン、という音とともに、俺たちの旅は始まったのだった。
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「あてがあるって、一体どういうことなんだ？」

　学校の敷地を出て、森を歩きながら俺はララルダに尋ねる。

「……ラゴちゃんは、精霊だから」

　ララルダは珍しく長めの文章を口にする。が、意味はよく分からない。

「ラゴちゃんはララちゃんが呼び出した精霊だから、なんとなくその辿たどった道みたいなのは分かるんだよ！」

　ノノディルが解説してくれて（それでもよく分かんないけど）、なんとなく分かった。つまり、俺にはよく分からない精霊独特のオーラみたいなのが漂ただよってるんだろう。

「ラゴちゃんはけっこう近くにいる感じなの？」

　俺の問いに、ララルダはコクリと頷く。

「……けど、精霊の霊気が、混乱してる。正確な場所は、分からない」

　電波の混線みたいなものなのだろうか。俺はそんなイメージで納得する。

　それにしても、ララルダがこんなに話してくれるとは。そもそも、今まで俺がララルダとちゃんと喋しやべろうとしてこなかっただけなのかもしれないけど。

「そういえばさっきから気になってたんだけど、ラゴちゃんってぬいぐるみが本体じゃないんだよな？　それなら、ぬいぐるみから抜け出て、霊体？　のままで出て行った方が身軽なんじゃない？」

　先ほどもそう思って探したのだが、ラゴちゃんのぬいぐるみは俺の目の届く範囲にはなかった。まあ、もし魂の抜け出たラゴちゃんのぬいぐるみがポツンと置かれていたら悲しすぎて泣いちゃうけどね！

「……ラゴちゃんは、盟約が終わるまであの姿。そういう盟約コンパクト……」

「ぬいぐるみみたいな依より代しろっていうか、そういう分かりやすいものがあった方が盟約を結びやすいんだよ！　ノノはこの前授業で習ったから知ってるけど、ララちゃんはもっと前から知ってたんだよね～ほんとすごい！」

「……ありがと」

「なるほど。でもまあ、わりと一方的な契約ではあるよな……。ラゴちゃんはぬいぐるみから抜け出せないわけだし」

「……火の王に……ラゴちゃんはなる……！」

「ラゴちゃんは火の王になるって決意を秘めていて、それを実現するためにはエルフの助けが必要なんだけど、その前段階として固い盟約が必要なんだよ～！　そのへんは難しいからノノもよく分かんないけど！」

　そういえば、ラゴちゃんも以前、火の王になるためにはエルフとのコネが必要だって言ってたっけ。

「そもそも、火の王ってなんなの？」

「……火の精霊の、すごいやつ」

「そうそう！　火の精霊のすごいやつなんだよ～！」

　なるほどね。火の精霊のすごいやつなのか。

　そんなことを言いつつ歩いていると、森を抜けた。

　地面に反射する日の光に、目が眩くらみそうになる。

　乾いた砂の匂いが鼻び孔こうをくすぐり、ここが森とは明らかに異なる空間なのだということを示していた。そしてそこは、坂道の始まりだった。

　坂道というか、切り立った崖？

　なんか一気にＲＰＧ感が増したというか。特に手は込んでいないけれど明らかにこの先に何かがあると思わせる一本道のダンジョンというか、そういう感じだ。

「この先って何があるの？　なんか本能的に、ヤバい予感がするんだけど」

「……ヤバいかは分からないけど、魔物はたくさん。できるなら、あまり出会わずに切り抜けたい」

「そうだよね～！」

　ノノディルもララルダも案外呑のん気きなものだが、こんな感じで大丈夫なのだろうか。

「……影の魔法で、身を隠す。影を、集めて」

　俺の不安に応えるように、ララルダが呟く。

「魔法を掛けるために、ノノたちの影をひとつにしないといけないんだよ～！　ファイちゃん、おんぶして～♪」

　そう言って、ノノディルは急に後ろから俺の腰に抱き着いてきた。

　いや、腰を痛めるから！　突然そういうのはやめて！

　俺の心の叫びなどお構いなく、ノノディルは俺の背中に勢いをつけて登ってくる。たぶん、このままだとずり落ちるだろう。そう察知して、俺は咄とつ嗟さにかがみ、両手を後ろに向ける。

　ジャストフィット。ノノディルの太ももが俺の両手に収まり、完璧におんぶする形となった。

「……それ……いつもは……」

　俺がゆっくり立ち上がろうとしている様を見ながら、ララルダが恨めしそうな視線をこちらに向ける。

「いつもはララちゃんにおんぶしてもらってるけど、毎回は悪いかなって思って！　ファイちゃんなら平気でしょ？」

「え？　……うん」

　実際はそれなりに重いのだけれど、たぶん言ったらノノディルにショックを与えてしまうだろう。その咄嗟の判断から、俺はそう言って適当に頷く。

「……そう」

　が、ララルダは相変わらず恨めしい視線をこちらに向けている。

　いや、これ絶対にダメなやつじゃん！　いつものララルダのポジションを俺が取ってしまった形になってるパターンじゃん！

「……影、ひとつにするから」

　ララルダは俺の左手を摑つかむ、心持ち、その手には力が入っている気がする。

　まあ、何はともあれこれで影はひとつになった。

「……じゃあ……魔法……掛ける」

　そう言ってララルダは片手を地面に向かって差し出した。

「光より生まれしものよ……集まり、戯たわむれ、その真価を発はつ揮きせよ……」

　と。そのとき。影から何やら怪しい『影』が浮かび上がり、俺たちのまわりを旋せん回かいした。その影はぼんやりと俺たちを包み、膜まくのようになって俺と世界とを隔へだてた。この膜が敵から俺たちを隠してくれるということなのだろう。

「じゃあ、行こうか」

　俺は確認の意味を込めてそう呟きつつ、足を前に出す。

　背中はノノディル、そして片手はララルダに拘束されている。仕方ないんだけど、めちゃめちゃに歩きづらい……。

「……あれ……モンスター」

　隣で、ララルダがボソッと呟く。

　その視線の先を見ると、遠くの方に確かにモンスターらしい姿があった。

　いや、怖こわっ……！

　街でもフェイクのゴミ箱モンスターをはじめとしていくらかモンスターを見てきたけれど、こうしてこちらだけ相手の存在に気付いている、という状況で出会うと相当に緊張感がある。

　相手はなんか悪魔的な様子のゴーレム的なやつ。こん棒とか持ってるし、わりとデカいし、見つかったらヤバい、ということだけは相当に伝わってくる。自然と俺の歩みはゆっくりになってしまうけれど、ララルダは迷いのない歩調でどんどん進んでいくものだから、俺もそれに従うしかない。

「これ、大丈夫なのか？」

　遠くにいると思っていたモンスターは、今やすぐそこにいる。こっちから近づいているのだから当たり前だ。

　ゴーレムは近くで見るとザラザラした質感で、触ったら崩れそうなのだけれど、それがこの大きさで、形を持って動いているという事実が圧倒的な存在感に結びついていた。

「ファイちゃん、怖いよ～」

　そう言ってノノディルはこちらの胸に回す手に力を込めた。

　大丈夫だぜ的な言葉でも掛けたいものだが、俺もめちゃくちゃに怖いので、身体を動かしてノノディルの位置を調整するくらいしかできない。

　で、なんかララルダがこっちをめっちゃ凝視しているのも怖いのだが。

　完全にララルダの意識はゴーレムではなく俺に向いているみたいだ。

　結局、ゴーレムに気付かれることはなかった。ララルダの魔法はやはり盤ばん石じやくらしい。

「思ったんだけど、三人横並びで手をつなぐんじゃだめなのか？」

　歩みを進めつつ、俺はふたりに問いかける。ララルダはこちらの腕を握っているだけで結界の中に入ることができているのだから、それでも問題ないはずだ。

「……ノノが重いって、こと？」

　ララルダがすごい剣けん幕まくで俺を見てくる。どういう感情なんだ……。

「それでもいいかもね～！　この魔法のときはいつもララちゃんにおんぶしてもらってるから、そうしてもらわなきゃって思ってたけど！」

「……ふたりのときは、おんぶするからね」

　ララルダはボソリと呟きつつ、俺の手から手を離す。ノノディルが俺の背から降りるのを手助けするつもりらしい。

「よっ！」

　次いで、背中が一気に軽くなる。今までノノディルが密着していた部分が空気に触れてスースーした。

　いやー、ノノディルには悪いがこれでかなり歩きやすくなった。俺は両手を腰に当てて軽く腰を伸ばす。

　って、あれ？

　なんかおかしい、と気付く。

　どうして俺は、両手を腰に当てることができているんだ？

　そう思い下を見ると、俺の影はどこにもつながらないまま地面にあった。

　あれ、これってマズいんじゃ……。

　顔を上げると、モンスターと目が合う。

「あはは……。俺のこと、見えてますかね？」

　殺気を放ちながら滞たい空くうしているデカいコウモリは返事をすることこそなかったものの、肯定の意を示すようにその場で大きく跳ねた。

「ヤベっ！」

　俺は反射的に身をかがめてデタラメな方向に転がる。

　ララルダの奴、ノノディルに気を取られて俺の手を離しやがった！

　間一髪で攻撃を逃れられたものの、やっぱりコウモリは波動的なものを俺に向かって発していたらしく、後ろの方でなんかが壊れる大きな音がした。

　周囲を見回すが、ララルダとノノディルの姿は見えない。結界の中に入っているということなのだろう。

　幸いコウモリ以外にモンスターの姿はないが、生あい憎にくコウモリは俺のことをまだ忘れていないらしい。

　こちらに向き直るコウモリに対たい峙じして、俺は立ち上がる。

　俺はあの波動を止めることはできないし、今度ばかりは避けられるかどうかも分からない。むしろ、先ほどの回避でこちらの動きを把握されたぶん、避けるのは難しくなったと考えるべきだろう。

　俺とコウモリモンスターは、静けさの中で向かい合う。

「でも俺は、やられるつもりはないぜ？」

　コウモリは大きく羽ばたいて攻撃態勢を取る。その瞬間、空を裂さく鋭い音が聞こえ、コウモリは真横に大きく吹っ飛ばされた。同時に俺の手を握る確かな感触。

　隣を見ると、ノノディルが心配そうにこちらを見つめていた。

「ファイちゃん！　大丈夫だった!?」

「ああ。助けてくれるって分かってたからな。ありがとう」

　俺がコウモリに襲われてからも姿を現さなかったのは、その方が不意打ちを与えやすいと考えたからだろう。

「お礼はララちゃんに言ってね！　デスコウモリを仕留めてくれたのはララちゃんなんだもん」

　ノノディルを挟んで向かい側。ノノディルに腕を摑まれたまま、弓を背負い直しているララルダに視線を遣やる。

「ありがとうな、ララルダ」

　俺がそう言うと、ララルダは少しだけ首を動かした。

「……ごめん。手を離して。わざとじゃ、なかった」

「ん？　分かってるって。そんなこと思いもしなかったよ」

「……そっか」

　そう言ってララルダは、なぜだか少し嬉うれしそうに頷いた。

　会話が続く（？）ようになってどんな奴か分かってきたつもりだったが、やっぱりまだよく分からない。

「……あと、おいのり」

　ララルダがデスコウモリの亡なき骸がらを見ながら言う。

「確かに、お祈りしとかなきゃな」

　そうして、俺たちは手をつないだままデスコウモリのために祈った。ララルダとノノディルは何か祈りの言葉のようなものを唱えていたけれど、俺はただ、少し頭を下げて目を瞑つむった。もっとお祈りらしいことができればと思ったが、今までぼーっと生きてきた俺にはそれくらいしかできなかった。

「じゃあそろそろ行こう！　夜までに泊まるところを探さないとだもん！」

　ノノディルの言葉に頷く。時間的に、泊まりがけになるのは避けられそうにない。

「これからは、ノノの両手をララちゃんとファイちゃんが持って進もうね？　お父さんとお母さんみたいに！」

　ノノディルは無邪気にそう言って、つながれた両手を大きく振り回す。

「離れたら怖いから、あんまり振らないでほしいんだけど……」

　先ほどのトラウマが脳のう裏りに蘇よみがえる。余裕をぶっこいてたけど、思い出せば背中に冷たいものが走った。間一髪だったよなあ。

「ごめんごめん！　でもなんだか楽しくって！」

　俺の言葉にお構いなく、ノノディルは楽しげに前に進む。もちろん、俺とララルダもそれに続く。

　先ほどより少し歩きやすくなったのはノノディルを背負っていないからというだけではなくて、窮きゆう地ちを切り抜けた安心感も手伝っているのだろう。

　とはいえ、まだ先は長そうだ。そんなことを思いながら、俺は片手にノノディルの小さな手のひらを感じるのだった。
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「ヤベーな。どこもかしこもモンスターだらけだ」

　そろそろ疲れてきた足を引きずりながら、俺はついつい不安を口にしてしまう。

　疲労を感じているのは足だけではない。つないだ手は心強いが、ずっとつなぎっぱなしというのはそれはそれで疲れるものだ。つまるところ俺はパーッと自由に両手両足を広げて寝ることのできる場所を求めているわけだが、どうやらそんなものはこの界かい隈わいにはなさそうなのだった。

「……手をつないだまま眠るしか、ない」

「マジでか……。でもそれってトイレとかどうするんだ？」

　真っ先に出てきた疑問がそれだった。コトリとの一件以来、俺はトイレ事情に敏感になっているのかもしれない。

「ファイちゃん、良いこと言ってくれたね……。ノノ、今まさに漏れそう……」

「そうだったの!?　ちょっと手汗が増えてきたと思ってたけど！」

「……さいてい」

「確かに！」

　ララルダが汚物を見る目で俺を見てくる。どうして俺はこうも一言多いんだ……。

「ごめん、ノノディル！」

「それは良いけど、どうしよう！　落ち着けるところが見つかったらと思ってたけど、全然見つからないよ～」

「やっぱ、そのへんの茂みでするしかないか……。絶対見ないから、安心してくれ！」

「……当たり前」

「確かに！」

　紳士ぶって墓穴を掘るという痛いやつをやってしまった。いや、もちろん初めから見るつもりなんてないんだけど。

「待って、ララちゃん！　あれって村じゃない!?　やった～!!」

　ノノディルが奇跡でも起こったかのようなテンションで言う。いや実際、当人にとっては奇跡レベルの出来事かもしれない。

　ノノディルの視線の先──道を少し外れた林の中──には、確かに集落が見えた。石造りの小屋がいくつか並ぶ、小さな村である。

「……こんなところに、村？」

　ララルダは訝いぶかしげに言う。確かに、こんなモンスターだらけの場所に村があるとは。

「早く行こうよ～！　漏れる～！」

「いや、俺の手を握ったまま股間を押さえようとするのやめて!?　大変なことになるから！」

　尿意で相当混乱しているらしいノノディルに促うながされ、俺たちは考える暇もなく村への道を急ぐ。

「ごめん、つまずいた！」

「……手、離れそう」

「お願い、もうちょっとだけ～」

　二人三脚とまではいかないが、手をつなぎながらなので相当愉快に大変だ。

　まさかエルフのトイレについて二度も心配するような人生を送ることになるとは、つい二か月前の俺は想像もしていなかった。いや、できるわけねーだろ。

「すみません！　お手洗い貸してください！」

　村までたどり着き、歩いていたおばあさんに声を掛ける。

　おばあさんは目を見開いて、おやおやと家まで導いてくれた。

　トイレに駆け込むノノディルを見送って、俺とララルダはおばあさんの家の居間で顔を見合わせる。

「……良かった」

「ああ。ホントに」

　そう言って、クククと笑い合う。ララルダの笑顔は意外にも無邪気で、俺は少しドキリとしてしまうのだった。
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「はぁ～、すっきりした！」

「それは良かったねえ」

　トイレから出てきたノノディルに、おばあさんが声を掛ける。改めて三人で礼を言うと、おばあさんは首を横に振って言葉を続けた。

「お役に立てて何よりだよ。それにしても、どうしてこんな場所にいるんだい？　何か用事でもなけりゃ来るような場所じゃないだろう」

　おばあさんは心底不思議だという顔で言った。

「人探しなんだよ～！　このずっと先まで行くんだ！」

　ノノディルがそう言った瞬間、おばあさんの動きが止まる。

「ならぬ!!」

　そしておばあさんは、こちらがビクッとしてしまうほどの大声で言った。先ほどまでの人のよさそうな様子からは一変して、少し異様な雰囲気である。

「……どうして」

　ララルダは動じた様子もなくそう尋ねる。彼女の声がなければ、俺もノノディルも雰囲気に圧倒されてただ頷くだけだっただろう。

「いやあ、突然大きな声を出して悪かったね。でも、この先は危険なんだよ。モンスターがたくさんいるのも見ただろう？　悪いことは言わないから、ここで一晩泊まって、明日の朝には帰りな」

「でも、俺たちには見つけないといけない人がいるんです。そういうわけには……」

「分かったね？」

　ギロリ、と鋭い眼光が俺を刺した。

「は、はい……」

　それ以上反論できず、つい頷いてしまう。

「じゃあ食事をご馳ち走そうしてあげるからね。そこで座って待っていなさい」

　柔にゆう和わな声で言って、おばあさんは料理の準備に取り掛かる。ノノディルの様子を窺うかがうと、小さなエルフは怯おびえた様子でララルダの服の裾すそを摑んでいるのだった。
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「どう思う？　この村のこと」

　通された屋根裏部屋で、三人膝ひざを突き合わせながら俺はララルダに尋ねる。もちろん、声を潜めることも忘れていない。

「……怪しい」

「うんうん！　絶対に怪しいよね！　おばあさんもすっごく怖かったし！　あ、もちろん泊めてくれてることはありがとうって感じだけど！」

　ノノディルも、そう言って少し興奮したように頷く。

「というか、あのおばあさんの種族って何なんだ？　人間みたいに見えるけど」

　いかにも、おとぎ話の絵本に出てきそうなおばあさん、という感じの人である。あの後は、俺たちに夕飯をご馳走してくれて、この部屋に案内してくれてと、ただただ親切な老ろう婆ばという感じだったが……。

「……魔族。たぶん」

「人間の見た目はエルフよりも魔族に似てるって言われてるんだよね！　ファイちゃんを見たらそれがよく分かったよ～！」

　なるほど。魔族が人間に似てるんじゃなくて、人間が魔族に似てるわけか。そりゃこの世界には人間がいないのだから、そうなるわな。

「それで、あのおばあさんが怪しいとしたら、どういう風に怪しいんだと思う？」

　ただ怪しんでいるだけでは意味がない。もしかしたらただの親切なおばあさんなのかもしれないわけで、それなら怪しむのは失礼というものだ。

「う～。分かんない。でも、さっきのおばあさんは怖かったよ～」

「……どうやってここまで来たのかを、訊いてない」

「んー？　それってどゆこと？」

　ノノディルにも翻訳できないらしいので、俺は自分でその意味を考えるしかない。

「なるほど。モンスターが多いからこの先が危ないと言うからには、俺たちがどうやってここまで来たのかということをもっと疑問に思ってもいいはずだ。ここまでも大概モンスターだらけだったんだからな。それをしないってことは、モンスター以外に何かこの先に行ってほしくない理由があるかもしれない、っていうことか」

　俺の超頑張った長なが台詞ぜりふに、ララルダはただ頭を一度縦に振るだけで応答する。

「すごーい！　ララちゃんとファイちゃんって、かなり良いコンビだよね！」

「……それは、違う」

　無表情で否定して、ララルダはノノディルの膝の上に頭を載せる。

「もちろん、ノノとララちゃんの方がぴったりのコンビだけどね～♪」

　そう言ってノノディルはララルダの頭を撫なでた。なんだこの一連の流れ。

「おばあさんの考えてることになんか心当たりってある？」

　俺はふたりのイチャイチャを無視してララルダに問いかける。ララルダはノノディルの膝に頭を置いたまま首を横に振った。

「も～、ララちゃんくすぐったいよ～」

「かと言ってそのままホイホイ帰るわけにもいかないし……。どうすりゃいいんだろうな……」

　ララルダはゆっくりと身体を元の位置に戻すと、小さく口を開いた。

「それは……」

「どうかしたのかい？」

　予想外の方向からの声に、一瞬、時が止まったように感じる。

　恐る恐る声のした方を見ると、階段を上がってくるおばあさんの姿があった。

「ど、どうかなさいましたか？」

「冷えちゃいけないと思って、毛布を持ってきたんだよ。悪いけど一枚しかないから、三人で使っておくれ。あと、敷布団はないから、そこに積んである藁わらをほどいてくれて構わないよ」

「すみません、わざわざありがとうございます」

　俺はおばあさんの元に駆け寄り、毛布を受け取る。

　その瞬間、おばあさんがにんまりと笑った。

「あまり変な気を起こさないことだねえ。ヒッヒッヒ」

　そう言うと、おばあさんは引き続きヒッヒッヒと笑いながら階下に消えた。

　いや、怖いのだが？

「そういえばララルダ、さっき何か言おうとしてた？」

「……何も。寝よう」

「ノノも寝たい～！　今日は疲れちゃったよ～」

　寝てる場合なのかとも少し思ったが、まあ体力を回復しないことにはどうしようもないのも事実である。

　俺は頷き、部屋の隅にまとめられていた藁の束をほどいた。それを部屋に適当に敷き詰め、簡易の敷布団にする。わりと寝やすそうだ。

「ありがとう、ファイちゃん！　じゃあノノが真ん中ね～！」

　そう言ってノノディルはごろんと藁の上に横になり、そのままゴロゴロと回転する。

「チクチクして痛ーい！」

　じゃあ転がらなければいいのでは……と思うが、角が立ちそうなので言わないでおく。

　ノノディルの回転が落ち着いたころを見計らって、俺も腰を下ろした。ノノディルを挟んで向かい側では、ララルダも横になっている。

「毛布、ふたりで使いなよ」

　俺は遠慮のカタマリみたいになってそのへんに放置されていた毛布を手に取り、ふたりの上に寄せてから横になる。

「えーっ、それじゃあファイちゃん風か邪ぜひいちゃうよ！　三人で固まったらみんな入れるから、そうしよ？　お昼のときみたいに！」

「いや、さすがにそういうわけにはいかないだろ……」

　そもそも、ララルダがそれを了承するわけがないし。

「……そうすれば？」

「いや、そこは了承するのかよ」

　本当によく分かんねえ。

「……さっき、信じてくれたから」

「ん？　さっきっていつのことだ？」

　俺が首を捻ひねっていると、ノノディルがこちらの耳に口を寄せてきた。くすぐったい。

「さっき、ファイちゃんがひとりだけ影の外に放り出されたとき、わざとじゃないと思ってたって言ったでしょ？　ララちゃんはあれが嬉しかったの！　あっ、こういう解説をするとララちゃん怒るから、これはふたりだけの秘密だよ？」

「……全部聞こえてる」

「そりゃそうだろうな」

「えーっ、ララちゃん、そこは耳を塞ふさいでてよ～！」

　そんな都合の良いひそひそ話があってたまるか。

「ありがとう。でも、マジで俺は遠慮しとくよ。大丈夫だから、気にしないでくれ」

「……そういう遠慮は、いらない」

　強めの口調でそう言うと、ララルダはノノディルにぎゅっと抱きつき、そのままくるりと一回転した。

「うひゃあ！」

　ノノディルが楽しそうな声を上げ、ララルダが俺の隣に来る形になる。

　そのままララルダは、俺たち三人の上に毛布を掛けると、俺に抱き着いた。

「え？　……え？」

「こうすれば毛布からはみ出ないね～」

　で、ノノディルもララルダに抱き着いて、俺たちはひとつのカタマリになったようだった。

「いや、どういう状況？」

　めっちゃ当たってるのだが。何がとは言わないが、めっちゃ当たってるのだが。

　服の上からは分かんなかったけど、こんなに大きいのかよ。

「……遠慮は嫌い。素直なのが好き」

　素直とかそういう問題でもない気がするんだけど……。

　まあ、もう振り払う気力もなくなったというか、正直、この心地いい温かさと柔らかさに身を任せたいというか。

「ララちゃんとファイちゃん、すっごく仲良くなったね～！　ノノ、嬉しいよ～！」

「仲良くなったのか？　まあ、この状況に鑑かんがみるに仲が悪いわけじゃないとは思うけど」

「……自うぬ惚ぼれないで」

「はい、すみませんでしたっ！」

　俺は全神経を集中させて自惚れないように努める。というかむしろ、惚れないように？

「ノノとファイちゃんも仲良しだと思うんだけど、どう？」

　突然、少ししおらしい声でノノディルが訊いてくる。

「え、そりゃあそうだろ」

　むしろ、わざわざノノディルがそんなことを確認してきたのが意外だった。

「じゃあ、ひとつお願いがあるの。ノノのこと、ノノって呼んで？」

「え、ああ、うん。分かった。ノノ、で良い？」

「やった～！　ありがとう、ファイちゃん！」

　ノノは心底嬉しそうな声で言う。このくらいでこんなに喜んでもらって、なんかすんませんって感じだ。

「じゃあ、ララちゃんのこともララかララちゃん、って呼ぶのはどう!?　良いよね、ララちゃん！」

「……それは駄目」

「えー、仲良しなんでしょ～！　そうしようよ～！」

「……駄目」

　いや、俺がガンガン距離を詰めようとしてめっちゃ断られてるみたいになってるけど、俺この件に関しては一言も発してないからね!?　なんか不意打ちで飛んできた棘とげで負わなくて良い傷を負い続けてるからね!?

「……寝よう」

　よほど話題を打ち切りたかったのか、ララルダはそう言ってこちらを抱き直した。なんか抱き枕にされてる気がするが、気のせいか？

　胸どころか、全身がこちらに密着し、かなり不健全な感じである。その温かさと、密やかに脈打つその動きと、少し薬草の匂いの混じった、しかしそれでもララルダ本人から発せられているとはっきり分かる甘い香りで、クラっとしそうになる。

「おやすみ～！」

　ノノの声が後ろから聞こえた。

「おやすみ」

　俺もなんとか冷静にその言葉を絞り出して、目を瞑る。

　クラっとしたついでに、このまま眠ってしまおう。

　しばらくじっとしていると、ララルダに触れている部分と自分の境目がなくなってしまったような感覚になって、この妙な体勢もあまり気にならなくなってきた。

　歩きつづけた足のだるさが、藁のベッドに溶け出すように心地いい。

　そして俺はそのまま、まどろみの中に沈んでゆくのだった。





　　　　◇　◇　◇






「ファイは、私のことどう思ってる？」

　ララルダが俺に問いかける。

「どうって、良いクラスメイトだと思ってるけど」

「他のみんなのことは？」

「同じかな」

「そっか」

　そう言ってララルダは笑う。普段見せないその笑顔から、俺は目が離せなくなる。

「じゃあ、こうしてもなんとも思わない？」

　ララルダは俺に目を合わせて、ゆっくりとその顔を近づけてくる。

　何をするつもりだろう。

　そう考える暇もなく、ララルダの顔は俺のすぐ近くにあった。

「目を瞑って？」

　俺は言われるまま目を瞑り、そして俺の唇くちびるに柔らかいものが──





　　　　◇　◇　◇






　目を開くと、口をふさがれていた。

　先ほどまで見ていた夢と現実の区別が曖あい昧まいで混乱するが、夢と現実の区別とか考えてる時点で、これは現実なのだろう。

　そもそも、俺の口をふさいでるのは唇じゃなくて手だし。

「……静かに」

　後ろからララルダの声が聞こえてくる。

　それと同時に、身体に触れるララルダの感触のことも思い出した。それで夢を見たのだろうか。ちょっと触れられたくらいであんな夢を見るとは、我ながら情けない。

　で、現実ではどうして俺は口をふさがれてるわけ？

　とりあえず、頷くことで了解の意をララルダに示す。

　別に脅おどすつもりとかはなかったらしく（端はなから疑ってないが）、ララルダはそっと口から手を離した。

「……おばあさんが、家を出た」

「だからノノたちも、この隙に出かけちゃおうって作戦だよ！」

　小声でララルダとノノが言う。

　どちらの声も俺のすぐ後ろから聞こえてくる。ララルダが俺にしがみつき、ノノがララルダにしがみつき、という状況は変わっていないらしい。

　暗い中、そのままの状態で俺たちは話し続ける。顔同士が近くにあるから、小声でも話しやすい。

「ノノも起きてたのか」

「……寝すぎ」

　非難を込めた声でララルダが言う。まあ、寝つきの良さにかけては自信があるからな。

　熟睡している人を起こすのは意外と骨が折れるものだ。起こしたとき驚きで大声を上げないよう、口をふさいでいたのだろう。

「でも、おばあさんはどうしてこんな真夜中に家を出たんだろう。あと、どうしてそれに気付けたんだ？」

「……前者は、不明。後者は、様子を窺ってたから」

「明日の朝この先に出かけようとしても止められちゃうだろうし、もしおばあさんが悪い人だったら怖いもん！　ララちゃんは、出かけられるなら出かけたいって思って、おばあさんの出す音を聞いてくれてたみたい！」

　ノノがララルダの意図を解説してくれる。俺が起きる前に、少しそのことについて話していたのかもしれない。

「ということは、ララルダはずっと起きてくれてたのか？　それなら、言ってくれれば交替したのに」

「……ノノはそういうこと言うと、寝つけないから」

「もーっ！　ノノは子どもじゃないよー！　そのくらい大丈夫だもん！」

　ノノは小声で非難の声を上げるが、まあ、俺だってそう言われていたらぐっすり眠れていた自信はない。けれど、大切なことを言わずに自分を犠ぎ牲せいにする今回のララルダの姿勢は、あまりしっくりこなかった。

「ありがとう、ララルダ。でも今度からは、俺たちも頼ってくれ。確かに三人で起きてても意味ないけどさ。ララルダだけが寝不足で良いってことにはなんないと思うんだ」

　俺の言葉に、ララルダは少し不機嫌な沈黙で応える。

　ジトっとした目で俺の後頭部を睨んでいる彼女の様子が、容易に想像される。

「……分かった」

　が、返ってきたのは意外にも素直な返事だった。

「ありがとう、でもちょっと痛いのだが」

　先ほどの返事と同時に、ララルダはこちらを抱く腕に思い切り力を込めていた。どういう感情なのか全然分からねえ！

「……行く」

　そう言ってララルダは力を緩ゆるめ、俺の腕を取ってそれ以外の部分から自分の身体を離した。

　なんだか一気に心こころ許もとない気分になり、俺はなぜか少し笑ってしまう。

「ファイちゃん、楽しそう！　良いことあった？」

「いや、なんでもない」

　横を見ると、ノノも同じようにララルダの手を取って立ち上がっていた。ララルダが真ん中に立ち、俺たちの手を握っている形だ。

「……また、影をひとつにする。今度は、離さない」

　そう言ってララルダは再び影の魔法を形成した。

「へー。こんな夜中に影も何もあったもんじゃないだろうと思ったけど、案外、昼間と同じようにできるもんなんだな」

「……影はどこにでもある。そこが完全なる闇でない限り」

「いえーい！　ララちゃん、いかすー！」

　囃はやし立たてるノノに、ララルダは綺き麗れいなドヤ顔を返す。

　今の、カッコつけてたの!?　普段と同じテンションで言うものだから、全然気が付かなかったぜ……。

「そうか。カタマリになって寝たのも、いざというときに影の魔法をすぐ使えるようにするためだったんだな」

「………………それな」

「えっ、違うの!?」

　俺の言葉を無視して、ララルダは歩を進める。

　さて、いよいよ真夜中の村を通り抜けるという気が重いミッションに移らなければならない。

　屋根裏から階下に降りても、おばあさんの気配はない。それでも慎重に、足音を立てないようにして進む。

　そもそも、おばあさんはなんのために家の外に出たのだろうか。

　コンビニなんてもちろんない。この世界では、基本的に夜は眠るための時間なのだ。

　あまりにも静かな世界。

　いくら気をつかったところで物音を立てないなんてことはもちろん無理で、衣きぬ擦ずれやわずかな息の音が、他から鳴った音のように響いていちいち怯えてしまう。

　裏口は存在しないため、玄関から正攻法で出るしかない。たまたま一番前にいた俺は扉に手をかけ、ゆっくりと開けた。

　近くに誰もいませんように、と祈るしかない。

　扉の外に誰かがいたところで、俺たちの姿は見えない。相当近くに誰かがいない限り、すぐに移動すれば俺たちの居場所を悟られることはない。

　そう脳内でシミュレートしつつ開いた先、そこには幸運にも誰の姿もなかった。

　優しく投げかけられた月明りに、俺はほっとする。

「おばあさん、どこ行ったんだろ」

「……向こうから、気配がする」

　ララルダが視線で示したのは村の奥の方──小さな丘に遮られて見えなくなっている部分だった。

「行ってみる……？」

　不安そうにノノが言う。

　このまま回れ右して村を出ても良いとは思うのだが、夜中におばあさんが家を出た理由を知りたくないと言えば噓うそになる。何より直感的に、俺たちがこの先に進むことを引き留めた理由と、おばあさんの行動はつながっている気がした。

「行こう」

　俺の言葉に、ララルダとノノは小さく頷いた。

　ララルダを中心とした陣形で、俺たちは歩みを進める。

　少し歩くと、ひそひそ話の声が聞こえてきた。俺たち三人は声を出さないように注意しながら、お互いに顔を見合わせた。相手の声が聞こえるということは、こちらの声も聞こえるということだ。

　俺たちは丘を登らず、大きく迂う回かいして声に近づく。そのへんの舵かじ取とりはすべてララルダがやってくれていた。

　丘の向こう側までたどり着くと茂みがあった。すぐ裏に、声の主たちがいるはずだ。

　俺たちは茂みで身を隠すようにしながら、その先を覗のぞき込こむ。

「……！」

　思わず出そうになる声を抑えた。

　そこには、円座になって座る数人の村人たちがいた。もちろん、俺たちを泊めてくれているおばあさんもその中にいる。

　暗闇の中、淡々と話し合いを進めるその様子は俺に異様な印象を与えた。

「それで、結局あの者たちの処遇はどうしましょうか……」

「うむ……。行かせるわけにはいかぬ……。少なくとも、レンティエールの密約の可否が分かるまではな」

「ということは、もし行った際は……」

「案ずるな。行かせはせぬ。少なくとも、我らが魔族に見えているうちは」

「それにしても、彼は何を考えているのでしょうか」

「ラゴのことか？　分からん。それは我らの関与するところではない。すべては長老様に委ゆだねるしかなかろう」

「ですが、エルフを裏切ることになるとすれば……」

「うむ……。あまり考えたくはない事態だがの」

　聞こえてきた会話の内容に、俺は息を呑のむ。

　確かにラゴ、という言葉が聞こえた。やはりこの村の先にラゴちゃんはいるのだ。

　しかし、同時に聞こえてきたよく分からない言葉のことも気になる。密約？　裏切り？　どうも、ワイワイ和なごやかな雰囲気ではない。

　俺は隣のララルダに目を遣る。

　ララルダは真剣な表情で目の前の光景を見ている。

　それは、まるで俺には見えていない何かを見透かしているような視線だった。

　ノノはララルダに寄り添うようにして立っている。ララルダの手を通してでさえ、彼女の不安が伝わってくるようだ。

　あるいはこれは、ララルダの不安なのかもしれないけれど。

　そのとき、ガサガサ、という音が鳴った。

　どこから鳴った音だろうと呑気なことを考えていたが、明らかにララルダが発した音だった。彼女は音を立てるのもお構いなく、前へ進んでいるのだ。

　彼女は俺の手をぎゅっと握っている。今度は離さないという先ほどの宣言を確かめるかのように。

　だから俺も、少しよろけながらも、彼女に付き従う。それはノノも同じようだった。

「だ、誰だ！」

　明らかな異音に気付いたのだろう。村人たちが一いつ斉せいにこちらを向く。

　ララルダは俺とノノをそれぞれ一いち瞥べつすると、俺たちの手を離した。

　同時に、俺たちを包んでいた影の膜が消え、宵よい闇やみが一層黒くなる。

「そこにいたのかい！」

　おばあさんがこちらを見て驚きの声を上げた。

「……盗み聞きして、ごめんなさい」

　ララルダはおばあさんに素直に謝罪する。俺とノノも彼女に倣ならって、頭を下げた。

「……もう、全部聞いた。だから、そっちの姿も、見せてほしい」

　ララルダの言葉に、村人たちにどよめきが走る。しかしそれも束の間で、すぐに諦めのムードが漂い始めた。

「ララちゃん、それってどゆこと？　村の人たちの姿ってもう見えてるけど！」

「……見えているものと、見るものは違うから」

　その言葉の意味について考えている俺の目の前で、あり得ないことが起きた。

　──村人たちの姿が、全員ぬいぐるみになったのだ。

　ちなみに、おばあさんは梟ふくろうのぬいぐるみ。他の村人たちもラゴちゃんのようなドラゴン型からテディベア型、犬猫リスまで様々だ。

「ええっ!?　突然ファンシーすぎない!?」

　今まで『謎の村の秘密！』みたいなノリだったのに、突然目の前がツンデレお嬢様の寝室（偏見）みたいになったのだが？

「正体を見破られたからには仕方ないッポ……」

　そう言って、先ほどまでおばあさんだった梟のぬいぐるみはこちらにフワフワと飛んでくる。

　ヤベえ、これは命の危機では？

「ラゴには悪いけど、すべてを話すッポ」

「あ、そうなんだ」

「これもきっとそういう運命さだめなんだッポ」

　そうして、梟のクロウさんはこの村の成り立ちについて詳くわしく説明してくれた。

　ここは、いろいろな事情でぬいぐるみに憑ひよう依いすることになった精霊たちが暮らすコミューンらしい。

　ラゴちゃんみたいにエルフを手伝うために憑依した人もいれば、邪悪な存在によって無理やりぬいぐるみに閉じ込められた人、個人的な趣味でぬいぐるみとして生活している人など、様々なようだ。ぬいぐるみから自由に抜け出せるかどうかとか、それぞれの状態も千差万別ということらしかった。

　で、そういう同じような同じじゃないような境遇の精霊たちが、お互いに助け合って暮らすためにできた村がここということらしい。

「……それで、ラゴちゃんはどこ」

　説明を聞き終えたララルダが、辺りを見回しながら言う。

「ここにはいないッポ。このずっと先にある、長老の館にいるッポ」

「それって、さっき言ってたレンティエールの密約？　っていうのと関係があるの？」

　ノノがクロウさんに尋ねる。その名前覚えてたのすごいな。俺は一瞬で忘れていた。

「そうだッポ。レンティエールの密約は、仮かり初そめの姿を纏まとう契約を強制的に上書きするための秘儀だッポ。条件がいろいろあるから、できないことの方が多いけど、ラゴはそれが可能かどうか長老に訊きに来たんだッポ」

　ん？　今の、かなりの重大情報じゃね？

「どうしてラゴちゃんはそんなことをしようと思ったんですか!?」

「それはプライベートな問題。我々も聞いてないッポ。この村が目的とするのは、ただ共通点を持つ仲間の相そう互ご扶ふ助じよッポ。我々はラゴと長老の間を取り持ち、ラゴを邪魔しに来たかもしれない人たちをラゴに近づけないようにしていただけッポ」

　なるほど、その『邪魔しに来たかもしれない人たち』が俺たちってわけか。村の人たちが魔族の姿に化けていたのも、ラゴちゃんとの共通点を悟られないようにするためだったのだろう。

「ねえ！　ララちゃん、ファイちゃん！　ラゴちゃんは、本当にノノたちと一緒にいるのが嫌になっちゃったのかな……？」

　ほとんど泣き出しそうな声でノノは言う。

　契約の上書きを旨むねとする、レンティエールの密約。その性質を考えれば、ラゴちゃんが本気でエルフ学園を去ろうとしている可能性は否定できない。

「……きっと、大丈夫」

　ララルダはそう言ってノノの頭を撫でる。普段、あまり楽天的なことを口にしない彼女のそんな言葉には、確かな重みと安心感があった。

「明日、長老のところまで行って自分たちで確かめてくるのが良いッポ。ただ、どんな答えが待っていても、ラゴの意思を尊重してあげてほしいッポ。我々の願いは、ただそれだけッポ」

　クロウさんの言葉に、周囲にいたぬいぐるみの人たちが一斉に頷く。

　全員めっちゃフワフワしてるが、こちらに伝わる切実さは全然フワフワしていない。

　俺たちはそんな彼らに、神妙に頷きを返すしかないのだった。





　　　　◇　◇　◇






「うう……ラゴちゃーん……」

「……」

　朝からテンションの低いノノとララルダとともに、坂を登る。

　ラゴちゃんがエルフ学園から家出した理由に直面しなければならないのだ。俺だって気が重く、足も重い。

　周囲をうろつくモンスターたちからは、例によって影の魔法で隔てられている。昨晩から続く、ララルダが中央に立って俺たちと手をつなぐというこのスタイルにも、だいぶ慣れてきた。

「ラゴ～ラゴ～♪」

　と、そのとき。前方から、聞き覚えのある声による鼻歌が聞こえてきた。

　まさか、と思って前を向くが、そこにいたのは明らかにラゴちゃんである。

「ラゴちゃん！」

「ラゴ？　ノノの声がしたような……。まあ、勘違いラゴね！」

　そう言ってラゴちゃんはすいーっと飛び続ける。

「ララちゃん！　手を離しても良いでしょ？　ノノ、ラゴちゃんと話したい！　久しぶりに会ったんだもん！　ラゴちゃんってちゃんと呼びかけたい！」

　ひさしぶり、と言っても二日ぶりくらいなのだが、確かに俺もラゴちゃんの姿を見てちょっとうるっときたのは事実である。だから、ノノの気持ちはよく分かる。

「……ダメ」

　しかし、冷静な声でララルダはノノに言い放つ。同時に、こちらの手を握るララルダの力が強くなる。おそらく、ノノに対してもそれは同じなのだろう。

「どうして!?　ララちゃん！」

「……危ないから」

　いつも以上に絞り出すような声で、ララルダはそう告げる。

　周囲を見回すと、俺たちの声の出どころを探してモンスターたちの動きが活発になっていた。確かに現状、影から離れると一瞬でモンスターに狙われてしまうだろう。

「……でも……でもっ！」

　そう言っている間に、ラゴちゃんはどんどん遠ざかってゆく。

　俺たちも踵きびすを返して歩き始めたが、この歩調では到底追いつくことはできない。

「──走ろう」

　俺の提案に、ララルダとノノが同時にこちらを見た。

「手を離さなければ大丈夫なんだろ？　じゃあ、三人で歩調を合わせてラゴちゃんのところまで走るんだ」

「ファイちゃん！　それだよ！　それ！」

「……できる、かな」

　大喜びのノノとは対照的に、ララルダは不安そうな表情を見せた。

　確かに、三人で派手にこけたら目もあてられないだろう。ノノがこけて泣き出したらと思うと、俺もちょっとためらってしまう。

　でも、ラゴちゃんと早く話したいという気持ちは三人とも同じはずだ。そんなの、確認しなくても分かる。

「大丈夫だって。俺たち三人の仲だろ？」

「……いつから、そんなに、」

　そう言いかけて、ララルダは首を横に振った。その口元には、うっすらと優しい笑みが浮かんでいる。

「……ううん。そうだね」

「じゃあ決まりだ！　行くぜ!?」

「おー！」

「おー」

　俺たちは手を握ったまま横に並び、呼吸を整える。

「「「３、２、１！」」」

　そして、そのまま緩やかな下り坂を駆け出した。

「案外怖いなっ！」

「すごいスピードだよー！」

「……リズムを取って、気を付けて」

　足を取られないように、同じテンポで次の足を出すことを心掛ける。

　隣のララルダのことを意識して、その隣のノノのことも意識して。

　三人の呼吸がぴったり合っていることが、感覚で分かる。

　風が頰を撫で、同じ風をふたりも感じているんだと思うと、とても頼もしくて。

「気持ちいー！」

「ああ、最高だ」

「……ね」

　そして、視線の先のラゴちゃんの姿がどんどん大きくなってくる。

「そろそろブレーキが必要じゃないか？」

「ん？　ファイちゃん、ブレーキって何？」
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「ああそっか。自動車的な物がないから、そういう概念もないのか」

　と、そんな悠ゆう長ちような会話をしている間にも、ラゴちゃんのモコモコの背中はどんどん近づいていた。

「ダメだってこれ！　ちょっとスピード落として！」

「ラゴちゃんにぶつかるよー！」

「……ぬいぐるみだから、大丈夫」

「そういう問題なの!?」

　そんな会話をしつつ、なんとかラゴちゃんの手前ギリギリで止まることができた。倒れることなくバランスを取れたのが奇跡のように思える。

「ラゴっ、ラゴっ、ラゴ～♪」

　そんな俺たちのドタバタ劇をよそに、ラゴちゃんは呑気に鼻歌を歌っている。こちらの気配には気付いていないらしい。

「で、どういう風に接触するんだ？」

「ノノがラゴちゃんの尻尾を摑もっか～？」

「……もっと、確実に捕らえる」

　なんか言い方が怖いが……。まあ、急に尻尾を摑むのもどうかと思うし、とりあえずララルダのやり方を見ておくことにする。

　ララルダの歩調に合わせて、俺たちは足早にラゴちゃんの手前に回り込む。

「……ラゴちゃんを受け止めるから。ノノとファイは、肩を組んで」

　なるほど。人の網となってラゴちゃんを影の中に入れる作戦らしい。

「ラゴっ、ラゴっ、ラゴオオオオオオ？？？？？」

　まもなく、ラゴちゃんはララルダの胸に思い切りぶつかった。柔らかいものと柔らかいものが触れあう、ばふっという音がする。

　で、弾かれそうになったラゴちゃんを、俺とノノが肩を組むことで包み込む（身長の関係で、ノノが実際に触れているのは俺の背中だが）。

「うえーん！　ラゴちゃーん！　会いたかったよー！」

　ノノが腕に思い切り力を込めながら言う。

　ラゴちゃんを抱きしめたいという気持ちの表れなのは分かるのだが、俺も巻き込まれて抱かれているため、ラゴちゃんを中心にしてノノとララルダと密着する形になる。要はめっちゃ距離の近い円陣みたいな恰好だ。

　何がとは言わないが、これだけ大きいと横から当たってもこんなに存在感があるのか。すごいな。

「ラゴっ!?　ノノにララルダ、それにファイ！　どうしてこんなところにいるラゴ!?」

「それはこっちが訊きたいよー！　ラゴちゃん、エルフ学園やめちゃうの!?　ノノがわがままばっかり言うから、嫌になっちゃったの？」

「……ちょっと、頼りすぎてた。ごめん」

「俺もラゴちゃんの苦労、分かってなかったよ。ごめんな」

「なんのことラゴ～!?　エルフ学園をやめようとか、そんなこと思ってないラゴ！」

「ふぇ？」

　むぎゅっと俺たちに身体を密着させていたノノが、力を緩めてラゴちゃんを見る。

「じゃあどうして、いきなりいなくなってレンティエールの密約なんてしに来たの？」

「ラゴっ……。そこまで分かってるラゴ？　仕方ないラゴ。心配かけちゃったみたいだし、ぜんぶ話すラゴ」

「ありがとうラゴちゃん！　今、影の魔法を使ってるから、ノノの頭に乗るといいよ！」

「分かったラゴ～」

　ラゴちゃんは言われた通り、ノノディルの頭上にちょこんと乗る。ノノが、すごく奇抜な帽子を被っている人に見えなくもない。

　それから、自然とノノを中心に手をつなぐ形になって、俺たちはぶらぶらと歩きながらラゴちゃんの話を聞く。

「この前、遠足の第一部で街に行ったラゴ？」

「ああ。メリルと俺が企画して、みんなで街に行ったときか」

　あのときはラゴちゃんもついてきて、一緒にワイワイ買い物なんかをしたっけ。

「そのとき、おもちゃ屋さんですごくカッコいいぬいぐるみを見つけたラゴ。それで、身体をそこに移動できないかなと思ったんだラゴ」

「えー、ラゴちゃん、もしかしてそのためにここまで来たわけ？」

「そうラゴ……。別に、ララルダとの盟約を解消したかったわけじゃないラゴよ？　ただ、この身体を使うって条項だけ上書きできないかと思って、ぬいぐるみコミュニティを頼ってここまで来たんだラゴ」

　そう言ってラゴちゃんは尻尾で自分の身体を指し示し、小さな羽をパタパタさせる。

「……結果は？」

　いろいろ言いたいこともあるのかもしれないけど、ララルダは簡潔にそれだけ問うことにしたようだった。

「無理だったラゴ。ララルダの盟約の条項は盤石すぎて、簡単には上書きできないって長老に言われたラゴ」

「……フフッ。当然」

　ララルダは満足げにニヤリと笑う。感想それ!?

　まあ、自分の魔法の優秀さが証明されて嬉しいのだろう。

「でも別に、盟約にその身体が必須ってわけじゃないんだろ？　それなら、ララルダに頼んで替えてもらえば良かっただけなんじゃないのか？」

　俺の言葉に、ララルダはうんうん、と頷く。そういった操作はできないことではないらしい。

「ラゴーっ！　お前はまったく分かってないラゴ！　精霊スピリツツの心スピリツトってやつが！　たとえば財布にジャラジャラチェーン！　つけたら最高にキラキラメーン！　でもそのチェーンがママの購入！　しかもそのまま無批判に導入！　それって一体どうなのＹＯ！」

「突然ラッパーみたいな煽あおり方かたしてきた!?」

　でも、言いたいことはよく分かるし心当たりがありすぎる。

　俺も中学で髪にワックスをつけたくなったとき、親に隠れてつけてたもんな。

「ということは、ラゴちゃんってララちゃんをお母さんみたいに思ってるってこと？」

「い、今のはただのたとえ話ラゴ！　ただ、こんなことでララルダの手を煩わずらわせるのもどうかと思っただけラゴ！」

　ラゴちゃんはノノの頭の上でそっぽを向く。思春期か？

「……でも、勝手に出て行くのは、ダメ」

　ララルダが真剣な表情でラゴちゃんを見つめる。

「ラゴっ……。ごめんラゴ……。こんなに時間が掛かると思ってなかったし、こんなに心配されるとも思ってなかったラゴ……」

「そりゃ心配するよ～！」

「……精霊は気まま。知ってるけど、ね」

　和やかな空気が流れ、俺たちは穏やかな下り坂をゆっくりと下る。

　もっとギスギスするかと思ったが、そんなこともないようだ。良かった良かった。

「……それで、どうするの」

「ん？　何がラゴ？」

　ノノの髪の毛をベッドにくつろいでいたラゴちゃんは、ララルダに向き直る。

「……そのカッコいいぬいぐるみに、身体を替えることもできる」

「あー、その話ラゴ……。でも、今回は遠慮しておくラゴ。ララルダにお願いして身体を替えるのは、やっぱりなんか違うラゴ」

「……もっと自由になりたい？　盟約を解消するのは、ラゴちゃんの自由」

　ララルダの表情は、皮肉でも脅迫でもなく、本気だった。

　本来、自由な精霊であるラゴちゃんをぬいぐるみに憑依させて使役していることへの違和感が、ララルダの中にはあるのかもしれない。もちろん、ラゴちゃんとしても火の王になるためにララルダを利用しているのではあるが。

「ふふんっ！　そんなの知ってるラゴ！　嫌になったら、真っ先に言うラゴ！」

「……そっか」

　ララルダは満足げに微笑ほほえんで、前を向く。

　エルフと精霊。その関係はまだまだ、俺には計り知れないことばかりのようだ。

「……帰ったら、ラゴちゃんの料理食べたい」

「ノノもノノも～！」

「俺もそろそろ、ラゴちゃんの料理が恋しくなってきたところだよ」

「も～！　仕方ないラゴね～！」

　そんなことを言いながら、ラゴちゃんはノノの頭から離陸して空を飛び回る。

　視線を上に向けて、その姿を追う。ラゴちゃんの影が一瞬だけ陽ひを隠す。ぐるんと大きく首を回す俺に、風が吹きつける。

　それは俺には、巨大な竜が遙はるか上空で巻き起こした風のように思えた。
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「ファイ～！　精霊魔法を使う上での五大禁きん忌きの最後ってなんだっけ……？」

　イーゼルはもう無理だとでもいうように机に突つっ伏ぷしながら俺に尋ねる。まだ勉強を始めて数分も経たってないが……。

「えーっと、ちょっと待って……」

　俺は机の上に出していたノートを開き、カレン先生の言ったことを日本語で書き留めたメモを眺める。

「これじゃない？　精霊を他の精霊に憑ひよう依いさせること」

「あーっ、それだ！　さすがファイ！」

「いや、そんなこと言ってる場合なのか？　けっこう大事なことっぽいけど」

　と、俺がそんな余裕をこいていられるのは、俺の学習範囲がその遙か手前だからだ。

「うう～。それを言わないで～」

　絶望的な表情を見せるイーゼルに、俺も分からないところを質問することにする。

「イーゼル、これってどういう意味？」

　俺は教科書（エルフの学校教育の一番はじめに使うやつらしい）に書かれた文字を見せながらイーゼルに尋ねる。

「えーと、これは、『賢者の石』って読むんだよ！　ここの例文は、

『これは賢者の石ですか？』

『いいえ、これは賢者の石ではありません』

『では、これはドラゴンの鱗うろこですか？』

『はい、そうです』

　っていう会話になってるね！」

「なるほど、やっぱり世界が違うと例文も違うんだな……。ありがとう」

　俺は教科書にメモを書き込みながらイーゼルに礼を言う。

「へっちゃらだよ～！　それにしても、ファイの課題にわたしのテストの点数が入るなんてね～。足手まといになっちゃったらごめんね！」

「いや、それはこっちの台詞せりふだよ。こちらこそ迷惑かけてすまない」

「迷惑なわけないよ！　一緒に勉強する人がいると、集中力が続くし！」

　さっきからの様子を見るに全然集中してなかったが……。まあそれは言わないでおく。

「ほんと、校長も何考えてるか分かんないよな」

　先日、ラゴちゃんを無事に連れ帰った俺は、めでたく三つ目の課題をクリアした。

　で、中間テスト前の最後のハードルとして提示されたのが、まさにその中間テストでエルフ語の初級問題に合格するというまともすぎる課題だったのだ。

　しかしなぜか、イーゼルと一緒に勉強するという条件付き。しかも、イーゼルのテストが赤点だと不可避的に俺の課題も不合格になるらしい。

「あはは。たぶんそれも、わたしのせいなんだよね。わたし、人のことを手伝い始めると自分のことが後回しになっちゃって……」

「なるほど。そうならないための対策ってわけか」

「あはは。お恥ずかしい限りだよ」

　そう言ってイーゼルは頰ほおを赤くする。

「恥ずかしがることなんてないって。つまり、イーゼルは良い奴ってことだろ？　人のことを放っておけない性格だから、俺も助けられたわけだし」

「人が倒れてたら、誰でも助けるって」

「そう思えるのが良い奴ってこと」

「そんな良いもんじゃないと思うんだけどなあ」

　イーゼルはそう言いながら、教科書を両手に持って顔を隠した。

「あー、ここも分かんない！　薬草の調合の計算のところ。ファイは分かる？」

「いや、全然。薬草のあたりは、出てくる名前が難しいからほぼ上の空なんだよな」

「分かる！　わたしもだよ～！」

「ちょっと前にこの世界に来た奴と同じところで共感してていいのか？」

「うぐっ！　おっしゃるとおりです……。コトリ、早く来ないかな～。教えてほしいところ、いっぱいあるのに」

　イーゼルは図書室の入口を振り返りつつ言う。

　図書委員のコトリはテスト前もカウンターに座っていて、そこでずっと勉強しているらしい。ただ、今日は夕飯の材料を狩ってから来るとかで、図書室にいるのは俺とイーゼルだけなのだった。

「なんかこの席、すっごく窓からの日差しが当たるようになっちゃった。ファイ、隣に行って良い？」

「ああ、もちろん」

　俺は広げていたノート類を少し横にずらし、イーゼルのためのスペースを作る。

「よっしょ」

　俺のすぐ隣に座り直したイーゼルだが、一向に勉強をし始める気配がない。

　ちらりと横を向くと、彼女はうつらうつらと頭を動かしていた。

「イーゼル、寝そうだぞ」

「ふぁっ!?　ごめんごめん。なんか良い感じにあったかくってさ。また寝そうになってたら起こしてね？」

「分かったよ」

　そんなことを言いつつ、俺も結構危ない。

　教科書にたくさん書かれたエルフ語の文字を見ていると、それらが意味を結ぶか結ばないかという狭はざ間まで、思考がどっかへ飛んでいきそうになる。

　俺はこれを読めるようになるのだろうか。マジでテストとか大丈夫なのだろうか。そんな不安が、じわじわと俺の心を満たすのを感じる。

　俺って、みんなと違う言葉を話してるんだもんなあ。

「ぐぎゃっ」

　左肩に衝撃を受けたと思ったら、完全に眠ったイーゼルが頭をもたせかけてきていた。さっきの話だと起こさないといけないところだけれど、俺も眠いので、イーゼルが寝てるならまあいっか、と思考が流れてしまう。

　そして俺はまどろみに負け、目を閉じたのだった。





　　　　◇　◇　◇






　目を開けると、すぐそこにイーゼルの顔があった。

「ん？　やべっ、寝てた？」

「‰※○§×[image: ]≠？」

　慌てたように何事かを言いながら顔を赤くするイーゼルにもいろいろ疑問はあるが、それよりも俺は俺たちが今いる場所について一番知りたかった。

「ここって森だよな？　俺たちって図書室にいたはずだけど、いつのまにこんなところに来たんだ？」

「＠[image: ]☆±[image: ]§！」

　イーゼルはまたもや聞き取れない言葉を発しながら、俺の唇くちびるを指差し、自分の唇を指差し、それから両手で×印を作った。彼女の顔には、驚きの表情が浮かんでいる。

　俺はとりあえず落ち着く必要を感じ、イーゼルのジェスチャーの意味についてじっくり考える。

　イーゼルが口にしている言葉の響き。それには聞き覚えがあった。

　ララルダが風の精霊魔法によって俺たちの言葉を互いに通じるようにしてくれる前。彼女たちが話していたエルフ語は、まさにこんな感じだった。

　てことは……。

「もしかして、言葉が通じなくなってるのか!?」

　と、こう言っている俺の言葉も通じていないのだろうけれど、イーゼルはエルフ語で応えながら首を縦に振る。雰囲気で伝わったらしい。

「どうしてこんなことに……」

　困惑している俺の肩をイーゼルが叩いた。そして、再び互いの唇を指差し、エルフ語で何かを話す、おそらく状況についてもう一度整理してくれているのだろう。

　うむ。確かに、突然言葉が通じなくなるのは困るよな。さっきまでは話せてたのに。

　俺がうんうんと頷いていると、イーゼルに唇を奪われた。

「ぬぷっ!?」

　もしかしてなんか違うこと言ってた!?

　そのままイーゼルは、こちらの口に息を吹き込んでくる。その空気の温かさが妙に生々しく俺は背徳的なことをしているような気持ちになる。

　俺の様子から何かを悟ったのだろう。イーゼルは顔を離し、両手を合わせて頭を下げてきた。

「いや、問題ない。俺こそ、なんか悪かった……」

　たぶん、イーゼルの予想では今ので言葉が通じるようになるはずだったのだろう。だが残念ながら、イーゼルの言葉はまだ俺の中で意味を結ばない。

　イーゼルは森の中を指さす。そしてそのまま、指をくるくると回す。

　歩き回って様子を見よう、あるいは、学園を探そうということなのだろう。俺は頷うなずいてイーゼルの横に並んだ。

　落ち葉を踏む、ざく、ざく、という音だけが響く。言葉が通じないと分かっているので、お互いに口を開くことはない。

　でも足音がふたつあるという事実は、当たり前にとても頼もしくて。

　時折、腕と腕がぶつかり合う。そのくらい、不安で、互いに近くを歩いているのだと気付く。

　そして俺たちは、どちらからともなく手をつないでいた。

　手をつないだまま深い森を歩きつづけていると、自分たちがおとぎ話の登場人物になったような気がしてくる。

　どうして、俺たちの言葉は通じなくなってしまったのだろうか。

　そりゃあもちろん、最初から精霊の力で通じるっていうこと自体がご都合主義で、ちゃんと学んでいない言葉が通じるはずがないと言えばそうなのかもしれないけれど。

　それでも、今まで通じていた言葉が通じなくなるなんて。そんな悲しいこと、起こらなくてもいいじゃないか。

　あるいはもしかして、初めから言葉なんて通じていなかったのだろうか。

　俺はただ、何かを勘違いして会話できたような気になっていて。その勘違いが今、何かの拍子になくなっただけなのだろうか。

　そんな妄想が、とても悲しくて怖いものだと、後になって気が付く。

　俺はつい、握るイーゼルの手に力を込め、彼女の顔を覗のぞき込こんでいた。

　ふと彼女は立ち止まり、俺にゆっくりと微笑ほほえみかけ、空いている手で俺の頭を撫なでる。

「ありがとう」

　俺は本当に救われたような気持ちになって、彼女にそう伝えていた。

　イーゼルはちょこん、と首を曲げて分からない、というポーズを取る。

　この感謝が伝わらないことが、途と轍てつもなく悔しかった。でも俺は、感謝を伝える方法が言葉だけではなかったことに気が付く。

　俺は彼女の頰にそっと触れてから、自分の唇を指差した。いちおう、確認しておいた方が良いと思ったのだ。

　彼女は俺のジェスチャーに頷き、片側の頰を俺に差し出す。

　俺はそこに、うっすらと唇を触れさせた。

　以前とまったく同じ。柔らかな感触に、脳がしびれそうになる。

　彼女と目が合っていた。

　死にかけていた俺を救ってくれたのは、イーゼルだった。あのときと同じ、優しい瞳ひとみがそこにあった。

　イーゼルも同じように、俺の頰に人差し指をぴたりとくっつける。少し冷たいその感触がくすぐったい。

　俺は頰をイーゼルに差し出し、目を瞑つむった。

　イーゼルの唇は、俺の頰にとても長いあいだ当たっていた。

　もしかすると、それは俺の感覚が間延びしていただけなのかもしれない。でもたぶん、それは彼女が俺に、精一杯、感謝を伝えようとしてくれている証あかしなのだと思った。

「でも俺ってイーゼルに感謝されるようなことしたかな」

　俺の言葉に、イーゼルは首をかしげる。そして、エルフ語で何かを言いながら、えへへと笑う。

　その笑顔があまりにもいつものイーゼルの笑顔で、俺もつられて声を出して笑った。

　なんだかそれで、不安なんて消し飛んでしまった。

　もし俺たちが本当は違う言葉を話していて、もし俺たちが本当は何も分かり合えていなかったのだとしても。

　俺とイーゼルが、今ここで笑い合っているという事実は、絶対に変わらないから。
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　そのとき、どこかからコトリの声が聞こえてきた。

　俺とイーゼルは顔を見合わせて、互いに安あん堵どの息を漏もらし合あう。

　すぐに茂みの向こうから、コトリ、メリル、ララルダ、ノノの四人が姿を現した。これでエルフ学園の生徒全員集合である。

　だが、案の定俺は彼女らの言葉を聞き取ることができない。

　イーゼルは四人に現状を説明してくれているらしく、四人はイーゼルの話を聞くたびに『へー』ってな具合に俺の方を見るのだった。

　で、そっからコトリが何かを説明し、メリルがコトリにツッコミを入れ、ララルダが言葉少なに解説を加え、ノノが楽しそうにそこにコメントを入れる。

　そんないつもの光景。そこまでは分かるのだが、やはりその輪に入れないのはちょっと、いや、かなり寂しい。

　で、振り返ったイーゼルは俺にドヤ顔を向けたかと思えばぐー、と親指を突き出し、ウインクを飛ばしてきた。心配するなということなのだろう。

「分かったよ」

　俺は自分の声にちょっと不ふ貞て腐くされた雰囲気がにじんでしまったことに気付き、後悔する。が、五人は特に気にしていないようだ。

　俺、この五人のこと、相当好きなんだな。

　唐突にそんなことを思って、ため息のひとつでも吐つきたくなる。

　五人はワイワイと列になって歩き出し、俺はその後ろに続く。こうなったら、あとはついていくだけである。

　そう思っていたのだが、前を歩いていたイーゼルが突然振り返り、俺の手を取った。そして、列の先頭まで俺を連れていく。

　イーゼルは俺の手を握り鼻歌交じりに歩き、俺はイーゼルに手を引かれてその後ろをへらへらと歩く。そのまた後ろでは、コトリとメリルが何事か言い合っていて、そのさらに後ろでは、ララルダに背後から両肩を支えられたノノが電車ごっこみたいに歩いている。

　エルフと人間の奇妙なキャラバンは、森をどんどこ進んでいく。

　イーゼルの鼻歌はいつの間にか歌詞付きの熱唱に変わり、後ろの四人がそれに続いて美しいハーモニーを奏で始めた。

　俺はそれを聞きながら、すげー、とただただ夢見心地で感心していたのだけれど、急に後ろから肩を叩かれてその夢見心地は消える。

　振り返ると、コトリがエルフ語で俺に何かを訴えていた。口元で開いた手を動かしていることからして、一緒に歌えということらしい。

「いや、でも歌詞とか分かんないし」

「ハァ？」

　はっきりとそう言ってコトリはさらにこちらをまくしたてる。

「分かったって」

　俺は繰り返しになっている部分から、なんとなく発音を真似して五人と声を揃そろえた。

　五人ほど歌が上手いわけでもないし、歌詞もたぶんめちゃめちゃに聞こえているのだろう。

　でも五人がそれを笑うことはない。

　ただ一心に歌をうたい、一緒に歌をうたっているという事実だけが大切なのだと、俺は気が付く。

　エルフと人間の奇妙なキャラバンなんて思っていたのは、たぶん俺だけだったのだろう。そんなことを思う。

　これは、エルフ学園の生徒の一団。森の愉快なキャラバンなのだから。

　木々の間を抜けると、そこには小さな家があった。小ぢんまりした、古い一軒家。

　イーゼルは後ろの四人を振り返り、何事かを尋ねる。コトリから発せられた返事は、肯定の意味を含んでいるように聞こえた。

　扉を開け、イーゼルが率先して中に入る。

　俺もそれに続き、他の四人もぞろぞろと入ってきた。

　室内は、外見から想像した通りの小ぶりな印象だった。

　俺たちの他には誰もおらず、今まさに誰かが出て行ったようにも、誰も住まずにずっと放置されていたようにも思える、不思議な空間だ。

　と、コトリが柱に掛けられた鏡を指差す。

　そして、五人はぞろぞろとその鏡の向かいの壁に並び始めた。

　ああ、なるほど。

　その様子を見て、俺はすべてを理解する。ここがどんな世界なのか。

　どうして図書室にいた俺とイーゼルが、気付けば森の中にいたのか。

　俺は五人の隣に並んで、鏡を眺めた。全員が入るには、少し詰めなければならない。

　隣に立つイーゼルに視線を遣やると、彼女は笑顔で頷く。

　俺は頷きを返し、後ろ手に自分の手首を握ると、彼女になるべく密着するようにした。

　暑苦しくて申し訳ないが、俺だけ本の中に置いてけぼり、なんて状況だけはどうしても避けたい。

　あらためて鏡を見る。まるで、というか、まさに、というか、集合写真みたいだ。

　ただ違うのは、これが紙の上に残らないということだけ。

　ふと、俺の手に何かが触れる。

　鏡には映らない、裏手の出来事。

　イーゼルは俺の片手をほどき、自分の手をそこに絡からめた。これっていわゆる、恋人つなぎってやつでは。

　いや、これは本の世界から出るときに俺が行方不明にならないよう、手を握ってくれているだけ。勘違いしてはいけない。俺は自分にそう言い聞かせる。

　イーゼルはやましい気持ちなどなく、ただ俺のためを思ってやってくれているのだ。

　手をイーゼル側に固定するものだから指に臀でん部ぶ（お尻のことだよ、お尻！）が思い切り当たっているのとかも、決して堪たん能のうしてはいけない。

　俺は落ち着くために深呼吸する。

　そして、目の前の鏡に意識を集中させる。

　コトリがカウントダウン的なことを始めて、ノノがそれに乗っかった。

　本の世界から抜け出すためのルールはたったのふたつ。鏡に全身を映すこと。そしてあとは、心の持ちよう。

　俺は、帰りたい！　と強く願った。
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　目を開けると、俺は図書室にいた。俺の隣に座って、同じくきょろきょろしているのはもちろんイーゼル。

　そして、俺たちの後ろに立って一仕事終えた感を出しているのはコトリ、メリル、ララルダ、ノノだった。

「やっぱり『鏡の書』の仕業だよな、これは」

「あははー。その通り」

　苦笑いしながら言うのはコトリである。

「あー、ファイちゃん、ノノたちとお喋しやべりできるようになってるね！」

「ホントだ」

　俺はそれを確かめ、心の底からホッとする。あれは本の中でだけの出来事だったのだ。

「……どうしてできなかったのか、謎なぞ」

　ララルダが首を捻ひねりながら言う。

「あの本は、中に入る人の心を映し出すからね。なんか、言葉に関する不安でもあったんじゃないの？」

「あー、中間試験の勉強に追われてたからな。そのせいかもしれない」

　目の前にある言葉が読めないこと。その不安が、俺とみんなの言葉の断絶として現れた。そんなところだろう。

「てか、なんで俺たちは本の中に入ったんだ？　確かに、本は手元に置いてあったけど」

　最初の課題の成果として図書室から借りた『鏡の書』だったが、結局校長は別にそれを必要としていなかった。それで、本は俺につき返された。

　それから返却しよう返却しようと思いつつずっと忘れていて、ついに今日、図書室に来るついでに本を持ってきていたのだった。

「コトリ、ちゃんと説明するんですのよ？」

「分かってるけど～！　メリルもノリノリだったじゃ～ん」

　その会話で、大体の事情は察せられる。

「イーゼルとファイが図書室にいるっていうから、みんなで勉強しようってことになって、四人で来たわけ。そしたらふたりが気持ちよさそうに寝てるもんだから、ちょっと驚かせてみようって思って。全員が本の中の鏡面に映ってたら、寝たままでも本の世界に入れるみたいだから、怖い本だよね、ほんと。アハハ～」

「アハハ～じゃないが」

「ごめんごめん！」

　まったく、俺がどれだけ心細い思いをしたと思ってるんだ。

「それで本の中に行ったら、なぜかノノたち四人とイーゼルちゃんたちは別々のところに飛ばされちゃったみたいで、みんなで探してたの！」

「あの鏡がある小屋も、ふたりを探している途中で見つけたのですわ」

「へえ。でも、どうして俺たちだけ別のところに行ったんだろうな」

「……絆きずなの、問題？」

　ボソリ、とララルダが呟つぶやいた言葉に、なぜか空気が固まる。

「んなっ!?」

「そういうことですの!?」

「ファイちゃん!?」

「え、え？　どうした!?」

　謎の反応に恐怖を覚えた俺は助けを求めようとイーゼルの方を見るが、イーゼルもなぜか顔を真っ赤にして両手で頰を支えている。

「……昼寝の、絆。夢の結びつきは、強いから」

　夢の結びつき、ねえ。そういえば、ラゴちゃんを探しに行った村でノノとララルダと一緒に寝たとき、なんか変な夢を見たような。あまりはっきり覚えてないけど。

「つまり、たまたま俺たちが昼寝してたから、別の場所に飛ばされたってことだよな？」

「…………」

　俺が確認すると、少しの間があった後、ララルダはコクリ、と頷いた。

「あ～、そういうことね」

「もちろん分かっていましたわ。とても気持ちよさそうに寝ていましたものね」

「うん！　すやすや～って感じだった！」

「寝てるとき、わたし、どんな感じだった？　その、体勢とか……」

「聞かない方がいいんじゃない？」

「ですわね。世の中には知らない方がいいことというものがあります」

「すやすや～って感じだよ！」

「え？　ちょっとみんな～！」

　からかいまじりにはぐらかすクラスメイトたちに、イーゼルは困惑の声を上げる。

　まあ、俺はわりと気付いていたというか。

　イーゼルがガッツリ俺にもたれかかっていた感触は、今でもはっきりと身体からだに残っている。言わないけど。

「みんな～！　こんなところにいたラゴ？」

　そのとき、図書室の扉が開き、ラゴちゃんが姿を現した。

「夕飯の時間になっても来ないから心配したラゴ～！」

「あら、もうそんな時間でしたの？」

「本の中でも現実と同じ時間が流れてるからね～」

「わーい！　ごはんごはんったらばんごはん～♪」

「……おなかすいた」

　そんなことを言いながらぞろぞろと歩いてゆくクラスメイトたちを眺めつつ、イーゼルと顔を見合わせる。

「あはは。勉強、あんまりできなかったね」

「まあ良いじゃん。テストまではまだしばらくあるんだし、ゆっくり頑張ろうぜ？」

「……うん！　よろしくお願いね！」

　そう言ってイーゼルは立ち上がる。

　俺たちはみんなの後を追って図書室を出る。コトリにあらかじめ借りていた鍵でイーゼルが施錠している間に、一行との距離は少々開いていた。

　騒がしい五人（ラゴちゃん含む）を眺めながら、イーゼルは小さく笑いを漏らす。

「あー、好きだな～。みんなのこと」

「今日のドッキリはちょっとばかし迷惑だったけどな」

　俺は皮肉っぽい空気が出るように注意しつつ、そんなことを言ってみる。イーゼルならきっとすぐに、『そうだね～』と、やんわりとした肯定の言葉をくれるだろう。

　そう思っていたのだが、俺の予想に反して、イーゼルは返答に少し時間を置いた。

「ファイはみんなのこと、普通？　嫌いじゃ、ないよね？」

　イーゼルは心配そうにこちらの顔を覗き込んだ。

　彼女は彼女で、俺がすぐに『そうだね～』と返答することを期待していたのだろう。

　でもそういうこと言うの、ちょっと恥ずかしいんだよな～。

「もちろん、俺も好きだよ」

　だが、イーゼルの不安そうな顔を見ると、恥ずかしいなんて言っていられなかった。

　ちゃんと伝えたければ、ちゃんと伝えるしかない。

　何も伝えようのなかった先ほどのことを思い出して、俺はそう思ったのだった。

「……！」

　で、『良かった～』みたいな反応が返ってくることを予想していたのだが、それもまた裏切られる。イーゼルはなぜか俺の顔を見て顔を真っ赤にしていた。

　俺の言葉って、ホントに伝わってるんだろうか……。そうやってまた心配になる。

　でもまあ、人と会話するってそういうことなのかもしれないな。

「わたしもファイのこと、好き」

「ありがと。クラスメイトとして認めてもらえて嬉うれしいよ」

　本当に、感謝感激である。ずっと何年も（いや、何十年か）一緒にいるメンバーと同じように扱ってくれているのだ。そりゃもちろん、思い入れのレベルに差はあるだろうけど、それでも仲間だと思ってくれてることが単純に嬉しかった。

「そういうところも、好きなんだよねえ……」

「ん？　なんか言った？」

「なんでもない！」

　イーゼルたちへの感謝の思いに浸ひたっていたので、イーゼルの発言を聞き逃してしまったっぽい。まあ、なんでもないんならなんでもないんだろう。

「ファイ、ありがとう。クラスメイトになってくれて」

　そう言って、イーゼルはこちらの頰に唇を触れさせた。

「感謝されるようなことだっけ？」

　俺は前を向いたまま言う。いまイーゼルの方を見てしまうと、要らぬ勘違いをしてしまう気がした。

　視界には、歩く五人の姿が入っている。そしてなぜか、誰も振り返らないことを願っている自分に気が付く。

　感謝のキスにしては、長くない？

　そう思った瞬間に唇が離れ、俺はそんなこと思わなければ良かったと少しだけ思う。

「誰にも、見られなかったね」

　悪戯いたずらっぽく発せられたイーゼルの言葉の意味を考えるより先に、前方にいたラゴちゃんがこちらを振り返った。他の四人もそれにつられてこちらを顧かえりみる。

「あ～、どこかと思ったら後ろにいたラゴね～」

「ごめんごめん！　いま行くね～！」

　そう言ってイーゼルは俺の手を取り駆け出す。

　俺は舗ほ装そうなんてもちろんされていない地面にまだ少しだけ戸と惑まどいながら、それでも思い切って足を前に踏み出した。それはやはり、彼女の助けがあってはじめてできたことだった。
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「無事に課題をクリアしたようじゃの。とりあえず、お疲れさまと言っておこうかの」

「そりゃどーも」

　中間テストの返却の日、放課後（とは言っても、今日は返却だけで終わりなのだが）に俺は校長室まで呼び出されていた。

「なんだかつれないのう。満足できないことでもあったのかえ？」

「いえ、その逆ですよ。勉強しまくってそれが実を結んだので、放心状態ってところですかね」

　俺の点数は満点でこそなかったものの、それに近いものだった。そんなわけで、かなりの達成感と脱力感が俺を襲っていた。

　まあ、エルフ語のレベルとしてはめちゃめちゃ初歩の問題だったわけで、喜んでいるような場合でもないのかもしれないけれど。

「くっくっく。それは良かった。イーゼルの点数も普段より良かったようだしの。そなたは本当によくやっておると思う」

「はあ……。ありがとうございます」

　まあ、褒められて悪い気はしない。でもわざわざ校長が俺を呼び出すということは、新しい課題を言い渡されるということでもある。正直なところ、もうちょっと休ませてくれと言いたいところではあった。

「安心せい。さすがのワシも、すぐに次の課題を出そうとは思っておらんよ。少し休憩すればいい」

　俺の心を見透かしたように（実際に見透かしているのかもしれない）校長は言う。

　それを聞いてほっとしたが、場合によってはもっと話がややこしくなるかもと思う。俺もこの校長に慣れてきたのだ。

「じゃあ、どうして俺を呼び出したんですか？　まさか、本当に俺を労ねぎらいたかっただけってわけじゃないでしょう？」

「くっくっく。本当に労いたかっただけじゃよ。あとはまあ、そなたに礼を言おうと思っての」

「礼、ですか」

「うむ。あとは謝罪、かの。そなたをこの学校に置いておくことにしたのは、別にそなたのためではなかった、という話じゃ」

[image: ]

「それは前にも聞きましたよ。校長先生の興味もあるって」

　俺がそう言うと、校長は一瞬だけ悲しげな顔をした。

「確かに、ワシが人間に思い入れを持っているのは事実じゃ。でもそれとは別に、ワシはそなたを積極的に利用していた。すなわち、他の生徒の成長にそなたを利用してやろうという魂こん胆たんがあったわけじゃ」

　あー、なるほど。なんとなく校長の言いたいことが分かってくる。

「たとえばコトリはそなたとの交流で、外の世界への恐怖に向き合った。メリルは自分の中にある異種族への偏見に気付いた。ララルダは昔からの付き合いがある者以外に心を開くことを覚えたし、ノノディルは自分の心について考える契けい機きを得た。イーゼルはテストの点数が上がった」

「なんかイーゼルだけしょぼくないですか!?」

「くっくっく。まあ、そういうことにしておいてくれ」

　校長は妖あやしく笑いながら言う。

「つまりは、そういうことじゃ。ひとりの生徒を生いけ贄にえにして他の生徒を薫くん陶とうする。それは許されることなのかの？」

「まあ、俺は特になんとも思ってなかったですけどね」

「ワシが言うことでもないが、その方が質たちが悪い。よく覚えておくんじゃの」

　校長の言葉について俺は思いを巡らせる。

　そもそも、俺はコトリの、メリルの、ララルダの、ノノの、イーゼルの、役に立てたのだろうか。逆に、俺の方が世話になってばかりだし、いろんなことを教えてもらってばかりという気がするけれど。

「それがそなたの良いところじゃ。故ゆえに、礼を言うぞ」

　校長はそう言って手招きをする。頰ほおを近づけろという意味だとすぐに分かり、俺は当たり前に彼女に頰を差し出す。

　すぐに頰に、柔らかな感触が触れた。

「じゃあ、これからは課題はなくなるんですか？　まさか用なしになったから出て行けなんてことには……」

　元の姿勢に戻り、俺は尋ねる。

「安心せい。ワシも教育者のはしくれ。約束したことは守ろうて。もちろん、引き続き課題も出す。じゃが、課題達成の難易度は上がるかもしれんの。そもそも、あやつらがこれから、そなたの課題を助けてくれるかどうか分からんでの」

「それってどういう……」

　何気に、その情報が一番気になるのだが……。

「くっくっく。すぐに分かるじゃろう。人間がエルフと仲良くするのは、案外大変だということが」

　校長は少しだけ物悲しげに言う。

　なんとなく、それは校長の実体験による感想なんじゃないかと思ったのだけれど、そんなことをわざわざ確認できる雰囲気ではない。

「さあ。話はこれで終わりじゃ。さっさと打ち上げに行くんじゃな。本当は、それが楽しみでそわそわしておったのじゃろう？」

　校長は、今度は心底楽しそうな笑みを浮かべて言う。本当に油断ならない人だぜ……。

「では、失礼します」

　俺は打ち上げが楽しみなことを否定せずに、回れ右して校長室の扉を開ける。

　そこで俺は動きを止め、校長を振り返った。

　まあね。校長も正直に話してくれたんだし、いちおう伝えとくか。

「あー、あと、これからもよろしくお願いします」

　俺のその言葉に、校長は軽く片手を上げて応えたのだった。





　　　　◇　◇　◇






「も～！　みんな可愛かわいいな～！　この光景を見ながらビールのむのがしゃいこ～！」

「先生！　ちょっと飲みすぎですわ！」

「メリル！　それは先生じゃなくて丸太ラゴ～！」

　打ち上げ会場（森）に行くと、一部でカオスが繰りひろげられていた。

　へべれけのカレン先生とメリルを止めるラゴちゃん。その隣では、他のメンバーが楽しげに談笑している。

「メリルって未成年じゃないの？」

「何言ってるんですの～！　わたくしは一七○歳ですわ～！」

「あ、なるほど」

　エルフの長寿設定を思い出すとともに、めんどくさそうなのであまり近づかないことにし、コトリたちの輪に俺は近づいた。

「あっ、ファイじゃん。校長の話はどうだった？　ついに放校？」

　こちらを振り返ったコトリが軽口で俺を迎える。

「いや、課題をクリアしたから褒められてきただけ」

　そんな返答をしながら、俺は地べたに腰を下ろす。

「ファイちゃんすごーい！」

「うん！　校長先生ってあんまり人を褒めないもんね！」

「……（頷うなずく）」

「これも全部、みんなのおかげだよ。ありがとう」

　俺がそう言うと、みんな『うんうん』みたいな感じで黙ってしまった。

　何かを待ってるような沈黙。どうしたんだ？

「え～、ファイちゃん、そこはクールにちゅってするのが大人のエルフってもんだよ～！」

「あと二○○年くらい生きねーとその境地には達せられない気がするけどな」

　俺は思い切ってノノの頰に唇くちびるを当てる。

「よくできました♪」

　続いて、ララルダ。

「……（頷く）」

　その隣の、コトリ。

「はいは～い」

　そして、イーゼル。

「だんだん慣れてきたね！」

　そして、少し離れたところにいるメリルの元へ行く。

「ん～？　ファイも飲みますの？」

「いや、お礼に来ただけ」

　そう言って、熱い頰に唇を当てる。ビールの匂いがする。

「ん～。頭がボーッとしますわね」

「酔ってるからだろ」

　続いて、その隣のカレン先生。

「は～い、今後も頑張ってくださ～い！」

　で、最後に飛んでるラゴちゃん。唇に当たる感触がもっふもふだ。

「はいよ～。この前は世話になったラゴ～！」

　全員に感謝の気持ちを伝えることができた俺は、なんだか非常にすがすがしい気持ちになり、伸びをして地面に転がった。

「いや～！　この調子で頑張って、三年で卒業するぞ～！」

　で、なんとなくしたその宣言によって、なぜか場に妙な空気が流れ始める。

「そっか。そうだよね。ファイはわたしたちみたいには……」

「どどどど、どうせアンタには三年で卒業なんて無理だって！」

「べ、別に、もうちょっと長くいても良いんじゃないですの？」

「ファイちゃん！　三年でいなくなっちゃうなんてやだよ～！」

「……留年、推奨」

　イーゼル、コトリ、メリル、ノノ、ララルダの五人は、そんなことを言いながら仰あお向むけになっている俺の顔を覗のぞき込こんだ。

　え、何この空気。

　そんなとき、先ほどの校長の言葉が脳裏に蘇よみがえる。

『そもそも、あやつらがこれから、そなたの課題を助けてくれるかどうか分からんでの』

　それって、こういうこと？

「まあ、みんなそう言ってくれるのはありがたいけど、三年で卒業しないと人生とかいろいろヤバいからさ……！　これからも、課題の手伝いをしてくれたら大変助かりますというかなんというか……」

　その言葉に、さらに場の空気が重くなる。

「……（全員）」

　マジか～。

　俺は俺の顔を覗き込む五人のエルフの上で風にゆらめく森の木々がなげかける日差しを受けながら、ほとんど永遠に生きるってのはどんな感じなんだろうと考える。

　エルフ学園はやっぱり、簡単には卒業できないみたいだ。


了
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　はじめまして！　あるいは、ご無沙汰しております！　かめのまぶたです。

　もともと、異世界の学校でワイワイ楽しいスクールライフを送るというアイデアはあって、担当さんにもそんな話をしていたんですが、私も担当さんもそのことを忘れ、もっと殺伐とした作品の構想を練っていました。しかしある日の打ち合わせでそれを練りに練った末に「これはもうエルフ学園でラブコメするしかねえ！」となり（？）、そのテンションで本作を書き上げたのでした。ユルいノリの作品ですが、そのときの謎の勢いみたいなのは込められた気がします。とにかく楽しいお話なので、迷っている方はぜひ読んでみてください！

　というわけで、謝辞です。まずは担当のＷさんに厚くお礼申し上げます。

　超絶可愛いイラストを描いてくださったピスケ先生。本当にありがとうございます。

　加えて、この本の出版に関わってくださったすべての方々、そして、この本を手に取ってくださった読者のみなさまに、心からの感謝を。

　またお会いしましょう。
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